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体育系大学における学修成果の可視化と
卒業時における質保証の取組の強化
：鹿屋体育大学における４年間の教育改革の取組みと今後の課題



はじめに

　本報告書は、文部科学省における大学改革推進等補助金「平成 28 年度大学教育再生加速プログラムテーマ
Ⅴ『卒業時における質保証の取組の強化』」の補助を受けて行われた、「鹿屋体育大学体育系大学における学
修成果の可視化と卒業時における質保証の取組の強化」の４年間の取り組みをまとめたものです。
　本取組の実施に際しては、元学長の福永哲夫先生、前学長の松下雅雄先生のご指導のもと、学内外の多く
の関係者のご協力やご支援、ご示唆を得て実施することができました。この場をお借りして、お礼を申し上
げます。ありがとうございました。
　「大学教育再生加速プログラム」は、高等学校や社会との円滑な接続のもと、入口から出口まで質保証の伴っ
た大学教育を実現するため、先進的な取組を実施する大学等（短大、高専を含む）を支援することを目的と
して実施されたものです。その詳細は、日本学術振興会の「大学教育再生加速プログラム（AP）」で確認す
ることができます（https://www.jsps.go.jp/j-ap/sentei_torikumi.html）。本学は、体育・スポーツ系大学で唯
一採択され、平成 28 年度からの４年間、教育の質保証の充実に取り組んできました。
　本報告書の原稿が作成された令和２年から既に３年が経過しようとしています。その間に新型コロナ感染
症（COVIT-19）が猛威を振るい、まだ油断できない状況ですが今ようやく収束へと向かいつつあります。こ
の間に教育は「対面 ( 面接 ) 授業」から「遠隔授業」への扉を開き、デジタル化へと大きく舵をきりました。
本学もこの大きな変革・改革に従い、現在も新たな模索と挑戦をしています。今改めてこうした大きな教育
の変革や改革を振り返るとき、コロナ禍前に取り組んでいた本事業、特に学修成果の可視化とその活用の意
義や価値を実感します。コロナ禍のどんな状況でも、学修の質を担保しようとした教職員と学生達の取組は、
本事業で醸成されていたものだと考えます。そのような意味で、教育の質保証の取組は、不断より意識的にチャ
レンジしていくことが重要と考えます。それ故、教育の質保証に取り組んだ本事業の軌跡や成果をデジタル
版でお知らせするとともに、冊子媒体で作成・配布して広く知って頂くことも重要と考えました。特に体育・
スポーツ系大学の参考になればと考え、配布させて頂きます。
　鹿屋体育大学では、入学前・直後、在学中および卒業時・卒業後に、機関、教育課程および科目の各レベ
ルにおける学修到達度を評価・検証を目的として、令和元年に「鹿屋体育大学教学アセスメント・ポリシー」
を定めました。また、2050 年を目標年とする大学の長期ビジョン「NIFSNEXT30」を令和４年 10 月末に公
表しました。「NIFSNEXT30」では、本学が担う使命として「教育・学生支援」「研究」「国際化」「社会連携・
社会貢献」の４領域におけるミッションを設定し、そのなかで「教育・学生支援」領域では、A.C.E.Kanoya【活
気ある（Active）独創的な（Creative）精鋭（Elites）】をスローガンとする人材育成を掲げています。（p49 参照）
その基盤には「スポーツ、武道、体育及び健康づくりの各領域における、先導的かつ即戦力となる人材の育成」
があり、今後も学修成果の可視化と卒業時における質保証の取組の強化をより一層推進し、ミッション実現
に向けて努力する所存です。
　今後ともご高配のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

2023 年３月
鹿屋体育大学　学長　金久 博昭



はじめに

＜目 次＞

Ⅰ．取組実績の概要…………………………………………………………………………………………………… ３

Ⅱ．PLAN：構想・計画 ……………………………………………………………………………………………… ５
１．事業の概要………………………………………………………………………………………………………… ５
２．大学全体の改革方針における本事業計画の位置付け等……………………………………………………… ６
３．達成目標と事業計画の具体的な内容…………………………………………………………………………… ８
４．事業計画実施体制………………………………………………………………………………………………… 11
５．年度別の計画……………………………………………………………………………………………………… 12
６．補助期間終了後の継続性………………………………………………………………………………………… 13
７．事業成果の普及…………………………………………………………………………………………………… 14
８．本取組を中核にした総合的な大学教育改革の取組…………………………………………………………… 14

Ⅲ．DO：取組 ………………………………………………………………………………………………………… 16
１．平成28年度から令和元年（平成31年度）までの進捗状況の概要……………………………………………… 16
２．本事業における達成目標と事業内容の状況…………………………………………………………………… 19
３．各年度の取組内容・成果………………………………………………………………………………………… 21

Ⅳ．CHECK：評価 …………………………………………………………………………………………………… 42
１．外部評価委員会における議事の概要…………………………………………………………………………… 42
２．外部評価委員における本事業に対する評価結果……………………………………………………………… 43

Ⅴ．ACTION：今後の検討 …………………………………………………………………………………………… 46
１．AP助成期間終了後の本取組の継続について …………………………………………………………………… 46
２．学生が主体的に学修改善できる新たな指導者像の検討……………………………………………………… 47
３．今後の課題………………………………………………………………………………………………………… 48

＜別添資料＞
・平成28－31年度の外部評価委員会等 ……………………………………………………………………………… 53

＜付録＞
・AP-News Vol.1 〜 Vol.11 …………………………………………………………………………………………… 59

謝辞……………………………………………………………………………………………………………………… 95



－ 3－

Ⅰ．取組実績の概要

　本事業は、「卒業時における質保証の取組の強化」を全学的に行うものである。特に、ディプロマ・ポリシー
（DP）を担保する「多様なスポーツリーダーとしての自覚と実践的なスポーツ指導力の養成」及び「段階的
かつ継続的なライフ・キャリアデザイン力と社会人基礎力（汎用的力）の養成」の状況を、学修行動や学修
成果の可視化から確認し、継続的に教育改善が行える教学システムを確立することを目指した。
　その結果、以下の４点について実現した。

【１】科目群毎や DP で目指す 12 の資質・能力に関する授業科目毎の GPA を可視化すること
【２】標準化された「汎用的能力テスト（PROG テスト）」を柱とした学修成果を可視化すること
【３】基礎的なスポーツ指導力の学修成果を可視化すること
【４】学修行動等を可視化すること

　これにより、令和３年度からの新教
育課程の構築に向けた改訂作業を、学
生の実情を踏まえたエビデンスベース
で行えるようになった。例えば、４年
次の 11 月から２月の卒業研究を仕上
げる学びを通じて、学生の課題解決力
等の急激な成長を確認し、卒業研究に
おける学修効果や課題について把握で
きた。加えて、卒業時及び卒業後（卒業後３年と 10 年）の学生に対しても、学修成果に対する満足度等の
Web 調査を継続できる体制を整備するとともに、その情報を基に継続的に教育改善が行える教学システムを
確立した。
　また、可視化した学修成果を学生自身で振り返る学修ポートフォリオの構築（NIFSpass）や DP を意識し
た授業振り返りアンケートへの改編作業は、学生及び教員へ授業科目と DP で目指す学修成果との関係を強
く意識づけさせることに繋がった。改編した授業振り返りアンケートからは、各科目の DP の学生自身が評
価する理解度や達成度等も明らかにし、教員間で共有できるようにした。さらに、その評価を用いて教員の
授業力に対する顕彰制度も令和元年度より実施し、教育改善が積極的に推進されるようにした。
　一方、本事業の評価を行うために、専門知識を有した大学教員やスポーツ指導者養成団体関係者、「スポー
ツ指導実習」の受入先のステークホルダー（民間団体・産業界等）を外部評価委員として委嘱し、事業計画
に基づく進捗状況の確認・評価、教育の質保証に向けた取組に対する示唆を得た。なお、外部評価委員会は、
平成 29 年度に１回、平成 30 年度に２回、令和元年度に１回実施した。
　今後も「教育の質保証」の観点から、学長傘下の教育企画 ･ 評価室が中心となり、学生の学修行動や学
修成果の可視化を図り、継続的な教育改善に関する情報提供や提言を行う。そのためにも、令和元年度に、
AP、CP（カリキュラム・ポリシー）、DP の達成状況を全学レベル、教育課程レベル及び科目レベル別に測る 

「教学アセスメント・ポリシー」を整備した。まだまだ達成すべき課題や改善課題は残るが、以上のように
AP 事業を通じて「卒業時における質保証の取組の強化」を継続的に実施しえる環境や体制を整備でき、大
学改革は加速している。　
　なお、本事業における本学の教育の質保証の取組は、他の大学等で参考になる事業成果として、スポー
ツ指導力の可視化の一環として「スポーツ指導力に関わるプロフィール型テスト（通称：SCCOT：Sports 
Coaching Competency Test の略）」を開発したことである。SCCOT は、現在日本のスポーツ界が目指して

【卒業時の質保証のための学修成果の可視化と学修改善の取組の概要】
ディプロマ・ポリシー（DP）

12の資質・能力

学修ポートフォリオ（NIFSpass)

授業振り返りアンケート(科目毎）

汎用的能力
（PROGテスト）

スポーツ指導力
（SCCOT）

資質能力別GPA+科目群GPA
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いる「プレーヤー中心の考えに基づいたコーチングを行うための行動・判断スキル」を測るものである。こ
のスキルが高く判定されるほど、昨今スポーツ界で問題視されている体罰等について、「体罰は指導に有効で
はない」「スポーツ指導に体罰は必要ない」という態度を強く持っていることがわかるようにしている。本
学では、この行動・判断スキルをスポーツ指導力（者）の基礎力として捉え、学生の学びの成果や教育効果
としてテスト結果を提示している。現在は、他の体育系大学やスポーツ競技団体等と協力して、本テストの
試験的実施やスポーツ指導者のための適性判断などにも活用できるように、環境整備を進めている。SCCOT
の普及により、スポーツ指導者の資質・能力の可視化、さらには、倫理観のある（暴力・体罰等を行わない）
スポーツ指導者の研修や養成が可能となると考えている。

中心の考えに基づいたコーチングを行うための行動・判断スキル」を測るものである。このスキルが高く判定される

ほど、昨今スポーツ界で問題視されている体罰等について、「体罰は指導に有効ではない」「スポーツ指導に体

罰は必要ない」という態度を強く持っていることがわかるようにしている。本学では、この行動・判断スキルをスポー

ツ指導力（者）の基礎力として捉え、学生の学びの成果や教育効果としてテスト結果を提示している。現在は、他

の体育系大学やスポーツ競技団体等と協力して、本テストの試験的実施やスポーツ指導者のための適性判断な

どにも活用できるように、環境整備を進めている。SCCOT の普及により、スポーツ指導者の資質・能力の可視

化、さらには、倫理観のある（暴力・体罰等を行わない）スポーツ指導者の研修や養成が可能となると考えている。 

開発した「スポーツ指導力基礎力テスト

（SCCOT）」は、現在日本のスポーツ界が目

指している「プレーヤー中心の考えに基づ

いたコーチングを行うための行動・判断スキ

ル」を測ろうとしている。このスキルが高く判

定されるほど、昨今スポーツ界で問題視さ

れている体罰等について、「体罰は指導に

有効ではない」「スポーツ指導に体罰は必

要ない」という態度を強く持っていることがわ

かるようにしている。 

これまでの試験的運用により、右図のよう

にスポーツ指導者の指導者であるコーチデ

ベロッパーの得点は高く、開発したテストの妥当性を強化することが出来ている。 

また、SCOTT は、指導プロフィールを明らかにするばかりでなく、テストに回答することで学生自身のスポーツ

に対する倫理観や価値観について自己反省や啓発を促せることも明らかにしてきている。 

そして、社会人の SCCOT 受験者の満足度等のアンケートからは、以下のような高評価を得ている｡ 

体育系大学での継続的な試行を続け、

本テストの他大学への普及の取り組み

としては、平成 30 年度より、本学以外の

令和２年度からは有償での実施へと

繋がっている。 

現在は、体育系大学や指導者養成を

担うスポーツ競技団体での普及に向けて

の環境整備を図っている。特に、テストの効率的な運用ができるようテストのWeb化や事業化に向けて進めて

いる。 

2019年度までの結果(学外・社会人）
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• 自分自身の姿を客観的に見ることができました。

• 自身の考え方の傾向を知る上で参考になりました。

• 自分の変化を実感したいので、定期的に受験して

みたいです。

• 今後の指導に役立つと感じました。

［ 受験者の声］

Q．SCCOTの結果について、
総合的にどのくらい満足していますか？

満足度
社会人・ 大学生ともに

約8 0 % の満足感
（ ※アンケート 回答者1 34名）

全くそう思わない そう思わない そう思う 非常にそう思う
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Ⅱ．PLAN：構想・計画

（出典：平成 28 年度大学教育再生戦略推進費　大学教育再生加速プログラム（AP）「高大接続改革推進事業」
計画調書より）

１．事業の概要
　本取組は、鹿屋体育大学の教育ミッションである「スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおける実践的
かつ創造的で市民性、国際性を備えたリーダーを育てる」ために、既存の教育企画・評価室を柱に「卒業時
における質保証の取組の強化」を全学的に行うものである。
　特に、ディプロマ・ポリシー（DP）を担保する「多様なスポーツリーダーとしての自覚と実践的なスポー
ツ指導力の養成」と「段階的かつ継続的なライフ・キャリアデザイン力と社会人基礎力（汎用的能力）の養成」
の状況を、学修行動や学修成果の可視化から確認し、継続的に教育改善が行える教学システムを確立するこ
とを目指している。
　さらに、本事業で開発を目指す「スポーツ指導者の指導力等の客観的評価テスト（理想的な指導者を基本
としたプロフィール型テスト）」は、広く日本のスポーツ指導者養成団体や各大学における教養体育、教員養
成、様々なスポーツ指導者の養成や再研修で活用できるものを目指している。

 4

2．PLAN：構想・計画 

（出典：平成 28 年度大学教育再生戦略推進費 大学教育再生加速プログラム（AP）「高大接続改革推進事業」計画調書より） 

 

【事業の概要】 

本取組は、鹿屋体育大学の教育ミッションである「スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおける実践的かつ創

造的で市民性、国際性を備えたリーダーを育てる」ために、既存の教育企画・評価室を柱に「卒業時における質

保証の取組の強化」を全学的に行うものである。 

特に、ディプロマ・ポリシー（DP）を担保する「多様なスポーツリーダーとしての自覚と実践的なスポーツ指導力

の養成」と「段階的かつ継続的なライフ・キャリアデザイン力と社会人基礎力(汎用的能力)の養成」の状況を、学

修行動や学修成果の可視化から確認し、継続的に教育改善が行える教学システムを確立することを目指してい

る。 

さらに、本事業で開発を目指す「スポーツ指導者の指導力等の客観的評価テスト(理想的な指導者を基本とし

たプロフィール型テスト)」は、広く日本のスポーツ指導者養成団体や各大学における教養体育、教員養成、様々

なスポーツ指導者の養成や再研修で活用できるものを目指している。 

（出典：https://www.n-fukushi.ac.jp/ap-portal/summary/?mode=detail&entryID=9） 
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２．大学全体の改革方針における本事業計画の位置付け等
　鹿屋体育大学では、体育・スポーツ、レクリエーション、武道及び健康科学の科学分野において、真理の
探究を図るとともに、我が国におけるスポーツ・健康科学分野の先導的役割や鹿児島県を中心とした九州地
域における課題解決の役割を果たすべく、教育研究を実施してきた。学士教育課程においては、スポーツ・
健康科学分野の教育研究を通じて、国民のスポーツ・健康を適切に指導し得る知識、スポーツ・健康に関す
る実践力・実技力や指導力を有する人材を養成することをミッションとして再確認している。
　本学における教育改革の取組として、「体育・スポーツ学分野の教育の質保証における参照基準（平成 23
年 10 月）」を手がかりに、平成 26 年３月までにディプロマ・ポリシー（DP）、カリキュラム・ポリシー（CP）、
アドミッション・ポリシー（AP）を明確にした（資料１）。同時に教育課程の改訂も進め、平成 26 年４月よ
り新教育課程を開始した。平成 26 年８月には、DP や CP の達成状況を把握し、教育の質保証に向けた検討
を行う組織として「教育企画・評価室」を設置した。そして、ファカルティー・ディベロップメント（FD）
を FD 推進専門委員会と連携し、全教員の参加を促すべく、授業評価、授業参観、新任研修等の充実を図っ
てきた。平成 26 － 27 年度に教員を対象に実施した授業の取り組み状況の調査では、約９割の教員が DP を
意識した授業を行っていることを確認できた。また、学生のキャリア教育及びキャリアガイダンス強化のため、
大学改革補助金の支援を受けながら、学長下に「キャリア形成支援室」を設置し、その実現に向け積極的に
取り組んできている。
　しかしながら、本学の DP や CP で目指す「多様なスポーツリーダーとしての自覚と実践的なスポーツ指
導力の養成」と「段階的かつ継続的なライフ・キャリアデザイン力と社会人基礎力（汎用的能力）の養成」
が行えているかについては、汎用的能力の学修成果の把握に向けた調査を一部開始したものの、専門スタッ
フの不足から充分に把握できていない。特に、専門教育が大きく関わる前者の学修成果の可視化作業では，
重要な役割を果たす評価テストの開発やルーブリック作成が停滞している。
　そこで、本事業では学生が「スポーツ・健康に関する実践力・実技力や指導力を有する人材」として卒業
までにどれだけの力を身につけたか、また、どのように学んできたかについて客観的に評価する仕組みを開
発し、学生の学修行動や学習成果等の可視化を実現することにより、DP の実現に向けた、より高い教育の質
保証の達成を目指す。
　特に、本事業で開発しようとしている、スポーツ指導者の指導力等を客観的に評価するためのテストは、
2013 年に発表された、新しい時代にふさわしいコーチング及びコーチを確立するための提言（「スポーツ指
導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）報告書」平成 25 年７月）でも求められているも
のである。そして、平成 26 － 27 年度の「コーチング・イノベーション事業」でも検討されてきた事項であ
る。残念ながら、先の事業では、スポーツ指導者の資質や能力の評価指針等が示されたが、本学が目指すよ
うなスポーツ指導力等を具体的に評価するための評価テスト（理想的な指導者を基本とした「プロフィール
型テスト」）の開発には至っていない。それ故、国立唯一の４年制体育大学である本学としては、スポーツ界
のコーチ養成の変革を促進するためにも、スポーツ指導力に関する「プロフィール型テスト」の開発をスポー
ツ指導者養成団体（日本スポーツ振興センターや日本体育協会〔現 日本スポーツ協会〕等）と協働し、さら
に本学の教育プログラムが社会的な要請に応えているかを点検・評価したいと考えている。そして、新しい
時代にふさわしいコーチング及びコーチの確立に寄与したいと考えている。　
　本事業は、本学の DP を担保すべく人材養成の学修行動及び学修成果が学生及び教職員に可視化でき、そ
れを支える教育課程や教育実践を点検・評価し、教育・学修行動の改善が体系的・組織的に行えるようにす
る取組であり、本学の教育改革の中心的かつ極めて重要な役割を担うものである。
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学
の

知
識

を
用

い
て

応
用

・
分

析
し

、
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

体
育

学
の

知
識

を
統

合
し

、
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

体
育

学
の

知
識

を
用

い
て

評
価

し
、

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

分
野

の
特

性
に

応
じ

て
、

主
体

的
、

計
画

的
及

び
継

続
的

に
探

究
す

る
課

題
に

取
り

組
む

意
志

を
も

つ
。

フ
ェ

ア
プ

レ
イ

の
精

神
や

礼
節

を
重

ん
じ

、
仲

間
と

協
力

し
て

課
題

解
決

に
取

り
組

む
意

志
を

も
つ

。

体
育

学
の

基
礎

と
な

る
人

文
・
社

会
及

び
自

然
系

の
分

野
の

内
容

を
理

解
す

る
。

指
導

や
普

及
の

基
礎

的
な

内
容

を
理

解
す

る
。

基
礎

的
な

実
技

力
を

獲
得

す
る

。

基
礎

的
な

科
学

的
支

援
力

及
び

表
現

力
を

獲
得

す
る

。

体
系

的
な

実
技

指
導

力
（
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
コ

ー
チ

ン
グ

力
）
を

獲
得

す
る

。

国
民

各
層

の
ス

ポ
ー

ツ
・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

を
指

導
し

、
普

及
さ

せ
る

た
め

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
豊

か
な

教
養

を
身

に
つ

け
る

。
（
認

知
的

領
域

）

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・

健
康

づ
く
り

に
関

す
る

実
技

力
、

科
学

的
支

援
力

及
び

表
現

力
を

身
に

つ
け

る
。

（
技

能
的

領
域

）

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

し
て

、
年

齢
、

目
的

等
に

応
じ

た
体

系
的

な
実

技
指

導
力

や
事

業
運

営
力

を
身

に
つ

け
る

。
（
技

能
的

領
域

）

鹿
屋

体
育

大
学

で
は

、
ス

ポ
ー

ツ
・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
お

け
る

実
践

的
か

つ
創

造
的

で
、

市
民

性
、

国
際

性
を

備
え

た
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

た
め

に
、

課
程

や
学

生
の

志
向

性
に

沿
っ

て
、

学
年

進
行

で
①

専
門

性
の

深
化

と
充

実
、

②
社

会
人

と
し

て
の

豊
か

な
教

養
の

涵
養

、
③

将
来

を
展

望
し

、
勤

労
観

・
職

業
観

を
醸

成
で

き
る

た
め

の
教

育
課

程
を

編
成

す
る

。

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

、
実

技
力

､科
学

的
支

援
力

や
表

現
的

能
力

及
び

課
題

解
決

力
を

身
に

つ
け

る
科

目

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

し
て

年
齢

、
目

的
等

に
応

じ
た

体
系

的
な

実
技

指
導

力
や

事
業

運
営

力
を

身
に

つ
け

る
科

目

社
会

の
一

員
と

し
て

適
切

に
振

る
舞

う
態

度
と

豊
か

な
教

養
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

る
科

目

ス
ポ

ー
ツ

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

将
来

像
と

職
業

観
・
就

業
観

及
び

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

力
を

醸
成

す
る

科
目

中
学

校
や

高
等

学
校

の
保

健
体

育
の

教
員

と
し

て
の

免
許

状
を

取
得

す
る

す
る

た
め

の
専

門
(教

科
）
及

び
教

職
に

関
す

る
科

目

実
践

的
か

つ
創

造
的

な
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

求
め

ら
れ

る
資

質
の

向
上

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
意

志
を

も
つ

。

学
術

・
文

化
の

発
展

の
た

め
に

、
事

象
の

理
や

相
互

の
関

わ
り

、
そ

の
変

化
に

つ
い

て
関

心
を

向
け

、
人

と
環

境
の

調
和

を
図

る
意

志
を

も
つ

。

国
内

は
も

と
よ

り
国

際
社

会
で

活
躍

で
き

る
よ

う
に

、
外

国
語

の
習

得
に

対
し

、
意

欲
的

に
取

り
組

む
。

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

課
題

に
つ

い
て

、
体

育
学

の
知

識
を

総
合

的
に

活
用

し
、

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
認

知
的

領
域

）

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

心
を

も
つ

と
と

も
に

、
主

体
的

か
つ

計
画

的
に

、
課

題
解

決
に

向
か

っ
て

取
り

組
む

意
志

を
も

つ
。

（
情

意
的

領
域

）

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

も
つ

と
と

も
に

、
社

会
の

一
員

と
し

て
適

切
に

振
る

舞
う

態
度

を
身

に
つ

け
る

。
（
情

意
的

領
域

）

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

し
て

、
年

齢
、

目
的

等
に

応
じ

た
体

系
的

な
実

技
指

導
力

や
事

業
運

営
力

を
身

に
つ

け
る

。
（
技

能
的

領
域

）

相
手

や
状

況
に

応
じ

て
、

自
己

の
考

え
方

を
論

理
的

に
伝

え
、

合
意

形
成

す
る

意
志

を
も

つ
。

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

心
を

も
つ

と
と

も
に

、
主

体
的

か
つ

計
画

的
に

、
課

題
解

決
に

向
か

っ
て

取
り

組
む

意
志

を
も

つ
。

（
情

意
的

領
域

）

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

も
つ

と
と

も
に

、
社

会
の

一
員

と
し

て
適

切
に

振
る

舞
う

態
度

を
身

に
つ

け
る

。
（
情

意
的

領
域

）

体
育

学
の

基
礎

と
な

る
人

文
・
社

会
及

び
自

然
系

の
分

野
の

内
容

を
理

解
す

る
。

指
導

や
普

及
の

基
礎

的
な

内
容

を
理

解
す

る
。

基
礎

的
な

実
技

力
を

獲
得

す
る

。

基
礎

的
な

科
学

的
支

援
力

及
び

表
現

力
を

獲
得

す
る

。

体
系

的
な

実
技

指
導

力
（
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
コ

ー
チ

ン
グ

力
）
を

獲
得

す
る

。

体
系

的
な

事
業

運
営

力
（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

）
を

獲
得

す
る

。

体
育

学
の

知
識

を
用

い
て

応
用

・
分

析
し

、
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

課
題

に
つ

い
て

、
体

育
学

の
知

識
を

総
合

的
に

活
用

し
、

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
認

知
的

領
域

）

体
育

学
の

知
識

を
統

合
し

、
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

体
育

学
の

知
識

を
用

い
て

評
価

し
、

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

分
野

の
特

性
に

応
じ

て
、

主
体

的
、

計
画

的
及

び
継

続
的

に
探

究
す

る
課

題
に

取
り

組
む

意
志

を
も

つ
。

フ
ェ

ア
プ

レ
イ

の
精

神
や

礼
節

を
重

ん
じ

、
仲

間
と

協
力

し
て

課
題

解
決

に
取

り
組

む
意

志
を

も
つ

。
科

目
群

の
特

徴
(ね

ら
い

）

【
教

育
理

念
（
教

育
の

方
針

）
】

鹿
屋

体
育

大
学

は
、

学
生

ひ
と

り
ひ

と
り

を
大

切
に

し
、

ス
ポ

ー
ツ

･武
道

及
び

身
体

運
動

を
基

盤
と

し
た

理
論

と
実

践
の

往
還

に
よ

る
教

育
を

通
じ

て
豊

か
な

教
養

と
専

門
能

力
を

授
け

、
ス

ポ
ー

ツ
･武

道
に

お
け

る
学

術
・
文

化
の

発
展

と
国

民
の

体
力

・
健

康
増

進
に

貢
献

し
、

も
っ

て
健

全
で

明
る

く
活

力
に

満
ち

た
社

会
の

形
成

に
寄

与
で

き
る

実
践

的
か

つ
創

造
的

で
市

民
性

、
国

際
性

を
備

え
た

リ
ー

ダ
ー

を
養

成
す

る
こ

と
を

教
育

の
理

念
と

し
て

掲
げ

て
い

ま
す

。

【
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
学

位
授

与
の

方
針

）
鹿

屋
体

育
大

学
で

は
、

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
お

け
る

実
践

的
か

つ
創

造
的

で
市

民
性

、
国

際
性

を
備

え
た

リ
ー

ダ
ー

を
育

て
る

た
め

に
、

以
下

の
よ

う
な

知
識

・
能

力
を

身
に

つ
け

、
か

つ
所

定
の

単
位

を
修

得
し

た
学

生
に

学
位

を
認

定
し

ま
す

。
１

　
国

民
各

層
の

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

を
指

導
し

、
普

及
さ

せ
る

た
め

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
豊

か
な

教
養

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
２

　
ス

ポ
ー

ツ
・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

実
技

力
、

科
学

的
支

援
力

及
び

表
現

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

３
　

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

し
て

、
年

齢
、

目
的

等
に

応
じ

た
体

系
的

な
実

技
指

導
力

や
事

業
運

営
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
４

　
ス

ポ
ー

ツ
・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

課
題

に
つ

い
て

、
体

育
学

の
知

識
を

総
合

的
に

活
用

・
応

用
し

、
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

５
　

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
関

心
を

も
ち

、
主

体
的

か
つ

計
画

的
に

、
課

題
解

決
に

向
か

っ
て

取
り

組
む

意
志

を
も

っ
て

い
る

。
６

　
ス

ポ
ー

ツ
・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

も
つ

と
と

も
に

、
社

会
の

一
員

と
し

て
適

切
に

振
る

舞
う

態
度

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

国
民

各
層

の
ス

ポ
ー

ツ
・
武

道
及

び
体

育
・
健

康
づ

く
り

を
指

導
し

、
普

及
さ

せ
る

た
め

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
豊

か
な

教
養

を
身

に
つ

け
る

。
（
認

知
的

領
域

）

ス
ポ

ー
ツ

・
武

道
及

び
体

育
・

健
康

づ
く
り

に
関

す
る

実
技

力
、

科
学

的
支

援
力

及
び

表
現

力
を

身
に

つ
け

る
。

（
技

能
的

領
域

）



－ 8－

３．達成目標と事業計画の具体的な内容
（全体像と達成目標）
　本事業では、学生が卒業時に「スポーツ・健康に関する実践力・実技力や指導力を有する人材」としての
力をどれだけ身につけたかを客観的に評
価する仕組みを開発することにより、学
生の学習成果の可視化を実現し、本学の
DP の実現に向けた、より高い教育の質
保証の達成を目指す。また、本学の DP
を担保するための学修行動も学生及び教
職員に可視化するとともに、教育課程や
学修・教育実践を点検・評価し、教育・
学修行動の改善が体系的・組織的に行え
るようにすることを目指す。本事業は、
本学の教育改革の中心的かつ極めて重要
な役割を担うものである（右図参照）。
　本事業では、次の４つの事項で学修行
動及び学修成果の可視化と教育改善を行
う。

①科目群（科目区分）毎の平均ＧＰＡの算出・チャート化による基礎学力（学修成果）の可視化と教育改善
　このために、まず FD 推進専門委員会と授業担当教員との連携を図りながら、教育課程全体及び授業科目
群毎に修得すべきミニマムな学修課題を明確にし、基礎学力の水準を確認する。そして、修得すべき課題を
学生に周知し、主体的な学修の方向付けを支援する。さらに、学修の成果である科目群（科目区分）毎の平
均ＧＰＡの算出・チャート化により基礎学力（学修成果）の可視化を図る（下図参照）。同時に、科目群（科
目区分）毎のルーブリックを作成し、学修行動と成果との間を効果的に振り返ることができる学修ポートフォ
リオの仕組みを構築する。平成 27 年度には、すでに「体育専攻学生における実践的指導力の養成を目指した

『実技実習の学習課題』」を整理し、学生に周知し、実技実習における学びの方向性を示している（資料２）。
　なお、修得すべきミニマムな学修課題
を明確にすることで、編入学試験や大学
院入学試験におけるアドミッション・ポ
リシー（AP）の要件をより明確にでき
るとともに、授業科目間の系統性や体系
性をより確かなものへと整備することが
できると考える。
　

専
攻
科
目

【DP】スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおける
実践的かつ創造的で市民性，国際性を備えたリーダーを育てる

多様なスポーツリーダーとしての自覚と

実践的なスポーツ指導力の養成
段階的かつ継続的なライフ・キャリアデザイン力と

社会人基礎力(汎用的能力）の養成

専
門
科
目

一
般
科
目

形
成
科
目

教
職
科
目

教育内容・方法等改善に向けた企画案の作成及び改善環境の整備

スポーツ指導力の学修の可視化・評価 汎用的能力の学修の可視化・評価

教
員

学
生

自
己
点
検

改
善

＋教学・学修行動（授業外学習時間，アクティブラーニング），授業満足度等の評価

科目群毎の平均ＧＰＡ算出・チャート化による基礎学力(学修成果）の把握・評価

【Ｃｈｅｃｋ】

【Plan】

教
務
委
員
会

推
進

形
成

入
試
委
員
会

【Do】

【Ac on】

スポーツで未来を拓く自分を創る

教
育
企
画
・

評
価
室

学修
成果

改善
ﾓﾃﾞﾙ

学修・教授
行動

振り返り
（省察）

目標設定
学修計画

スポーツ指導力と汎用的能力の可視化による教学マネジメントの強化
‐ 確かなスポーツ指導力と汎用的能力を備えたリ ーダーの育成をめざして‐

DPを保証した
確かな人材養成

スポーツで未来を拓く
新たな人材養成へ

（例：小学校体育専科教員等）

スポーツ指導力の
学修の可視化・評価

汎用的能力の
学修の可視化・評価

・授業外学習時間：自己申告及び事前・事後学習実施で見込まれる時間
・授業満足度：卒業時に実施　→　各学年へ
・学修行動：可視化に伴って課される振り返りレポート＋学修ポートフォリオ
・学修到達度の調査・評価：　上記の平均ＧＰＡ等と連携

各科目群毎の平均ＧＰＡの
算出・チャート化による基礎
学力の学修の把握・評価

学修成果の可視化・評価

[リテラシー]
・情報収集力
・情報分析力
・課題発見力
・構想力
・処理能力

[ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰ]
・対人基礎力
・対自己基礎力
・対課題基礎力

[実技指導力]
・示範力　
・評価力
・処方力
・コーチング力
・安全管理力

[事業運営能力]
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等開発力
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等運営力
・事業ｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ力
・組織・施設
　　　　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力

．・安全管理力

[専門科目ＧＰＡ]
[専攻科目ＧＰＡ]
[一般科目ＧＰＡ]
[ｷｬﾘｱ形成
　　　科目ＧＰＡ]
[教職科目ＧＰＡ]

②

①
③

④

教育内容・方法等改善に向けた企画案の作成及び教育改善
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（資料２）

 8

（資料 2） 
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②汎用的能力の学修成果の可視化と教育改善
　「段階的かつ継続的なライフ・キャリアデザイン力と社会人基礎力（汎用的能力）の養成」を確認するために、
標準化された「汎用的能力テスト（PROG テスト）」を柱に学修成果を可視化する。当該テストは平成 26 年
度入学生から実施しており、在学中の学修やキャリア形成の指導資料として効果的に活用されている。
　なお、汎用的能力等の学修成果の可視化は、大学入学時に求める AP の要件をより明確にできるとともに、
キャリア形成をより確かなものとし、退学率、就職率、離職率等における問題等の改善を導くことができる
と考える。

③スポーツ指導力の学修成果の可視化と教育改善
　「多様なスポーツリーダーとしての自覚と実践的なスポーツ指導力の養成」を確認するために、まずはスポー
ツ指導者養成団体（日本スポーツ振興センターや日本体育協会〔現 日本スポーツ協会〕等）と協働して、ス
ポーツ指導力に関する「プロフィール型テスト」の開発を行う〔下図は、国際的コーチング連盟が提案する
専門職の能力と知識との関係を示したものである。（JSC 報告書より）〕。スポーツ指導力の学修成果の可視化
は、既に本学で開発した自己・他者評価によ
る評価方法（平成16〜18年度の補助金事業「学
生のスポーツボランティア活動の支援事業」
で作成）で行っている。しかし、 新「プロフィー
ル型テスト」の開発により、本学のスポーツ
指導者養成の教育プログラムが社会的な要請
に応えているかを点検・評価・改善できるも
のと考える。
　また、「将来のスポーツとの関わり方」につ
いても振り返り、ライフ・キャリアデザイン
力を改善できる学修ポートフォリオを整備す
る。なお、その際には小クラス担任教員や小
クラス学生やゼミナール学生とのメンタリング共同作業が促進される仕組みを検討する。

④学修行動の可視化と教育改善
　本学独自で行う学修行動調査だけでなく、日本大学生調査（JCSS）や日本版新入生調査（JFP）も導入し、
他大学との比較を行いながら，前述の学修成
果の評価項目と合わせた教育改善を行う。
　なお、本学は体育系単科大学ということも
あり、90％以上の学生が正課外で積極的に運
動部活動を行っているため、この点も正課で
の学修を補うものとなっている可能性がある。
そのようなことから、正課外の運動部活動の
取組状況や学習成果、正課の学修成果との関
連性も把握し、教育課程や教授行動の改善に
繋げたいと考えている（右図参照）。
 

競技スポーツのコーチング

主な職務

生涯スポーツのコーチング

活動の指針となる
価値観、理念および

目標

子ども 青年 成人 有望選手
パフォーマンス

アスリート
ハイパフォーマンス

アスリート

ビジョンと
戦略の
策定

環境の
整備

人間関係
の構築

練習指導と
競技大会
への準備

「現場」に
対する

理解と対応

学習と
振り返り

専門知識
（競技に特化または関連した

科目とその教え方

対人知識
（他者を理解する）

自己理解知識
（自己認識と振り返り）

・社会的な状況や背景
・対人関係

・競技
・選手
・スポーツ科学
・コーチング理論と方法
・基礎的なスキル

・コーチング理念
・生涯学習

コーチングで求められる能力と専門的知識との関係（ICCE，2013）

実践的指導力修得
への波及性

汎用的能力の改善
への波及性

運動部活動は，どれくらいDPに貢献しているのか？
‐ 確かなスポーツ指導力と汎用的能力を備えたリ ーダーの育成をめざして‐

運動部活動における学習成果の可視化・評価

科目で学んだことを試したり，活用・応用して，
正課の学修成果の質をどれくらい高めているか？

それはどんな条件や環境で，
どのような活動時に生じてい

るのだろうか？
１!
年

２!
年

３
年

４!
年

３
年

基
礎
科
目"

#

指
導$

普
及
系）

基
礎
科
目%

#

人
文

社
会!

自
然
系）

ー

科
目

社
会

文
化

自
然
科
目

総
合
科
目

科
目

専
門
系
科
目

教
職
系
科
目

１!
年

専
攻
科
目

専
修
科
目

指
導
実
践
科
目!

★
学
外
者

対
象

!
ー

指
導
実
習

専
門
科
目

応
用
科
目

実
験
演
習
科
目

関
連
実
技
科
目

ー
#

卒
業
研
究）

一
般
科
目 !

形
成
科
目

教
職
科
目

２!
年

４!
年

運動部活動の
・パフォーマンスの変化度
・参加目的に対する達成度
・参加目的に対する満足度
・活動に対する充実度
・参画時間　など
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４．事業計画実施体制
（１）学内の実施体制
　本事業は、平成 26 年８月に設置した「教育企画・評価室」を事業の司令塔として実施する。全学体制であ
ることを考慮し、副学長と連携できるように再配置するとともに、専門スタッフも配置し、機能強化する。
本事業で取り扱う学修成果や学修行動等の調査・評価項目は多岐にわたり、多量であるため、専従の専任スタッ
フの配置は、必要不可欠となる。
　また、副学長の傘下にある教務委員会、入試委員会、FD 推進専
門委員会、キャリア形成支援室とも有機的に連携できるようにす
る。そのために、教育企画・評価室の構成員に前述の関連委員会
等から委員を加える。なお、事務体制については教務課が事務取
りまとめを行いながらも、全学的なプロジェクチーム体制をとる

（右図参照）。
　教育企画・評価室が FD・スタッフ・ディベロップメント（SD）を先導的に推進するために、特任助教、プロジェ
クト研究員及び非常勤の事務職員を各１名雇用する。特任助教は、教員に対する教育改善の支援と学生の学
修ポートフォリオ作成の指導等にあたる。プロジェクト研究員は、教育関連データの分析・資料作成を行っ
ていく。非常勤の事務職員は、プロジェクト研究の分析作業を補佐するものとする。

（２）評価体制
　外部評価委員会を、学長のもとに別途設置し、教育企画・評価室が企画・運営する。評価指標は、文科省
より指定された必須指標に、大学独自に設定した下図に示す内容も加えたものとする。
　外部評価委員会は、日本体育協会〔現 日本スポーツ協会〕、日本スポーツ振興センター（JSC）、スポーツ
指導実習の受入先（派遣先スポーツクラブ、地域総合型スポーツクラブ、地域の小・中・高等学校、鹿屋市
教育委員会、鹿屋市体育協会）及び卒業生や卒業生の就職先、体育系大学の有識者、近隣大学の有識者等を
中心とした委員で構成する。
　評価は、年次毎の成果報告書の提示及び説明を行った後、質疑応答を行いながら、事業実施の適切さ等の
点検・評価・提案を受ける。なお、適宜、
学生や卒業生等へのヒアリング調査等
も実施する。
　平成 28 年度は、外部評価委員会を
設置し、当該事業の目的や到達目標を
確認するとともに、設定した評価指標
の妥当性について検討する。
　平成 29 年度は、前年度の当該事業
の進捗状況や達成状況について８－９
月期に点検・評価・提案を受けるよう
にする。平成30年度には中間期の点検・
評価を行い、31 年度以降の取組を再検
討する。
　なお、補助期間終了後も、毎年の実
施及び３年ごとのまとめ評価を行って
いく予定である。　

学長

副学長
（教学担当）

教
育
企
画
・
評
価
室

入試委員会

教務委員会

FD推進専門委員会

キャリア形成支援室

←　整備

将来のスポーツとの関わり方に関する調査

段階的かつ継続的なライフ・
キャリアデザイン力と汎用的
能力の養成

多様なスポーツリーダー
としての自覚と実践的な
スポーツ指導力の養成

汎用的能力テスト，職業選択調査，職業未決定調査

スポーツ教育と就業教育によるキャリア形成の評価構造（案）

ー

教
育

就
業
教
育

○卒業後の
　多様なスポーツ　
　リーダーとしての
　自覚と確かな
　実践的スポーツ

　指導力の修得

○卒業時及び
　卒業後の優れた　
　汎用的（社会人
　基礎力）の発揮

○幅広い
　業種選択へ

○希望職業への
　就職内定率の

　上昇

【到達目標・成果】

実
質
的
には

大学志望
理由調査
（入試係）

大学の　
教育目標

就職率・就職先
（キャリア支援係）

卒業後

スポーツと
の関わり
方等に関

する調査

(未実施）
汎用的能
力テスト

(未実施）
スポーツ
指導力

評価

大学選択時 大学在学中 大学卒業時

職業選択の猶予!"
・・体育教師でも・・・

職業の"
探索

職業の"
選択

就職!"
活動

職業の決定

スポーツする私!

スポーツを教える私

スポーツを支える私

スポーツを見る私

スポーツする私

「就業教育」で!"
如何に広げるか

「就業教育」と「スポーツ教育」
で!"

如何に供存させるか！

「スポーツ教育」
で!"

如何に広げるか

実践的なスポーツ指導力評価による点検・確認

汎用的能力評価＋職業選択調査等による点検・確認

大学教育満足度調査

指導者資格取得状況
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５．年度別の計画
（１）平成 28年度
　当該年度は、教学マネジメントの IR 機能を有している既設の「教育企画・評価室」の機能強化を図る。こ
れにより、学内の教育関連の情報の集約が体系的・組織的に可能となる。さらに、これらの情報の収集・分析・
評価のために、特任助教、プロジェクト研究員及び非常勤の事務職員を雇用する。特任助教は、教員に対す
る教育改善の支援と学生の学修ポートフォリオ作成の指導等にあたる。プロジェクト研究員は、教育関連デー
タの分析・資料作成を行っていく。非常勤の事務職員は、プロジェクト研究の分析作業を補佐するものとする。
　なお、取組に関する学内周知のための説明会は９－ 10 月に実施するとともに、３ヶ月に一度のペースで進
捗状況を「鹿屋体育大学教育改革ニュース（現 NIFS-AP News）」や学長懇談会等を通じて報告し、教育改
革に関する学内理解を深める。
　また、外部評価委員会を設置するために，関係機関等との連携を図り、12 月中に第１回目の会議を開催し、
教育改革を点検・評価する指標や取組に関する示唆等を得て、本事業の取組へ反映させる。なお、外部評価
委員に高い関心を保持してもらうために、学内同様に３ヶ月に一度のペースで「鹿屋体育大学教育改革ニュー
ス（現 NIFS-AP News）」や会議録等により進捗状況のメール報告を行い、当該取組に対する理解を深めて
もらう。
　学修行動及びその成果の可視化の検討では、まず履修状況、単位取得率、学修の到達度評価、GPA 等の、
既存の教務システム等から得られる情報を、可視化に向けてデータ加工するための仮の情報データベース（エ
クセル等の既存のソフトウエアにも対応するもの）の構築を図る。そして、まだ未実施の教育改革の指標調
査である、授業科目の満足度調査や学修行動調査の調査項目や実施方法についての検討も行う。調査時期の
問題もあるため、調査は試験的に行うこととし、全学的に過剰な負担とならないようにする。
　さらに、本事業で新たに開発する「スポーツ指導力に関する可視化・評価」のための「プロフィール型テ
スト」作成の準備を行う。スポーツ指導者養成団体（日本スポーツ振興センターや日本体育協会等）のスタッ
フの協力を仰ぎながら、テストのフレームワークの構築と試行錯誤が当該年度の課題である。
　一方、汎用的能力の評価に関しては、本事業以外の経費で、１年次生と３・４年次生を対象に調査実施と
フィードバックを行い、学生へのフィードバックの仕方や学修ポートフォリオシステムについ基礎的な情報
を得ることとしている（平成 28 年度１年生へは既に実施済）。この中で、本学学生に適した学修ポートフォ
リオシステムのあり方を検討する。
　併せて、大学教育改革を学外へ情報発信するための簡易版のホームページを開設し、取組の告知を行う。

（２）平成 29年度
　当該年度は、学修行動の可視化、つまり学修行動の調査を本格的に実施する。当該年度のポイントは、全
学や学年毎等の各自の評価視点により調査結果が学生－教員にもフィードバックされ、学修の振り返りによ
り、新たな気づきや修学に対する目標設定、計画の立案が行える学修ポートフォリオシステム（振り返りレポー
ト等の書き込み等）を構築することにある（p31 参照）。当該年度では、完成した学修ポートフォリオシステ
ムとしての構築よりも、まだ試行錯誤が可能な形での運用形態を目指す。
　「スポーツ指導力に関する可視化・評価」のためのプロフィール型テストは、「スポーツ指導実習」で用い
ることができるように、３・４年次生及び卒業生に対する試験的運用を行いながら内容等の整備を行い、第
１版を完成させる。
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　汎用的能力の可視化・評価は、本事業以外の経費で、全学生を対象に調
査実施とフィードバックを行う。当該年度では、汎用的能力と開発する「ス
ポーツ指導力」との関連性も分析・検討し、各能力との関係性や科目群（科
目区分）の到達水準との関係も明らかにする。
　取組の進捗状況を適切に評価するために、外部評価委員会を８－９月期
に開催し、取組に関する示唆等を得て、本事業の取組へ反映させる。

（３）平成 30年度
　当該年度は、「学修行動やその成果の可視化の完成年度」と位置づけ、全学での定常的な学修ポートフォリ
オシステムを完成させる。そして、平成 26 年度に行った教育課程改訂の一応の成果を評価する年度と位置づ
ける。なお、補助金終了後を見越して、当該年度以降はプロジェクト研究員の雇用を行わない。
　当該年度では、大きなシステム構築ではなく、より特殊な事例（国際スポーツ競技大会出場者、学業不振者等）
への個別対応ができるよう、教学マネジメントと全体システムの軽微な修正を行う。
　取組の進捗状況を適切に評価するために、外部評価委員会を８－９月期に開催し、本事業での次年度以降
の取組へ反映させる。
　なお、大学教育改革を学外に情報発信するため、ホームページに取組成果を掲載する。

（４）平成 31年度（令和元年度）
　最終年度である当該年度は、前年度までに構築した学修ポートフォリオシステムの軽微な改善と運用を行
う。同時に、前年度までの教育成果や教育・学修行動の可視化情報を手がかりに、2020 年の東京オリンピッ
ク後を見据え次世代に向けた新たなスポーツ指導者像の設定や、人材養成に向けた教育課程の編成について
の検討を開始する。そして、新たな人材像養成に向けた方向性を提示する。
　また、外部評価委員会を８－９月期と２－３月期に開催し、これらの取組が多種多方面からの示唆を得た
提言となるようにする。
　なお、大学教育改革を学外に情報発信するため、ホームページに４年間の取組成果と未来への提言を掲載
する。また、今回の取組全般を報告書としてまとめ、大学改革の成果を広報する。

６．補助期間終了後の継続性
　教育企画・評価室の専任スタッフである特任助教に関しては、DP を担保する学修成果の可視化や学修行動
の把握を行うとともに、学内教員や学生への教育改善を継続的かつ円滑に行うために補助期間終了後も継続
雇用する。非常勤の事務職員については、特任助教を補助するため、補助期間終了後１年間のみ継続雇用する。
さらに、機能性を高めるために、教育企画・評価室を全学の IR 組織へと改組してより強化するための検討を
平成 32 年度に行う。
　学修ポートフォリオシステム及びスポーツ指導力の可視化・評価システムは、小規模大学である本学の特
徴に合わせて、構築時に既存の教務システムの改修とデータベースソフトや WebClass も活用しながら作成
することから、これらの補修費用等は、学内経費で賄うことが可能である。
　汎用的能力の可視化・評価については、既製のテストを用いて実施するが、費用は年間 200 万円程度であり、
かつ本事業開始時より当該補助金以外の経費で対応するので継続実施が可能である。
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７．事業成果の普及
　本事業で開発する「スポーツ指導者の指導力等の客観的評価テスト」（理想的な指導者を基本としたプロ
フィール型テスト）は、2013 年に発表された新しい時代にふさわしいコーチング及びコーチを確立するため
の提言（「スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）報告書」平成 25 年７月）
でも求められているものであり、平成 26 － 27 年度の「コーチング・イノベーション事業」（日本スポーツ振
興センター）でも検討されてきたテストである。先の事業では、スポーツ指導者の資質や能力の評価指針等
が示されたが、本学が目指すようなスポーツ指導力等を具体的に評価するテストの開発までには至っていな
い。
　本事業の成果物である新たなテストは、広く日本のスポーツ指導者養成団体（日本スポーツ振興センター
や日本体育協会〔現 日本スポーツ協会〕等）でも用いることができるばかりでなく、各大学における教養科
目としての体育や小中高の体育を教える教員養成、様々なスポーツ指導者の養成や再研修の場で用いること
によりスポーツ指導力の現状や変化を知ることができるため、新しい時代にふさわしいスポーツ振興や指導
者養成に寄与することが期待できる。

８．本取組を中核にした総合的な大学教育改革の取組
　申請する事業計画は、本学のディプロマ・ポリシー（DP）に基づき、入口から出口まで一貫した「実践的
かつ創造的なスポーツリーダー」の養成を目指した学士課程教育の構築を軸に、卒業時に身につけられるべ
き学修成果の可視化及びその教育の質保証の担保を計画するものである。　
　本学が掲げるアドミッション・ポリシー（AP）は、平成 30 年度までにディプロマ・ポリシーやカリキュラム・
ポリシーとの整合性や連動性の観点から見直す。そのために、在学生・卒業生の学修や教育効果の分析や教
育課程及び教授行動の改善を図ることにより、本公募テーマが求める大学卒業時の確かな人材養成を達成で
きると考える。既に、入試改革・高大接続の改革に関しては、下図のように展開する予定である。このこと
については、スポーツ指導力や汎用的能力の学修成果に着目し、本事業で開発する新「スポーツ指導力テスト」
や「基礎的・汎用的能力テスト（PROG テスト）、スポーツ関連資格の取得率、多様な職業選択状況、授業満
足度及び学修行動（授業学外学修時間等）を指標として設定し、成果を測定していく。
　現状では初年次教育は、キャリア教育や就職支援とも連動させながら、１年次よりキャリアデザイン科目
の中で系統的に展開している。しかし、卒業時を見据えた専門教育への導入ガイダンスにはまだ改善の余地
がある。特に、大学１年次前期における授業科目の選択に関するオリエンテーションについては、学生の理
解度が不十分で、授業改善（１年次４月期に開設科目群（科目区分）で共通のオリエンテーション授業を展
開すること等）が急務となっている。そこでは、これまでも実施してきたアクティブ・ラーニングをより推
進する観点から、小クラス授業の実施、大人数授業におけるティームティーチングやそのためのＦＤ研修、
上級生の授業参画を促す取組を進める。なお、本学の第３期の中期目標・中期計画では、指定する授業科目
について平成 31 年度までに 100％のアクティブ・ラーニングの実施を目指している。
　またテーマⅣについては、まずはオリンピックをはじめ長期の国内外での国際スポーツ競技大会出場者を
想定し、その学修支援のあり方や体制を平成 30 年度までに検討し、2020 年（平成 32 年）の東京オリンピック・
パラリンピック大会に向け準備を進める。一方、既に「スポーツ・フォー・トゥモロー」事業の一つである
国際的な人的・学術交流として進めている「国際スポーツアカデミー事業」や筑波大学との連携活動であり
国内一時留学である「Tsukuba Summer Institute（２週間）」に、授業期間中でも学生が参画できる仕組み
や支援体制も整備する。そして、英語力検定や国際人として教養や態度を適宜評価する仕組みも検討する。
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　以上の教育改革の取組について、申請する本事業では、学生の学修成果の可視化を柱に、総合的に点検・評価、
そして改善できるように学長のリーダーシップの元、計画的・継続的に進め、社会に寄与できる実践的かつ
創造的なスポーツリーダーを輩出する。
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Ⅲ．DO ：取組

（出典：大学教育再生加速プログラム（AP）平成 28 － 31 年度実施状況報告書より）

１．平成 28年度から令和元年（平成 31年度）までの進捗状況の概要
（１）大学改革の加速
　本事業では「卒業時における質保証の取組の強化」を全学的に行うものである。特に、DP を担保する「多
様なスポーツリーダーとしての自覚と実践的なスポーツ指導力の養成」と「段階的かつ継続的なライフ・キャ
リアデザイン力と社会人基礎力（汎用的力）の養成」の状況を、学修行動や学修成果の可視化から確認し、
継続的に教育改善が行える教学システムを確立することを目指している。
　本事業の取組の中心は、教育企画・
評価室が担い、関係委員会等と連携
しながら教学担当副学長の傘下で進
めてきた（p17 参照）。これまでの取
組や教育改善の素早い意識決定をす
るために、令和元年度からは学長の
傘下とすることを検討し、教学の内
部質保証に関わる組織として位置づ
けられることとなった（右図参照）。
　また、教育の質保証を確かなもの
とするために、下記の取り組みを
行ってきた。

【１】 科目群毎や DP で目指す 12 の資質・能力に関する授業科目の GPA を可視化すること
【２】 標準化された「汎用的能力テスト（PROG テスト）」を柱とした学修成果を可視すること
【３】 基礎的なスポーツ指導力の学修成果を可視すること
【４】 学修行動、学生生活や運動部活動の教育的効果を可視すること

これにより、令和 3 年度からの新教育課程の構築に向けた改訂作業を学生の実情を踏まえたエビデンスベー
スで行えるようになった。例えば、4 年次の 11 月から 2 月の卒業研究を仕上げる学びを通じて、学生の課題
解決力等の急激な成長を確認し、その卒業研究の学修効果や課題について把握できた（p32 参照）。
また、可視化した学修成果を学生自身で振り返る学修ポートフォリオの構築（NIFSpass）（p31 参照）や DP
を意識した授業振り返りアンケートへの改編作業（p24 参照）は、学生及び教員へ授業科目と DP で目指す
学修成果との関係を強く意識づけさせることに繋がった。
　加えて、卒業時及び卒業後（卒業後 3 年と 10 年）の学生に対しても、学修成果に対する満足度等の調査を
継続できる体制を整備するとともに、その情報を教育改善にも反映させるようにした（p38 参照）。
　まだまだ達成すべき課題や改善課題は残るが、以上のように AP 事業を通じて「卒業時における質保証の
取組の強化」を継続的に実施しえる環境や体制を整備でき、大学改革は加速している。
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（２）事業の実施体制
　本事業は、教育企画・評価室が中心となり、教
務委員会等の既存委員会との連携で教育改革を進
めるようにしている。構成員は、関連委員会の委
員長を柱に構成している（別添資料参照：構成員
一覧）。また、学長懇談会等を通じて多くの教員
に本事業の取組やその成果についても報告し、理
解を得ている（学長懇談会の実施）。同時に学修
成果の可視化作業においても協力を得ている。
　なお、令和元年度より「運営企画会議」が全学
的な内部質保証の責任組織となることにより、本
事業の推進役を担う「教育企画・評価室」が学長
の傘下で、継続的に教育改善が行える体制を検討・
整備した（前頁の図）。
　一方、本事業の評価を行うために、専門知識を有した大学教員やスポーツ指導者養成団体関係者、及び「ス
ポーツ指導実習」の受入先のステークホルダー（民間団体・産業界等）を外部評価委員として委嘱（別添資
料参照：外部評価委員一覧）し、事業計画に基づく進捗状況の確認・評価、教育の質保証に向けた取組に対
する示唆を得ている。また、外部評価委員会は、平成 29 年度に１回、平成 30 年度に２回、平成３年度（令
和元年度）に１回実施した（別添資料参照：外部評価委員会会議録）。

（３）事業の実施計画・継続性
　今後も「教育の質保証」の観点から、学長の傘下で教育企画 ･ 評価室が中心となり、学生の学修行動や学
修成果の可視化を図り、継続的な教育改善に関する情報提供や提言を行う。そのためにも、令和元年度内に、

「教学アセスメント・ポリシー」を策定した（下表）。

　継続して可視化する事項は、【１】DP で目指す資
質・能力、【２】教育に対する満足度等、【３】授業
時間外での学修時間を含む学修行動（授業の取組を
含む）、【４】卒業生（卒後３年、10 年の者を対象と
する）における大学教育の短・長期的な教育効果や
満足度とする。

学長

副学長
（教学担当）

教
育
企

・
評
価
室

入試委員会

教務委員会

FD推進専門委員会

キャリア形成支援室

戦

IR
室

競技力向上委員会

AP事業の実施体制：教学IRの強化

教務委員会委員より推薦された者1名
入試委員会委員より推薦された者1名
FD推進専門委員会委員より推薦された者1名

キャリア形成支援室員より推薦された者1名

学長が指名した教員　若干名

事務局長が指名した職員　若干名

教務課長

任助教　1名

任専門員　1名

非常勤事務職員　1名

AP事業より新規雇

・スポーツ指導力評価テスト開発
・学修成果・行動等の可視化
・学修ポートフォリオ作成指導等

 

 

 

鹿屋体育大学 教学アセスメント・ポリシー 

令和元年７月２９日 

学 長 裁 定 

 

鹿屋体育大学体育学部では、「ディプロマ・ポリシー」に即した学生の学修到達度の向上のために、３つ

のポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー及びアドミッション・ポリシー）に基づき、入学前・直

後、在学中及び卒業時・卒業後において、機関レベル、教育課程レベル及び科目レベルの 3 段階で、学

生の学修到達度を評価・検証する。 

評価・検証する指標及び調査等の詳細は、全学的内部質保証の責任組織である運営企画会議におい

て別途定める。 

教学アセスメントの結果は、本学の特色や現状把握、全学的な教育改革・改善、学修支援の改善、外部

評価対応及びベンチマークの検討等のためにも利用する。 

 

 

 

教学アセスメントにおいて評価及び検証する指標や調査等 

  令和元年７月２５日 

運営企画会議決定 

アセスメント

レベル

入学前・入学直後    

アドミッション・ポリシーを

満たす人材かどうかの評

価・検証

在学中（単位認定・進級判定）  

カリキュラム・ポリシーに即って学修

が進められているかどうかの評価・

検証 

卒業時（卒業後）    

ディプロマ・ポリシーを満た

す人材になったかどうかの

評価・検証 

機関レベル 

大学で行われる

教育や育成され

る資質・能力の評

価・検証 

・新入生アンケート

・入学試験

・学生在籍状況（進級率・退学

率・休学率等）

・学生生活実態調査

・課外活動状況

・学位授与状況

・卒業時進路状況

・卒業時満足度調査

・卒後調査（3・10 年）

教育課程レベル 

課程や専攻で行

われる教育や育

成される資質・能

力 の 評 価 ・ 検 証

（ 科 目 ご と の 評

価・検証を包括的

に 分 析 ・ 評 価 す

る） 

・汎用的能力テスト

（PROG）［1 年次］

・スポーツ指導者基礎力

テスト（SCCOT）［1 年次］

・英語プレイスメントテスト

（CASEC）

・単位修得状況

・汎用的能力テスト（PROG）［3

年次］

・スポーツ指導者基礎力テスト

（SCCOT）［2，3 年次］

・英語アチーブメントテスト

（CASEC）

・授業振り返りアンケート

・学修ポートフォリオ（NIFSpass）

・単位修得状況

・汎用的能力テスト

（PROG）［4 年次］

・スポーツ指導者基礎力

テスト（SCCOT）［4 年次］

・資格・免許取得状況

科目レベル 

個 々 の 授 業 で

行われる教育や

育 成 さ れ る 資

質 ・ 能 力 の 評

価・検証 

・成績評価

・学外実習評価（学外者が付け

る評価等）

・授業振り返りアンケート
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　また、学生自身で学修成果を振り返り、改善策を考えるために構築した「学修ポートフォリオ（NIFSpass）」
（p31 参照）や授業毎に行われる「授業振り返りアンケート」も継続して運用する（p24 参照）。
　新たに「授業振り返りアンケート」における学生の理解度、達成度、関心度、習得満足度、全体満足度を
手がかりに、令和元年度より優れた教員の授業を表彰する取組も実施する（下図参照）。

　また、これまでの教育成果や教育・学修行動の可視化情報を手がかりに、令和３年度からの新教育課程の
改善・編成についての提言を行った（p38 参照）。加えて、卒業時に学生の学修成果を総括する「卒業時学修
到達レポート（仮称）」を作成・配布するために、令和２年度を通じて検討する。
　なお、本取組で必要な経費（学外テストの実施や専門職員の雇用等）の一部は、学内予算を活用し、補助
事業打ち切り後の経費確保の準備を進めている。

（４）事業成果の普及
　本事業における本学の教育の質保証の取組は、定期的にホームページ等を通じて公表している。他の大学
等で参考になる事業成果としては以下の二つがあげられる。
　一つは、開設授業科目と DP で目指す資質・能力の対応関係を明らかにしたことで、DP で目指す資質・能
力の修得度を授業科目の成績評価を手がかりに可視化したことである。これにより、教育と学修とを密接に
往還させ、学修・教育の改善を円滑に図ることが出来た（p21 参照）。
　もう一つは、スポーツ指導力の可視化の一環として「スポーツ指導力に関わるプロフィール型テスト（通称：
SCCOT）」を開発したことである（p25 参照）。SCCOT は、現在日本のスポーツ界が目指している「プレーヤー
中心の考えに基づいたコーチングを行うための行動・判断スキル」を測るものである。このスキルが高く判
定されるほど、昨今スポーツ界で問題視されている体罰等について、「体罰は指導に有効ではない」「スポー
ツ指導に体罰は必要ない」という態度を強く持っていることがわかるようにしている。本学では、この行動・
判断スキルをスポーツ指導力（者）の基礎力として捉え、学生の学びの成果や教育効果としてテスト結果を
提示している。現在は、他の体育系大学やスポーツ競技団体等と協力して、本テストの試験的実施やスポー
ツ指導者のための適性判断などにも活用できるように、環境整備を進めている。SCCOT の普及により、スポー
ツ指導者の資質・能力の可視化、さらには、倫理観のある（暴力・体罰等を行わない）スポーツ指導者の研
修や養成が可能となると考えている。
　なお、最終年度には、これまでの取組と成果、今後の改善点を報告書にまとめ、情報発信する。
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また、学生自身で学修成果を振り返り、改善策を考えるために構築した「学修ポートフォリオ（NIFSpass)」（ｐ28

参照）や授業毎に行われる「授業振り返りアンケート」も継続して運用する（ｐ22 参照）。 

新たに「授業振り返りアンケート」における学生の理解度、達成度、関心度、習得満足度、全体満足度を手がか

りに、令和元年度より優れた教員の授業を表彰する取組も実施する（下図参照）。 

 

また、これまでの教育成果や教育・学修行動の可視化情報を手がかりに、令和 3 年度からの新教育課程の改

善・編成についての提言を行った（p35 参照）。加えて、卒業時に学生の学修成果を総括する「卒業時学修到達

レポート（仮称）」を作成・配布するために、令和 2 年度を通じて検討する。 

 なお、本取組で必要な経費（学外テストの実施や専門職員の雇用等）の一部は、学内予算を活用し、補助事業

打ち切り後の経費確保の準備を進めている。 

 

（４）事業成果の普及 

本事業における本学の教育の質保証の取組は、定期的にホームページ等を通じて公表している。他の大学等

で参考になる事業成果としては以下の二つがあげられる。 

一つは、開設授業科目と DP で目指す資質・能力の対応関係を明らかにしたことで、DP で目指す資質・能力

の修得度を授業科目の成績評価を手がかりに可視化したことである。これにより、教育と学修とを密接に往還させ、

学修・教育の改善を円滑に図ることが出来た（ｐ19 参照）。 

もう一つは、スポーツ指導力の可視化の一環として「スポーツ指導力に関わるプロフィール型テスト（通称：

SCCOT）」を開発したことである（ｐ24 参照）。SCCOT は、現在日本のスポーツ界が目指している「プレーヤー中

心の考えに基づいたコーチングを行うための行動・判断スキル」を測るものである。このスキルが高く判定されるほ

ど、昨今スポーツ界で問題視されている体罰等について、「体罰は指導に有効ではない」「スポーツ指導に体罰

は必要ない」という態度を強く持っていることがわかるようにしている。本学では、この行動・判断スキルをスポーツ

指導力（者）の基礎力として捉え、学生の学びの成果や教育効果としてテスト結果を提示している。現在は、他の

体育系大学やスポーツ競技団体等と協力して、本テストの試験的実施やスポーツ指導者のための適性判断など
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（５）選定されたテーマの取組を中核にした総合的な大学教育改革の取組
　本事業では「卒業時における質保証の取組の強化」を図るために、入学時から卒業時までの学生の学修成
果（満足度・修得度を含む）や学修行動の可視化とそれを手がかりにした学修・教育改善を中心に取り組ん
できた。その結果、教学の内部質保証を確認・改善できる体制や環境を整備することができた。令和元年度
には、AP、CP、DP を手がかりに全学レベル、教育課程レベル、科目レベルを考慮した教学アセスメント・
ポリシーを整備した（p17 参照）。
　今後は、教学システムの大規模な更新作業を通じて、手作業による教学データの集約を少なくし、より学
生個人データの管理を効率的かつ分析・評価できる体制・環境整備を行う予定である。

２．本事業における達成目標と事業内容の状況
①３つのポリシーに基づく教育活動の実施

　・注１： 「大学教育に満足している」学生の割合は、１回の一斉調査での把握を見直し、教育改善の状況は把握するため

に授業科目ごとの満足度「総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか」という問いに変更して調査
することとした。平成 30 年度授業科目の「授業振り返りアンケート」よりデータを収集した。講義・演習科目
で前期 95％・後期 96％、実技科目では前期 99％・後期 99％が「そう思う」「大いにそう思う」と回答していた。

　・注２： 学修ポートフォリオの利用率は、平成 29 年度後期の学修成果に対して、平成 30 年４－６月期に在学生２〜４年
生が回答したものと、平成 30 年度前期の学修成果に対する平成 30 年後期の回答を集計したものである。

②卒業段階でどれだけの力を身につけたのかを客観的に評価する仕組みの構築

　・注３： 汎用的能力に関する学修到達度調査は、１・３・４年次の３学年を対象に実施した。しかし、４年次の回答者が

少なく、100％とならなかった。
　・注４： スポーツ指導力に関する学修到達度調査は、１〜４年次までの全学生を対象に、本事業で開発したテストにより

実施した。これも４年次の回答者が少なく目標を下回った。
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③学生の学習成果をより目に見える形で社会に提示するための手法の開発

④学外の多様な人材との協働による助言・評価の仕組みの構築

　・注５： 卒業生追跡調査は卒業後３年と 10 年の卒業生（400 人）を対象に実施しており、調査対象者に対して郵送で案内

を送付し、Web 上で回答する方法での調査を実施した。  
　 ま た、 卒 業 生 追 跡 調 査 の 実 施 率 に つ い て、 申 請 時 に は 調 査 の 実 施 率 を 指 標 と し て 設 定 し て い た
が、検討した結果、調査の回答率を指標とした方が望ましいとの結論となった。これを受けて本報
告書においては、卒業後３年目及び 10 年目の卒業生を調査対象とし、その調査回答者数を同調査対
象者数（卒業後３年目及び 10 年目の卒業生数）で除した回答率を指標として設定したものである。 
　一方で、申請時に指標として記載していた同調査の実施率については、指標の継続性を考慮し、任意指標とし
て引き続き以下のとおり設定する。

　（a）  調査対象者数（卒業後３年目、５年目、７年目、10 年目の卒業生数）を各年度時点における全卒業者数で除して算出
した実施率

　（b）  調査対象者数（卒業後３年目、10 年目の卒業生数）を各年度時点における全卒業者数で除して算出した実施率
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３．各年度の取組内容・成果
（１）平成 28年度の取組内容・成果
　本年度の成果は、教育企画・評価室の構成員増やＩＲ機能の強化を図ったことで、ディプロマ・ポリシー
やカリキュラムマップを教職員及び学生により理解できるように再整備することができた。特に、学生が理
解しやすいように、本学のディプロマ・ポリシーの６項目を、学生が身に付けるべき 12 個の資質・能力（学
修成果の項目）と関連づけて下図のように再整理した（下図表参照）。
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【各年度の取組内容・成果】 

（１）平成 28 年度の取組内容・成果 

 本年度の成果は、教育企画・評価室の構成員増やＩＲ機能の強化を図ったことで、ディプロマ・ポリシーやカリキ

ュラムマップを教職員及び学生により理解できるように再整備することができた。特に、学生が理解しやすいように、

本学のディプロマ・ポリシーの６項目を、学生が身に付けるべき 12 個の資質・能力(学修成果の項目)と関連づけ

て下図のように再整理した（下図表参照）。 

DDPPでで目目指指すす資資質質・・能能力力 解解説説

専門的な知識・教養 スポーツ等の指導者やリーダーに求められる基礎的・応用的な知識ならびに幅広い教養のこと。

科学的支援力
アスリートへの科学的サポート、生涯スポーツにおける健康科学的サポートを行うことができる仮説・企画力、実

験・調査力、分析・考察力、説明力を総合した資質・能力のこと。

科学的表現力
スポーツ等の専門的な知識・教養を総合的に活用し、論理的にレポート・論文等を作成できるとともに、他者に伝

わるように表現できる資質・能力のこと。

実技力
スポーツ、武道、健康づくりの運動等を自ら学び、その習得・改善過程を理解しながら目指すパフォーマンスを達

成することができる（模範できる、身体表現できる）資質・能力のこと。

実技指導力 スポーツ等の指導を行うことが出来る示範力、評価力、処方力、コーチング力等を総合した資質・能力のこと。

事業運営力

市民の健康・体力づくり等をコーディネイトし、スポーツクラブ等の事業運営やプログラム開発を行うことができる

プログラム等開発力、プログラム等運営力、事業コーディネイト力、組織・施設マネジメント力を総合した資質・能

力のこと。

指導者基礎力
指導をする相手(プレーヤー)の意思を尊重しながらも、プレーヤーの人間性・関係性・有能さ・自信を育てる指導

をするための基礎的な資質・能力のこと。

課題解決力
本質的な問題を発見し、解決策を考え、計画し、それを実行、成果がでるまでPDCA サイクルを円滑に回し、課題

解決に向けた取り組みを実施できる資質・能力のこと。

コミュニケーション力
「一方的に意思を伝達する」だけでなく、異なる意見や感性を持つ人々と交わり、耳を傾け、柔軟に自らの意見を

変容させる「対話をする」資質・能力のこと。また、英語でのコミュニケーション力も含む。

リーダーシップ
集団に何らかの目標を設定し、集団を統率しつつ、人々の意欲を高め、成長させながら、その課題を遂行・

先導する資質・能力のこと。

一般教養・倫理
社会で必要とされ、身につけていることが望ましい基本的な知識や物事の良し悪しを判断し、人として守るべき秩

序を守れる資質・能力のこと。

キャリアデザイン力

「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべき様々な立場や役割との関係を踏まえて「働くこと」を位置づけ、多

様な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択・活用しながら、自ら主体的に判断してキャリアを形成してい

く資質・能力のこと。

DPで目指す12の資質・能力
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　また、教職員及び学生に対し NIFS-AP News 等で周知したことにより、本学が目指す教育改革の方向性に
関する情報を共有できるようになった（別添資料参照）。　
　本事業により、日本体育協会〔現 日本スポーツ協会〕や日本スポーツ振興センター、日本体育大学ととも
に検討（別添資料参照）した結果、次年度に新たな「スポーツ指導者の指導力等の客観的評価テスト」を開
発する目処を得た。これにより、学生が大学で身につけるべき実践的スポーツ指導力の構造をより具体的に
明示することができるようになった。

（２）平成 29年度の取組内容・成果
①３つのポリシーに基づく教育活動の実施　
　本年度の大きな成果は、DP で目指す 12 の資質・能力と授業科目との紐付け作業を行った点である（下図
参照）。これにより、各授業科目の学びと DP で目指す 12 の資質・能力との関連付けを、授業者である教員
がより意識するようになった。

　また、平成 30 年度からの授業科目シラバスで、DP で目指す 12 の資質・能力うち、主にどの資質・能力が
身に付くかを表示し、学びの方向性を提示できるようになった（資料３）。
　さらに、成績評価の通知書で、DP で目指す 12 の資質・能力の各 GPA を算出し、学修成果の可視化を図
れた点といえる（下左図：成績評価の通知表、下右図：各資質・能力等のポイントの算出方法）。

  

-

-

 
  

 

-

- 

-
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（資料３）
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（資料 3） 

  

授業科目名 運動学概論 授業形態 講義 授業科目区分 専門科目
(基礎科目B)

担当教員名 　 金高　 宏文 補助担当者名

単位数 1　 単位 履修年次 ２ 年次 受け入れ人数 160名程度

授業の概要 　 運動を教える 者と 学ぶ者と が共有する 場の現象は， 自然科学の客観的な方法だけでは捉えら れない． 運動の世界は， 人間の視覚や聴覚， 体性感覚など

が融合さ れた共同主観性世界（ 動感） と 物理・ 生理・ 生化学的な客観的事実と し て形成さ れている ． 運動学と は， 感覚（ 主観） 的な運動意識現象を現象

学的に動感と 動感形態の省察から 捉えよ う と し たも のであり ， 効果的な運動指導のために欠く こ と のでき ない実践的な運動理論を提供し ている ． 本講義

では， 運動学の主な内容を概括する と と も に， 受講生自身が発生・ 習熟し た運動技能を振返り ， かつ今後の運動の発生・ 習熟を展望し ながら ， 運動を理
解し ， 指導する ための実践能力の基礎を育成する ．

授業の到達目標
及び成績評価の

方　 　 　 　 　 法

授業の到達目標 成績評価の方法

Ｄ Ｐ で

目指す

資質・

能力　

実技指導力、 指導者基礎力、 専門的な知識・

教養

（ 課題解決能力）

授業期間 定期

試験

その他 割合

％
授業 テス ト レ ポート 発表

■認知

的領域

・ 運動の発生・ 習熟に関する 理論の概略につ

いて説明でき る ．

・ 自分自身の動感の構造分析， 発生分析でき
る ．

○ ○ 68

■情意

的領域

・ 運動に関わる 事象や理論について興味・ 関

心を 持ち， それを 積極的に受講生同士で協力
し て探求する ．

○ 32

□技能

的領域

成績評価の基準 毎時間， WebClassを 用いて， 授業ワ ーク を行う （ 学修カルテに入力する ） ． そのため， i-Padも し く はPCを持参する こ と ． ワ ーク 課題は， 書き

込み度で評価する ． ま た， 授業内容等の理解は， ２ 回の課題レ ポート に対する 達成度を基に評価する ．

テキス ト 、 教材

参　 考　 書

iPadを持参する こ と ． 授業で必要な資料は， 「 WebClass」 よ り ダウ ン ロ ード する こ と ． 参考図書と し て「 教師のための運動学・ 運動指導の実践

理論（ 金子・ 吉田・ 三木編： 大修館， 1996， ＠2,060円） 」 ， 「 新し い体育授業の運動学（ 三木四郎： 明和出版， 2005， ＠2,000円） 」 ， 「 ス

ポーツ 運動学-身体知の分析論（ 金子明友： 明和出版， 2009， ＠3,400円） 」 「 器械運動の動感指導と 運動学（ 三木四郎： 明和出版， 2015， ＠2

,200円） 」 「 ス ポーツ運動学入門（ 金子一秀： 明和出版， 2015， ＠2,200円） 」 を推薦する ．

履修条件・

関連科目

講義室収容人数の関係から １ 年生の受講は認めない。 ト レ

ーニング科学概論、 ス ポーツ ト レ ーニング実践論を履修し

ておく こ と が望ま し い。

備考(教員メ ッ

セージ含む)

・ 将来， ス ポーツや武道に積極的に関わろう と 考えている

学生の受講を 望む，

・ 毎時行なう 作業問題は， 授業開始と 同時に実施する ので
、 遅刻し ないこ と ．

オフ ィ ス ・ アワ ー 火曜日　 15： 00-16： 00　 大学院棟３ 階　 教員室４

授業計画

回 担当教員名 授業内容 授業時間外の指導等

　 (予習、 復習、 ﾚﾎ゚ ﾄー等課題の指示)

1 金高　 宏文 オリ エンテーショ ン： 運動指導に求めら れる 理論を知る ． 運動， 運動学と は… WebClass で授業内容の復習（ 15分）

2 〃 運動構造論： 運動学習の段階・ 位相論-運動の動作と 動感／運動の発生と 習熟 WebClass

で授業内容の復習と 1回目レ ポート 作成に向けて

準備（ 30分）

3 〃 運動分析論１ ： 動き （ 動感） を分節し ， 構造分析する ． WebClassで授業内容の復習と 1回目レ ポート 作成

に向けて準備（ 30分）

4 〃 運動分析論２ ： 運動形態（ フ ォ ーム ・ 動作等） の図形的違いを 比較分析する ． １ 回目レ ポート （ 20点） 提出と WebClass

で授業内容の復習（ 15分）

5 〃 運動分析論３ ： 運動質の評価カテゴ リ ーを 用いて動感形態(フ ォ ーム･動作等） を 分
析する ．

WebClass
で授業内容の復習と ２ 回目レ ポート 作成に向けて

準備（ 30分）

6 〃 運動転移論： 新たな運動感覚（ 動感） を導く 練習・ 指導の組立て方 WebClass
で授業内容の復習と ２ 回目レ ポート 作成に向けて

準備（ 30分）

7 〃 運動発達論： 誕生から 大人になる ま での運動発生と 習熟の軌跡 WebClass
で授業内容の復習と ２ 回目レ ポート 作成に向けて

準備（ 30分）

8 〃 補足及びま と めの小テス ト （ 8点） と 授業評価 ２ 回目レ ポート （ 40 点） 提出
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　一方、学生行動等の調査法の問題についても検討した。これまで学生の大学教育の満足度や授業外の学修
時間の調査は、年１回の一斉質問紙調査で行っていた。しかし、その数値の信頼性が担保できないことと改
善事項が漠然としていることから、教育の最小単位である授業科目を基本に学生の学修行動等を把握するよ
うに調査方法を変更した。具体的には、授業法を専ら評価してきた「授業評価アンケート」を学生の主体的
な学び、理解度、達成度、満足度と教員の授業法の改善事項をも含む「授業振り返りアンケート」へと改訂し、
その科目における授業外学修時間や満足度から全体的な把握をするようにした（下図参照）。

②卒業段階でどれだけの力を身につけたのかを客観的に評価する仕組みの構築
　前述のように、DP で目指す 12 の資質・能力と各授業科目を関連付けしたことで、授業科目の成績（GP）
の積み上げが DP で目指す 12 資質・能力の修得状況を反映して示せるようにした。具体的には、DP で目指
す 12 資質・能力毎に GPA を算出し、可視化するようにした。
　また、汎用的能力は、今年度全学年を対象に PROG テストを用いて評価した。しかし、当該テストを補助
金終了後も大学独自で、全学年に対して実施するには経費的な負担が大きい。そこで、測定すべき学年を検
討した結果、汎用的能力に大学３年後期（12 月）と大学４年後期（12 月）で大きな差がないことから、大学
１年次と大学３年次に PROG テストを実施することとした（注）。大学２年次と大学４年次は、簡易版の汎
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用的能力ルーブリックを用いて自己評価することで可視化することとした。
　一方、スポーツ指導力の可視化については、本取組で開発を目指している「スポーツ指導力に関わるプロ
フィール型テスト」等により進めている。

（注） 平成 30 年度に「卒業研究」の教育効果を把握するために実施時期を見直し、４年次２月に実施するこ
ととなった。

（出典・NIFS-AP News VOL.3 より 2018.5）

③学生の学修成果をより目に見える形で社会に提示するための手法の開発（資料４、５、６参照）
　本取組ではスポーツ指導力の可視化の一環として「スポーツ指導力に関わるプロフィール型テスト」の開
発を外部評価委員とも連携しながら進めている。テスト開発では、本学学生 500 名と学外の大学及びスポー
ツ指導関係者 500 名にテスト開発の調査を実施した。そして、質問項目等の精選等を行い、スポーツ指導者
基礎力テスト（通称 SCCOT：Sports Coaching Competency Test の略）を試作した（次頁の図、資料６参照）。
　本テストは、現在日本のスポーツ界が目指している「プレーヤー中心の考えに基づいたコーチングを行う
ための行動・判断スキル」を測ろうとしている（資料４参照）。このスキルが高く判定されるほど、昨今スポー
ツ界で問題視されている体罰等について、「体罰は指導に有効ではない」「スポーツ指導に体罰は必要ない」
という態度を強く持っていることがわかるようにしている（資料５参照）。本学では、この行動・判断スキル
をスポーツ指導力（者）の基礎力として捉え、学生の学びの成果や教育効果として提示する予定である。また、
その他の体育系大学やスポーツ競技団体等においても、本テストがスポーツ指導者のための適性判断などに
も活用できるよう、環境整備を進めている。
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2018/05/05 18(46完全飽和の私大600校を襲う大淘汰の幕開け | 最新の週刊東洋経済 | 東洋経済オンライン | 経済ニュースの新基準

2 / 4 ページhttps://toyokeizai.net/articles/-/207441

『週刊東洋経済』2月5日発売号
（2月10日号）の特集は「大学
が壊れる」です。書影をクリック
するとアマゾンのサイトにジャン
プします

2月5日発売の『週刊東洋経済』は、「大学が壊れる」を特集。資金不足で
疲弊する国立大学や、18歳人口の減少でいよいよ淘汰の時期を迎えた私立
大学の実情を追っている。子どもの数は減り続けているのに、大学数は右
肩上がり。1980年に446校だった大学は2016年には約1.7倍の777校へ
増加、学部の新増設は毎年のように続く。大学と学生の需給バランスがこ
れほど悪化しているのに、経営破綻した大学数は意外と少ないといえる
が、「予備軍」は着々と増えている。

「レッドゾーンは21法人、イエローゾーンは91法人」

2017年末、こんな衝撃的な見出しが新聞紙上に
踊った。私立大学の経営を指導している日本私立
学校振興・共済事業団が、私立の大学・短期大学
を経営する全国660の学校法人の2016年度まで
のデータを調べたところ、自力再生が極めて困難
な「レッドゾーン」、経営困難状態である「イエ
ローゾーン」の法人合計で全体の2割弱に上るこ
とがわかった。

同事業団の野田文克・私学情報室長は「過大な
設備投資をした年は運用資産が減るため、経営状
態が一気に悪化する。（上記のシミュレーション
は）あくまで大ざっぱなもので、赤字だから即破
綻ということではない」と指摘する。

ただ、私立大の本業である教育研究活動のキャッシュフローでみると、過
去2期赤字の私立大は週刊東洋経済2月5日号で編集部が試算した限りでも
約50法人に及ぶ。企業と異なって巨額の有利子負債を抱える法人は少ない
が、教育研究活動の収入に対するキャッシュフロー赤字の割合が数十％に
上る法人もいくつか存在する。

【3月9日15時33分追記】記事初出時に上の段落内にあった「地方の下位大学ばかりでは
ない。国際基督教大学のような都内の有名私大も含まれている」を削除しました。国際基督
教大学は、教育研究活動のキャッシュフローより基金運用を重視した財務モデルを採用して
いるためです。

次ページ 今の私立大学の財務状況とは？

週刊東洋経済の最新号

埋め込む Twitterで表示

@Toyokeizaiさんのツイート

■今人気の記事■【TOKIO緊急会見に見えた強
烈な4つの違和感】謝意や猛省は伝わるも､矛盾
を隠しきれず : toyokeizai.net/articles/-/219… #東
洋経済オンライン #TOKIO

東洋経済オンライン
@Toyokeizai

→

10年前の歴史常識が、今は
非常識。教科書は最新の研究
や学説を反映し、つねに書き
換えられている。蒙古襲来
｢嵐で沈没｣のウソ、江戸時代
｢鎖国｣はなかった…歴史の新
常識を凝縮。

目からウロコの
日本史再入門

STOREに行く

Amazonで定期購読

東洋経済の書籍 新刊 ランキング

4

7

1

12

7

1

12
2014
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（資料 4）　
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の基礎力として捉え、学生の学びの成果や教育効果として提示する予定である。また、その他の体育系大学やス

ポーツ競技団体等においても、本テストがスポーツ指導者のための適性判断などにも活用できるよう、環境整備

を進めている。 
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Sports Coaching  Competency  Test SCCOT

Sports Coaching  Competency  Test SCCOT

本テストは、⼤学教育再⽣加速プログラムテーマⅤ「卒業時における質保証の取組の強化」の⼀貫として作成されたものです。［2019.2.22］
★本テストに関する問い合わせは，⿅屋体育⼤学 教育企画・評価室（Mail :  Kyoumu-ap@nifs-k.ac.jp） 濱中良・近藤亮介・金高宏文，2019/2/22作成

スポーツ指導者コンピテンシーテスト ： コーチング⾏動・判断⼒を可視化する

体罰 ドーピング パワハラ指導者の
利⼰主義

課題
スポーツを取り巻く問題

勝てばいいのさ！

だめよ！
ちゃんと考えて！

コーチング⾏動
・判断⼒の可視化

プレーヤー中⼼のコーチングに向けた学びの充実

理念および育成
モデルの共有

研修

理論学習意⾒交換 学修発表振り返り

個⼈的・受動型学びから、集団的・能動型の学びへ。
軌道修正しながら、最善の道を探し出す⼒を導く研修へ。

SCCOT（スコット）は、⽇本のスポーツ界が⽬指している「プレーヤー中⼼の考えに基づいたコーチングを⾏うための⾏動・判断⼒」を可視化するテストです。
体育・スポーツに関連する教育機関や指導者養成団体では、多様で複雑なコーチング活動の中で状況に対応しながら、適切な⾏動判断を⾏える資質・能⼒の育成に⼒を注
いでいます。 ⼀⽅で、コーチングの資質・能⼒の変化を把握することや、育成プログラムの改善に役⽴つ情報を得るための測定・評価⽅法については、⼗分に整備され
ていないため、本テストを開発しました。

Sports Coaching  Competency  Test ： SCCOT

⼤学・UNIVAS
（⼤学/⾼等専⾨学校）

競技団体
（⽇本スポーツ協会等）

少年団の
コーチ

教員
（中学/⾼等学校）

スポーツ指導者のイノベーション

解消
へ！

現場

指導者のコーチング⾏動・判断⼒の可視化
評価 Sports Coaching  Competency  Test：SCCOT

指導者の理念および 育成モデル
理念

コーチ育成のための
「モデル・コア・カリキュラム」

対策



－ 27 －

（資料 5）　

作成日：2022年3月21日 ページ： 1 / 2 Copyright (C) 2022 National Institute of Fitness and Sports in KANOYA All rights reserved.

ススポポーーツツココーーチチンンググ・・ココンンピピテテンンシシーーテテスストト（（SSCCCCOOTT））  個個人人結結果果分分析析表表

テテスストト 受受検検番番号号 所所属属 氏氏名名 開開始始日日時時 終終了了日日時時

第●回 SCCOT定期調査 （オンライン・選択式） a● ●大学 カノヤ　サクラ 2021年2月11日 12:00PM 2021年2月11日 12:40PM

（（１１）） ココンンピピテテンンシシーー全全体体傾傾向向

領領域域 NNoo.. 領領域域内内容容
今今回回のの
ああななたた

●

前前回回のの
ああななたた

●

ググルルーーププ
平平均均
■

領領域域得得点点（（77点点満満点点））

対対課課題題力力 11 対象とするスポーツ指導に関する知識（ルールや戦術，スキル，技術，体力的・心理的特性なども含む）やそれに付随するスポーツ科学の知識，指導法に関する知識，スポー
ツの意義と価値，コーチの倫理観・規範意識等について学修・理解し，活用することができる能力のこと． 77 5 4.7

対対他他者者力力 22 コーチとプレーヤーの関係のみならず，コーチ同士や上司との関係，プレーヤー同士の関係，プレーヤーの保護者との関係，ファンとの関係，他チームとの関係，メデイアとの
関係，スポンサーとの関係，協会との関係などの人間関係を円滑にしていくために必要とされる能力のこと． 66 4 4.9

対対自自己己力力 33 自らを適切に評価する自己認識の能力や自分の知識やスキルを向上させ続けていく能力のこと． 66 4 4.7

（（２２）） ココンンピピテテンンシシーー要要素素別別傾傾向向

領領域域 NNoo.. 要要素素 要要素素内内容容
今今回回のの
ああななたた

●

前前回回のの
ああななたた

●

ググルルーーププ
平平均均
■

要要素素得得点点（（77点点満満点点））

対対課課題題力力
学習・活用力

11 ススポポーーツツ指指導導のの知知識識力力
価値を見出す力

単に勝敗だけでなく、マナーや楽しみの要素、健康増進等にも価値を見出す基礎的能力のこと 77 4 5.0

22 情情報報収収集集・・選選択択力力
伝える力

プレーヤーの状況に応じて必要な情報を収集・選択し、目的や意図を明確にし、分かりやすく伝える能力のこと 77 6 4.9

33 学学習習にに関関すするる知知識識力力
学ぶ力

種目や分野を限定しない幅広い情報収集、アイデアの記録、迅速なトライ&エラーの反復等の学ぶ能力のこと 55 5 4.6

対対他他者者力力
他者との関わり

44 自自律律性性支支援援行行動動力力
主体性を引き出す力

プレーヤー個々人の取り組みに対して適切な評価・対応を行い、プレーヤーの主体的な行動判断を促す能力のこと 55 4 4.9

55 自自律律性性制制御御行行動動力力
多様性に対応する力

プレーヤーの多様性を尊重し、個々人のニーズに応じて自律したプレーヤーへと育成する能力のこと 77 4 4.8

対対自自己己力力
自己認識と省察

66 自自己己認認識識力力
変化する力

プレーヤーを幸福へと導くため、自身の指導方針を必要に応じて変化させる能力のこと 55 5 4.8

77 省省察察力力
考え抜く力

感情に任せることなく、起こった出来事を分析したり、課題を解決するためにできることを考え抜く能力のこと 66 4 4.7

（（３３）） ココンンピピテテンンシシーー詳詳細細要要素素別別傾傾向向

領領域域 要要素素 NNoo.. 詳詳細細要要素素 詳詳細細要要素素内内容容
今今回回のの
ああななたた

●

前前回回のの
ああななたた

●

ググルルーーププ
平平均均
■

詳詳細細要要素素得得点点（（33点点満満点点））

対対
課課
題題
力力

ススポポーーツツ指指導導のの知知識識力力
価値を見出す力

11
ススポポーーツツ指指導導にに関関わわるる科科学学的的
知知識識
価値を見出す力

単に勝敗だけでなく、スポーツの楽しみや健康増進、人間教育力等にも価値を見出す基本的能力のこと 33 2 2.1

情情報報収収集集・・選選択択力力
伝える力

22
正正ししいい情情報報のの収収集集・・選選択択・・加加工工
力力
情報の価値を高める力

多くの情報の中から本当に必要な情報や正しい情報を信頼性を確認しながら収集・蓄積し、伝える相手やタイミング・場所を見極めて、情
報を理解しやすいように加工する能力のこと 33 3 2.2

33
状状況況にに応応じじたた情情報報のの選選択択・・発発
信信力力
吸収力を高める力

指導するプレーヤーのニーズや指導するタイミング・場に即して適切な情報を選択し、プレーヤーが理解しやすいように情報を発信する能力
のこと 33 2 2.3

学学習習にに関関すするる知知識識力力
学ぶ力

44 学学びびのの対対象象をを広広げげるる力力
媒介学習力

教育機関やテキスト等の学習目標に沿った学習（フォーマル学習）と、そうでない学習（ノンフォーマル学習）の両者を継続して行いながら、
興味の範囲を広げたり、異分野に飛び込んだりして、一見して異質だと思われるものをつなげて学ぶ能力のこと 33 2 1.9

55 気気づづききかからら学学ぶぶ力力
非媒介学習力

コーチングの実践現場や日常生活の場（インフォーマル学習）で、新たな気づきやアイデアが得られた時に、試しに実践してみたり、柔軟に
取り入れたりできる能力のこと 22 1 2.0

対対
他他
者者
力力

自自律律性性支支援援行行動動力力
主体性を引き出す力

66 選選択択肢肢のの提提示示力力
介入度を調整する力

プレーヤーの発育発達段階や活動場面に応じて、一定のルール・制限を設けた上で、プレーヤーに選択肢を与える能力のこと 22 2 2.2

77 根根拠拠のの提提示示力力
客観的な根拠を示す力

コーチの主観や価値観を押しつけず、プレーヤーが理解し、納得して選択肢を選ぶことができるように、課題やルール等の根拠や基準を提
供する能力のこと 33 2 2.3

88 多多様様性性のの承承認認力力
多様な意見を尊重する力

プレーヤーを含む他者の多様な声に耳を傾け、自分と異なる意見を許容して尊重する能力のこと 33 1 2.2

99 主主体体的的なな行行動動機機会会のの提提供供力力
主体的判断を促す力

コーチの思う型にはめることなく、プレーヤーの興味や考えを尊重して主体的な判断や行動を促す機会を提供する能力のこと 22 2 2.2

1100 主主体体的的判判断断のの許許容容力力
自尊心を高める力

コーチの一方的な考えを押し付けず、プレーヤーの行動の良い点や工夫・努力している点に目を向け、プレーヤーの主体的な取り組みを評
価できる能力のこと 22 1 2.3

1111 制制御御行行動動のの回回避避力力
意見を調整する力

意見の押しつけや闇雲な根性練習に走らず、プレーヤーと意見を調整し、プレーヤーを理解した上で指導する能力のこと 22 2 2.4

1122
ププレレーーヤヤーーのの自自我我関関与与のの回回避避
力力
自己の変化に注目させる力

ライバルやチームメイトとの比較ではなく、プレーヤー自身の成長や体調等の変化に目を向けさせる能力のこと 33 2 2.4

自自律律性性制制御御行行動動力力
多様性に対応する力

1133 有有形形のの報報酬酬のの回回避避力力
内的に動機づける力

金銭や食事等の外的な報酬ではなく、面談や話し合いの中でプレーヤーの理解に努め、内発的動機づけを高めるような個々人に応じた課
題設定と支援を行う能力のこと 33 2 2.3

1144 制制御御的的フフィィーードドババッッククのの回回避避力力
自律を支援する力

コーチの期待する行動へと方向づけるのではなく、プレーヤーの自律性や主体性を優先して支援する能力のこと 33 2 2.2

1155 過過度度なな個個人人制制御御のの回回避避力力
ニーズを尊重する力

コーチの理想や期待よりも、プレーヤーのニーズや目的を尊重する能力のこと 33 2 2.3

1166 脅脅迫迫的的なな振振るる舞舞いいのの回回避避力力
独自性を尊重する力

過度なチームやコーチへの忠誠を求めないよう、個々人の独自性を尊重し、個別の課題設定や問題解決を支援する能力のこと 22 2 2.2

1177 自自我我関関与与促促進進のの回回避避力力
個別に評価する力

プレーヤー同士を露骨に比較して競争を煽るようなことはせず、個々人の人間性、技能の向上に目を向けさせる能力のこと 33 2 2.1

1188 条条件件つつきき報報酬酬のの回回避避力力
寄り添う力

プレーヤーの競技力や期待の程度によって指導にかける労力や称賛等に差をつけず、別け隔てなく取り組みを評価し、寄り添う能力のこと 33 2 2.4

対対
自自
己己
力力

自自己己認認識識力力
変化する力

1199 先先入入観観のの把把握握力力
柔軟に対応する力

自分のものの見方が先入観に捉われていないか内省し、世間やプレーヤーのニーズに応える能力のこと 22 2 2.3

2200 運運動動・・指指導導経経験験のの振振りり返返りり力力
プレーヤーを優先する力

自分が受けてきた教育やスポーツ指導等を俯瞰し、それに縛られることなく、プレーヤーの幸福のために個々人にとっての成功や楽しみを尊
重する能力のこと 33 3 2.1

省省察察力力
考え抜く力

2211 出出来来事事のの把把握握力力
出来事や感情を分析する力

自らの怒りや葛藤を冷静に認識して、プレーヤーの行動やチーム内での影響度合、プレーヤーやスタッフなどとの対話内容、調整内容やプ
レーヤーとの関係性などの出来事について、的確に把握する能力のこと 22 1 2.0

2222 役役割割認認識識力力
役割を認識する力

スポーツを通じたプレーヤーの成長支援やスポーツの魅力の向上といったコーチに課せられた役割を認識し、責任を果たそうとする能力の
こと 22 2 2.1

2233 課課題題設設定定・・共共有有力力
課題を設定し共有する力

周りのスタッフとともにプレーヤーやチームの問題を発見し、課題を設定するとともに、共有する能力のこと 33 2 2.5

2244 戦戦略略生生成成力力
合理的な戦略を立てる力

コーチングに関わる課題を分析し、限られた時間の中で解決すべき事項の優先順位をつけ、時には柔軟に計画を変更しながら、エビデンス
に基づいた戦略を立てること 22 2 2.0

2255 試試行行力力
試行する力

試合やトレーニングの場面だけでなく、どのような場面や状況であっても想像力を働かせて課題に即した解決方法や手段を考案し、実地も
しくは仮想的に試行錯誤を繰り返す能力のこと 11 1 1.8

2266 評評価価力力
評価し把握する力

プレーヤー個々人にあった課題設定と自らのコーチング行動の改善のために、プレーヤーの成長、トレーニング計画と実施内容、コーチング
活動等の評価を多面的かつ定期的に行い、活用する能力のこと 33 2 2.1

「－」：集計対象外
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ススポポーーツツココーーチチンンググ・・ココンンピピテテンンシシーーテテスストト（（SSCCCCOOTT））  個個人人結結果果分分析析図図

テテスストト 受受検検番番号号 所所属属 氏氏名名 開開始始日日時時 終終了了日日時時

第●回 SCCOT定期調査 （オンライン・選択式） a● ●大学 カノヤ　サクラ 2021年2月11日 12:00PM 2021年2月11日 12:40PM

①①ココンンピピテテンンシシーー全全体体傾傾向向 ②②ココンンピピテテンンシシーー要要素素別別傾傾向向

●今回のあなた ●前回のあなた ■グループ平均

①の読み方

あなたのコンピテンシーにおける得意・不得意の傾向を把握してください。 各領域の水準は，1〜7で示されています．3つの領域の水準が全体的
に低い場合や，大きくバランスが崩れている場合は，領域を定めて改善します。

●今回のあなた ●前回のあなた ■グループ平均

②の読み方

①全体傾向の領域の改善を図るには上記の要素別傾向をみます。 そして1）得意要素を伸ばす，不得意要素を克服するの2つの方法が考えられ
ます。 各要素の水準は1〜7で示されており，ベンチマークとなるグループの平均と比較しながら開発する要素を定めます。

③③詳詳細細要要素素傾傾向向

③③--11：：対対課課題題力力（（学学習習・・活活用用力力）） ③③--22：：対対他他者者力力（（他他者者ととのの関関わわりり））

●今回のあなた ●前回のあなた ■グループ平均 ●今回のあなた ●前回のあなた ■グループ平均

③③--33：：対対自自己己力力（（自自己己認認識識ととのの省省察察））

③の読み方

詳細要素は，各要素を構成する充実度が3段階で示されています。 コンピテンシーは実際の経験を通じて開発・定着が進みます。 不足気味の詳
細要素を改善させるには，日々の指導体験の中で，如何にその内容を意識して取り組むかが鍵になります。

●今回のあなた ●前回のあなた ■グループ平均
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【自我関与】：他者に対して相対的に優位になることで，能力の高さを誇示し，自己を高揚させることを目標とする状態．
【課題関与】：学習や理解を通して，能力を高めることを目標とする状態（Nicholls, 1989，）．
（注）SCCOTでは，主に，単に勝敗だけでなく，スポーツの楽しみや健康増進，人間教育力等にも価値を見出す基本的能力・態度を測
定する．

コーチの資質・能力：コーチに求められるコンピテンシー（SCCOTで測定）

対自己力（自己認識と省察）対他者力(他者との関わり）対課題力（学習・活用力）

省察力
自己
認識力

制御行動の回避力自律性支援行動の促進力
学習に
関する
知識

情報収
集・選
択力

スポーツ指
導の知識力

（注）

(
) 

(

(
)

(
)

(

(
)

(
)

(
)

(

(
)

(

宣言的

手続的

コーチが考慮すべきプレーヤーの発達段階と多様性（プレーヤーのカテゴリー）

パフォーマンスや競技のレベル活動の目的や目標の重点発達や成熟の段階

トップアスリー
ト

（活躍レベル）

アスリート
（顕在レベル）

スポーツ・タレント
（潜在レベル）

楽しみ・
参画重視

パフォーマン
ス重視

高校生以上
（思春期後期以降）

中学生
（思春期前期）

小学生
（児童期）

コーチング行動：コーチが果たす役割

学習と
振り返り

「指導現場」の実状
（実態）の理解と対

応

練習指導と
競技大会への準備

人間関係
の構築

環境の整備
今後の展望（方向
性）と長期計画の

策定

プレーヤーの社会的・心理的幸福感

[1, 3, 4, 7]

[2, 5]

[1, 2, 3, 4, 5]

[1, 4]

コーチングの成果：プレーヤに育まれることが期待されるコンピテンシー（4C’s）の育成

Confidence
自信（自己肯定感）

Competence
有能さ（有能感・課題解決できる

力）

Connection
関係性（社会性・関係づくりり）

Character
人間性（規範意識・信頼される力）

近藤・濱中・金高
（2018/02/05作成）

2022/12/21金高修正

図1．プレーヤー中心のコーチング（Players Centered Coaching）の構造（仮説モデル3）

’

’

’
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や
A
に
あ

て
は
ま
る

や
や
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は
ま
る

B
に
あ
て
は

ま
る B

1
スポーツを通じて，創意工夫して身体技術を会得する楽し

さを学ぶことができる
1 2 3 4

スポーツを通じて，厳しいトレーニングを積み重ね，達成

感や粘り強さを学ぶことができる

2 スポーツは，競い合い，勝利することが重要だ 1 2 3 4 スポーツは，勝ち負けよりも，楽しむことが重要だ

3
何かを身につける際には，興味の範囲をできるだけ広げ，

多くの学びの中から気づきを得る
1 2 3 4

何かを身につける際には，学びの対象を明確にし，関連す

る書籍や研修を慎重に取捨選択する

4
たとえ試合前でも，全ての練習をプレーヤーの主体性に任

せる
1 2 3 4

試合前でも，基本的にはプレーヤーに練習メニューを組み

立てさせるが，必要と思われるポイントだけは伝える

5
プレーヤーと共に到達目標を明確にし，その道筋を話し合

う
1 2 3 4 プレーヤーの 性を把握し，到達目標を提示し納得させる

6
「今日は個人で技術的な練習をしたい」というプレーヤー

には，チーム全体への貢 意識が低すぎると注意する
1 2 3 4

「今日は個人で技術的な練習をしたい」というプレーヤー

には，目的さえ明確なら自 に行動させる

7
過去の経験に頼って同じ指導を続けることは，指導法の退

化に等しい
1 2 3 4

プレーヤーが勝手に流行のトレーニング情報を収集するこ

とはできれば避けたい

8
方向性が見えれば，話の途中でも論点を整 して自分の意

見を言う
1 2 3 4

プレーヤーの意見を十分聞いてから，一緒に考えるように

する

答
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④学外の多様な人材との協働による助言・評価の仕組みの構築
　教育効果を把握するために、卒業後３年目と 10 年目の卒業生に対して Web 調査を実施した。回答率は高
いものではなかったが、有益な示唆が得られた（p35 の図参照）。大学在学中の教養養育の充実やリーダーシッ
プ力の養成などへの期待が明らかになった。このような卒業生への卒業後調査は、来年度以降も継続して実
施するとともに、卒業生との関わり環
境の整備（住所等の管理）をより充実
させることとした。
　一方、スポーツ団体や体育系大学の
識者からなる外部評価委員会を開催し、
本学の教育やその成果の可視化、さら
には開発するスポーツ指導力の可視化
テストのあり方についての助言を得た。
特に、実技力の評価のあり方についての有益な示唆が得られた。

（３）平成 30年度の取組内容・成果
①DPで目指す 12の資質・能力と授業科目との関連性の強化と学修支援及び教育改善
　授業科目群（科目区分）毎及び DP で目指す 12 の資質・能力毎の GPA を可視化したことで、学生は授業
科目と学修成果との関係を意識することができるようになった。さらに、構築した Web 学修ポートフォリオ
NIFSpass を活用して、自己の学修の振り返りや改善を学期毎に継続して実施するようにした（下図参照）。

1

GPA PROG SCCOT

：学修ポートフォリオシステムの構築

作成日：2022年3月21日 ページ： 1  / 2 Copyright (C) 202 2 Nationa l Institute o f Fitness and  Sports in KANOYA All righ ts reserved.

ススポポーーツツココーーチチンンググ・・ココンンピピテテンンシシーーテテスストト（（SSCCCCOOTT））  個個人人結結果果分分析析表表

テテスストト 受受検検番番号号 所所属属 氏氏名名 開開始始日日時時 終終了了日日時時

第●回 SCCOT定期調査 （オンライン・選択式） a● ●大学 カ ノ ヤ　 サク ラ 2021年2月11日 12 : 00PM 2021年2月11 日 12 : 40PM

（（１１）） ココンンピピテテンンシシーー全全体体傾傾向向

領領域域 NNoo .. 領領域域内内容容
今今回回のの
ああななたた

●

前前回回のの
ああななたた

●

ググルルーーププ
平平均均
■

領領域域得得点点（（77点点満満点点））

対対課課題題力力 11
対象とするスポーツ指導に関する知識（ルールや戦術，スキル，技術，体力的・心理的特性なども含む）やそれに付随するスポーツ科学の知識，指導法に関する知識，スポー
ツの意義と価値，コーチの倫理観・規範意識等について学修・理解し，活用することができる能力のこと．

77 5 4.7

対対他他者者力力 22
コーチとプレーヤーの関係のみならず，コーチ同士や上司との関係，プレーヤー同士の関係，プレーヤーの保護者との関係，ファンとの関係，他チームとの関係，メデイアとの
関係，スポンサーとの関係，協会との関係などの人間関係を円滑にしていくために必要とされる能力のこと．

66 4 4.9

対対自自己己力力 33 自らを適切に評価する自己認識の能力や自分の知識やスキルを向上させ続けていく能力のこと． 66 4 4.7

（（２２）） ココンンピピテテンンシシーー要要素素別別傾傾向向

領領域域 NNoo .. 要要素素 要要素素内内容容
今今回回のの
ああななたた

●

前前回回のの
ああななたた

●

ググルルーーププ
平平均均
■

要要素素得得点点（（77点点満満点点））

対対課課題題力力
学習・活用力

11 ススポポーーツツ指指導導のの知知識識力力
価値を見出す力

単に勝敗だけでなく、マナーや楽しみの要素、健康増進等にも価値を見出す基礎的能力のこと 77 4 5.0

22 情情報報収収集集・・選選択択力力
伝える力

プレーヤーの状況に応じて必要な情報を収集・選択し、目的や意図を明確にし、分かりやすく伝える能力のこと 77 6 4.9

33
学学習習にに関関すするる知知識識力力
学ぶ力

種目や分野を限定しない幅広い情報収集、アイデアの記録、迅速なトライ&エラーの反復等の学ぶ能力のこと 55 5 4.6

対対他他者者力力
他者との関わり

44 自自律律性性支支援援行行動動力力
主体性を引き出す力

プレーヤー個 人々の取り組みに対して適切な評価・対応を行い、プレーヤーの主体的な行動判断を促す能力のこと 55 4 4.9

55 自自律律性性制制御御行行動動力力
多様性に対応する力

プレーヤーの多様性を尊重し、個 人々のニーズに応じて自律したプレーヤーへと育成する能力のこと 77 4 4.8

対対自自己己力力
自己認識と省察

66 自自己己認認識識力力
変化する力

プレーヤーを幸福へと導くため、自身の指導方針を必要に応じて変化させる能力のこと 55 5 4.8

77 省省察察力力
考え抜く力

感情に任せることなく、起こった出来事を分析したり、課題を解決するためにできることを考え抜く能力のこと 66 4 4.7

（（３３）） ココンンピピテテンンシシーー詳詳細細要要素素別別傾傾向向

領領域域 要要素素 NNoo .. 詳詳細細要要素素 詳詳細細要要素素内内容容
今今回回のの
ああななたた

●

前前回回のの
ああななたた

●

ググルルーーププ
平平均均
■

詳詳細細要要素素得得点点（（33点点満満点点））

対対
課課
題題
力力

ススポポーーツツ指指導導のの知知識識力力
価値を見出す力

11
ススポポーーツツ指指導導にに関関わわるる科科学学的的
知知識識
価値を見出す力

単に勝敗だけでなく、スポーツの楽しみや健康増進、人間教育力等にも価値を見出す基本的能力のこと 33 2 2.1

情情報報収収集集・・選選択択力力
伝える力

22
正正ししいい情情報報のの収収集集・・選選択択・・加加工工
力力
情報の価値を高める力

多くの情報の中から本当に必要な情報や正しい情報を信頼性を確認しながら収集・蓄積し、伝える相手やタイミング・場所を見極めて、情
報を理解しやすいように加工する能力のこと

33 3 2.2

33
状状況況にに応応じじたた情情報報のの選選択択・・発発
信信力力
吸収力を高める力

指導するプレーヤーのニーズや指導するタイミング・場に即して適切な情報を選択し、プレーヤーが理解しやすいように情報を発信する能力
のこと

33 2 2.3

学学習習にに関関すするる知知識識力力
学ぶ力

44 学学びびのの対対象象をを広広げげるる力力
媒介学習力

教育機関やテキスト等の学習目標に沿った学習（フォーマル学習）と、そうでない学習（ノンフォーマル学習）の両者を継続して行いながら、
興味の範囲を広げたり、異分野に飛び込んだりして、一見して異質だと思われるものをつなげて学ぶ能力のこと

33 2 1.9

55 気気づづききかからら学学ぶぶ力力
非媒介学習力

コーチングの実践現場や日常生活の場（インフォーマル学習）で、新たな気づきやアイデアが得られた時に、試しに実践してみたり、柔軟に
取り入れたりできる能力のこと

22 1 2.0

対対
他他
者者
力力

自自律律性性支支援援行行動動力力
主体性を引き出す力

66 選選択択肢肢のの提提示示力力
介入度を調整する力

プレーヤーの発育発達段階や活動場面に応じて、一定のルール・制限を設けた上で、プレーヤーに選択肢を与える能力のこと 22 2 2.2

77 根根拠拠のの提提示示力力
客観的な根拠を示す力

コーチの主観や価値観を押しつけず、プレーヤーが理解し、納得して選択肢を選ぶことができるように、課題やルール等の根拠や基準を提
供する能力のこと 33 2 2.3

88 多多様様性性のの承承認認力力
多様な意見を尊重する力

プレーヤーを含む他者の多様な声に耳を傾け、自分と異なる意見を許容して尊重する能力のこと 33 1 2.2

99 主主体体的的なな行行動動機機会会のの提提供供力力
主体的判断を促す力

コーチの思う型にはめることなく、プレーヤーの興味や考えを尊重して主体的な判断や行動を促す機会を提供する能力のこと 22 2 2.2

11 00 主主体体的的判判断断のの許許容容力力
自尊心を高める力

コーチの一方的な考えを押し付けず、プレーヤーの行動の良い点や工夫・努力している点に目を向け、プレーヤーの主体的な取り組みを評
価できる能力のこと

22 1 2.3

11 11 制制御御行行動動のの回回避避力力
意見を調整する力

意見の押しつけや闇雲な根性練習に走らず、プレーヤーと意見を調整し、プレーヤーを理解した上で指導する能力のこと 22 2 2.4

11 22
ププレレーーヤヤーーのの自自我我関関与与のの回回避避
力力
自己の変化に注目させる力

ライバルやチームメイトとの比較ではなく、プレーヤー自身の成長や体調等の変化に目を向けさせる能力のこと 33 2 2.4

自自律律性性制制御御行行動動力力
多様性に対応する力

11 33 有有形形のの報報酬酬のの回回避避力力
内的に動機づける力

金銭や食事等の外的な報酬ではなく、面談や話し合いの中でプレーヤーの理解に努め、内発的動機づけを高めるような個 人々に応じた課
題設定と支援を行う能力のこと 33 2 2.3

11 44 制制御御的的フフィィーードドババッッククのの回回避避力力
自律を支援する力

コーチの期待する行動へと方向づけるのではなく、プレーヤーの自律性や主体性を優先して支援する能力のこと 33 2 2.2

11 55 過過度度なな個個人人制制御御のの回回避避力力
ニーズを尊重する力

コーチの理想や期待よりも、プレーヤーのニーズや目的を尊重する能力のこと 33 2 2.3

11 66 脅脅迫迫的的なな振振るる舞舞いいのの回回避避力力
独自性を尊重する力

過度なチームやコーチへの忠誠を求めないよう、個 人々の独自性を尊重し、個別の課題設定や問題解決を支援する能力のこと 22 2 2.2

11 77 自自我我関関与与促促進進のの回回避避力力
個別に評価する力

プレーヤー同士を露骨に比較して競争を煽るようなことはせず、個 人々の人間性、技能の向上に目を向けさせる能力のこと 33 2 2.1

11 88 条条件件つつきき報報酬酬のの回回避避力力
寄り添う力

プレーヤーの競技力や期待の程度によって指導にかける労力や称賛等に差をつけず、別け隔てなく取り組みを評価し、寄り添う能力のこと 33 2 2.4

対対
自自
己己
力力

自自己己認認識識力力
変化する力

11 99 先先入入観観のの把把握握力力
柔軟に対応する力

自分のものの見方が先入観に捉われていないか内省し、世間やプレーヤーのニーズに応える能力のこと 22 2 2.3

22 00 運運動動・・指指導導経経験験のの振振りり返返りり力力
プレーヤーを優先する力

自分が受けてきた教育やスポーツ指導等を俯瞰し、それに縛られることなく、プレーヤーの幸福のために個 人々にとっての成功や楽しみを尊
重する能力のこと

33 3 2.1

省省察察力力
考え抜く力

22 11 出出来来事事のの把把握握力力
出来事や感情を分析する力

自らの怒りや葛藤を冷静に認識して、プレーヤーの行動やチーム内での影響度合、プレーヤーやスタッフなどとの対話内容、調整内容やプ
レーヤーとの関係性などの出来事について、的確に把握する能力のこと 22 1 2.0

22 22 役役割割認認識識力力
役割を認識する力

スポーツを通じたプレーヤーの成長支援やスポーツの魅力の向上といったコーチに課せられた役割を認識し、責任を果たそうとする能力の
こと 22 2 2.1

22 33 課課題題設設定定・・共共有有力力
課題を設定し共有する力

周りのスタッフとともにプレーヤーやチームの問題を発見し、課題を設定するとともに、共有する能力のこと 33 2 2.5

22 44 戦戦略略生生成成力力
合理的な戦略を立てる力

コーチングに関わる課題を分析し、限られた時間の中で解決すべき事項の優先順位をつけ、時には柔軟に計画を変更しながら、エビデンス
に基づいた戦略を立てること

22 2 2.0

22 55 試試行行力力
試行する力

試合やトレーニングの場面だけでなく、どのような場面や状況であっても想像力を働かせて課題に即した解決方法や手段を考案し、実地も
しくは仮想的に試行錯誤を繰り返す能力のこと

11 1 1.8

22 66 評評価価力力
評価し把握する力

プレーヤー個 人々にあった課題設定と自らのコーチング行動の改善のために、プレーヤーの成長、トレーニング計画と実施内容、コーチング
活動等の評価を多面的かつ定期的に行い、活用する能力のこと

33 2 2.1

「－」：集計対象外

日本体育協会
（渡辺　丞氏）

日本スポーツ振興センター（久保 潤氏） 全国体育系大学学長/学部長会
（●）

スポーツ指導実習の受入先
（派遣先スポーツクラブ、地域総合型スポーツクラブ、地域の小・
中・高等学校、鹿屋市教育委員会、鹿屋市体育協会）

全国体育大学連合
（●）

筑波大学
（會 宏氏）

日本体育大学
(伊藤雅充氏）

卒業 や卒業 の就職先

【外部評価委員】

【テスト開発連携】

テスト
開発業者

鹿屋体育大学
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　さらに、授業科目毎に実施される「授業振り返りアンケート」から、学生自身が履修した授業科目から DP
で目指す 12 の資質・能力の「何を修得したのか」も振り返るようにし、関係性の意識づけを強化した（p23 参照）。
　一方で、授業担当者に対して学生が感じている DP で目指す 12 の資質・能力の修得度をフィードバックし、
授業改善の一助とした（下図は、科目群（科目区分）の修得度感の平均値を示している。赤丸は各授業科目群（科
目区分）で主に身につけることが期待されている資質・能力を示している。）。

 
　また、「汎用的能力テスト（PROG テスト）」の結
果の学年進行に伴う変容を可視化したことで、学生
が自らの社会人への成長を意識することができるよ
うになり、学修の振り返りや改善に係る検討を行え
るようになった（右図参照）。
　なお、４年次に対する「汎用的能力テスト（PROG
テスト）」は、前年度 12 月に実施した。その結果、
汎用的能力に大学３年後期（12 月）と大学４年後期

（12 月）で大きな伸びが認められなかった。そこで、
「卒業研究」の教育効果を把握するために実施時期を
見直し、４年次２月に実施した（2015 年度入学生を
対象）。その結果、４年次の 12 月から２月の卒業研
究を仕上げる学びを通じて、学生の課題解決力等の
急激な成長を確認し、その卒業研究の効果や課題が
把握できた（次頁の図参照）。このことから、当該テストは１年次４月、３年次 12 月、４年次２月に実施す
ることで、学修成果を把握できることが明らかになった。
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②開発した「スポーツ指導力基礎力テスト（SCCOT）」の運用と普及
　SCCOT は、現在日本のスポーツ界が目指している「プレーヤー中心の考えに基づいたコーチングを行う
ための行動・判断スキル」を測ろうとしている。このスキルが高く判定されるほど、昨今スポーツ界で問題
視されている体罰等について、「体罰は指導に有効ではない」「スポーツ指導に体罰は必要ない」という態度
を強く持っていることがわかるようにしている。SCCOT は、指導プロフィールを明らかにするばかりでなく、
テストに回答することで学生自身のスポーツに対する倫理観や価値観について自己反省や啓発を促している。
本テストは、１年次 11 月、２〜４年次１月に実施した（次頁の図参照）。
　その結果、2017 年度入学生は各項目において、スコアが伸びていたがが、2016 年・2015 年度入学生が前
回よりもスコアが下がっていた。2017 年度入学生のスコアが上がる原因としては、スポーツ指導実習概論や
コーチ学概論等で「グッドコーチとはどのようなコーチか」を学修している成果と考えられた。一方、2016 年・
2015 年度入学生のスコアが下がる原因として、次のことが考えられる。前回は理想の指導者像をイメージし
て、今回は指導経験（３年次にスポーツ指導実習・４年次に教育実習）をふまえて回答しており、前回と今
回では、回答する際に想定する場面が異なっていることが考えられる。また、指導現場では理想と異なる判
断や行動をとっていることが考えられる。この点については、次年度も同様な傾向が認められるかの確認をし、
対処を検討することとした。
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　さらに、その他の体育系大学やスポーツ競技団体等においても、本テストがスポーツ指導者のための適性
判断などにも活用できるかについて、試験的に実施し、基礎データを収集しながら普及した。なお、前述の３・
４年次での低下傾向は、他の体育系大学でも同様に認められていた（下図参照）。

　なお、本テスト開発に関する成果は、SCCOT のテスト開発に従事した近藤亮介特任助教が日本コーチン
グ学会（2019 年３月）で発表し、優秀発表賞を受けた（次頁の図参照）。
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（出典・NIFS-AP News VOL.5 より 2019.3） 
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出典：https://www.nifs-k.ac.jp/infomation-all.html?start=170

③多様な学びの可視化と支援の強化
　授業外での学修時間は、授業科目毎及び全体で把握した。また、課外活動における部活動やその他の活動
の汎用的能力改善への波及効果について、前年度に引き続き、７件（累計：20 件）を事例的に明らかにした（資
料７参照）。これらの事例を概観すると、３年次以降に大きく成長していることが分かる。このような学生の
課外活動での学びや成長を年次毎に記録し、振り返る仕組みを学生指導部門とも連携しながら構築できれば
と考えている。

　以上のように本年度は、「学修行動やその成果の可視化」をほぼ完成させ、全学での定常的な学修ポートフォ
リオシステム（NIFSpass）を構築することができた。
　そして、令和３年度からの教育課程改訂に向けて、平成 26 年度より始まった現行の教育課程について評価・
分析を開始した。さらに、本年度は、より特殊な事例である国際競技スポーツ大会出場者に対する教育支援
体制を再整備した。具体的には該当する学生が授業欠席時の授業内容を学習する際の支援を、授業ライブラ
リーを利用して実施することについて検討を行った。
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（資料 7）

［教育企画・評価室 2017年3⽉14⽇］

 年 3 ⽉ 21 ⽇

ふりがな
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【4年間の振り返り版】 課外活動ポートフォリオ（部活動編）Ver1.0 作成⽇： ⻄暦 2019

顔写真
⽒名 性別

⼤学サッカーで⿅屋を盛り上げる
⼤学サッカーで⿅屋を盛り上げる

サッカーを楽しむ

パフォーマンス
の充実度

※どこかを必ず
100とすること

年間の充実度
（%） 60% 80% 50% 80%

サイドバッ
ク・広報

⼤学4年間の⽬標 プロサッカー選⼿になる

学年⽬標

1年次 2年次 3年次 4年次

1st（Bチーム昇格） 1st（Bチーム昇格）

男 学籍番号 課外活動
（部活動）

サッカー部 種⽬
（ポジション）

パフォーマンス
（最⾼成績・

記録）
九州社会⼈サッカー⼤会出場 特になし

【選⼿】天皇杯⿅児島県予選 準優勝
【広報】集客イベント企画（九州⼤学
リーグ）

【選⼿】九州社会⼈サッカーリーグ3位・
全国社会⼈サッカー選⼿権⼤会ベスト16
【広報】総理⼤⾂杯ベスト8・九州⼤学
リーグ3位・インカレ⼀回戦敗退・集客イ
ベント企画（九州⼤学リーグ）

特記事項
（怪我等） 左右太もも裏の⾁離れ（4~6⽉） 右太もも裏の⾁離れ（9⽉）

役職等 広報 広報 企画・広報 企画・広報

振り返り
（点数の理由・

根拠）

学年⽬標を達成することができなかったが、以
下の2点によって60%とした。①Cチームのメン
バー外からスタメンを獲得した。②公式戦でB
チームに勝利し九州⼤会に出場することができ
た。

前年度達成できなかった⽬標を達成し、選⼿と
しての成⻑を実感できたため80%とした。前年
達成できなかった悔しさがモチベーションに
なった、また同じ⽬標を掲げる友⼈がいたため
1年間モチベーション⾼く競技に打ち込むこと
ができた。

怪我による競技の落ち込みはあったが、広報の
仕事⾯で充実していたため50%とした。天皇杯
予選でTOPチームに勝利し、決勝戦で⿅児島ユ
ナイテッドFCと対戦するという最⾼のスター
トを切ったがその直後に怪我をしてしまった。
怪我後は広報業務に徹し⽇本版NCAAの事業や
サッカー部の集客企画など戦⼒的に取り組ん
だ。

就活と広報は満⾜のいく結果に終わったが、競
技の⾯で納得がいかなかったため80%とした。
就活では納得いく企業から内定をもらうことが
できた。広報では学⽣主体での集客企画や全国
⼤会に帯同など広報の⽬標も達成でき充実して
いた。競技の⾯では就活明けから順調にコン
ディションを上げてきていたが、全国⼤会前に
怪我をしてしまった。怪我に対する意識が⾜り
なかったことを痛感した、

本年度の成⻑
（学んだこと・
気づいたこと）

コーチのおかげで科学的な筋⼒トレーニングを
学び、実践し成果を⾼めることができた。この
経験から⽬標を達成するために計画を⽴てるこ
とや課題の発⾒・改善に主体的に取り組むこと
が⾃然とできるようになった。

⼀⼈で何かを⾏うより仲間がいる⽅が⾃分には
あっているということがわかった。仲間と⽀え
あうことでモチベーションを維持し、お互いの
⻑所や短所を指摘し合うことでさらに成⻑を促
すことができると実感することができた。

⾃分が活躍するための環境は⾃分で探すという
こと。怪我によって競技の⾯で活躍できなくて
も、⾃分の⼒を発揮する環境はあるということ
に気づけてよかった、

⽇本版NCAAなどの影響もあり学⽣の間で本学
を盛り上げる意識が芽⽣えてくるかと思った
が、あまり感じられず残念だった。何事も地道
に継続しながら、周囲に共感してもらうために
声を上げていく姿勢が⼤切なのではないかと
思った。また、3年次と同じ怪我をしたことか
らリスク管理が⽢いということに気づいた。⾃
分の現状を理解し、想定されるリスクに対応し
ていく必要があると気づいた。

特に⾝についた⼒
（当てはまるもの
に○：複数可）

実技⼒ 専⾨的な知識 実技⼒ 課題解決⼒ コミュニケー実技指導⼒ 実技⼒ 指導者基礎⼒ 事業運営⼒ 事業運営⼒
リーダーシ

4年間の振り返り

⼀般⼊部でもトップチームに⼊り、プロを⽬指せるチャンスと環境があると思い⿅屋体育⼤学サッカー部へ⼊部した。プロサッカー選⼿という⽬標は達成できなかった。しかし幸いにも競技
の⾯では共に切磋琢磨する仲間とサポートしてくださる先⽣⽅に恵まれ、良い環境でサッカーをすることができたと思う。また、3年次から⽇本版NCAAの事業に携わることによってスポーツ
を盛り上げる、⽀えることに興味を持ち始めた。そのおかげでプロサッカー選⼿になる以外の⽬標を⾒つけることができた。上記の環境で⾃ら⽬標を⽴て、⽬標達成のために課題を⾒つけ、
⾃ら解決していこうとする姿勢を⾝に付けられたことはこの4年間の部活動を通じて得られた貴重な財産だと思う。この経験を糧に充実した社会⼈⽣活を送っていきたい。

次年度の
⽬標・課題

Bチームに昇格すること。そのために、センタ
リングの精度、スプリントの回数を⾼めるこ
と。

Bチームに昇格すること。そのために、試合の
流れからその場⾯にあったプレーを選択できる
ようになること、守備の場⾯でサイドハーフと
連携しサイドでボールを奪取できるようになる
こと。

怪我によってプロ選⼿を⽬標とすることを諦め
たが、サッカーを最後までやり遂げること。⼤
学スポーツを盛り上げる⾯でサッカー部が本学
内でのロールモデルとなること。

OBとして⼤学スポーツの発展に貢献するこ
と。

リーダーシ 課題解決⼒

100

50%

0%

「スポーツで未来を拓く⾃分を創る」ための新たな挑戦と統合

怪我
総理⼤⾂杯帯同（広報）

九州⼤会出場

公式戦でBチームに勝利

Cチーム配属

次年度もCチーム確定

友⼈の事故死

新シーズン開
チーム昇格

プロチームと対戦

怪我

天皇杯予選 準優勝
3年ぶり⾃⼰記録更新

九州⼤会

就活開始
就活終了 全国⼤会

インカレ帯同（広報）

濱中 良 2017/3/16 作成 
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（４）平成 31年度（令和元年度）の取組内容・成果
①DPで目指す 12の資質・能力の修得に向けた学修支援
　DP で目指す資質・能力を設定し、可視化や評価を AP 事業により急速に進めてきたが、学生の理解が不十
分なことや、対応できないことが平成 30 年度の取組から明らかになった。具体的には、コミュニケーション
科目における授業振り返りアンケートで明らかとなる「学生が感じている DP で目指す 12 の資質・能力の修
得度感」で、「実技力」が約 20％も選択されていた（p32 参照）。学生は、英語、国語文章表現法、プレゼンテー
ションでのコミュニケーションやそこでの活動を「実技」「実技力」と捉えている者もいたようである。
　そこで、再度本学が DP で目指す 12 の資質・能力について、ガイダンスでの説明やニューズレターの発行
をすることで、周知・理解を促進するようにした。さらに、根本的な周知・理解度不足の解消のために、平
成 31 年４月からの入学生に対して「本学の教育の質保証に関わるパンフレット（学生の４年間が充実する秘
伝の書）」を配布し、本学の学びや学修成果等を周知・理解を図った（下図参照）。なお、在学生に対しても配布、
周知を図った。

　
　 そ の 結 果、 多 く の １ 年 生（159 人 が 回 答、 回 答 率
67.7％）が、パンフレットの実用性を支持するとともに、
DP で目指す 12 の資質・能力についても概ね正しく理解
していた（右図参照）。
　また、当該パンフレットは本学の教育の目標やその教
育プログラムの特色を示すことから、学外者や受験生に
対する広報パンフレットとしても機能することとなった。

DPで目指す12の資質・能力の学 への周知 DPで目指す12の資質・能力の学 への周知

%

%

%

%

%

% % %

5 2

5 6 8 2

2

% 3 2

3 2

0 2

2

. 2

7 2

9 1 2

2

2

% 5 2

4

2

Q8.●本学では、教育目標に関連した
「卒業までに身につける12の資質・能力 」を定めています。

12個の能力に< 含まれないもの> を全て選んでください。

間違える項目もあるが８割
の学生は正しく理解していた

Q8.本学では、教育⽬標に関連した
「卒業までに⾝につける12の資質・能⼒」を定めています。

12個の能⼒に<含まれないもの>を全て選んでください。

全て正解した学⽣
15.1%（24名）
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　また、卒業研究の論文タイトル等も HP 上で令和元年度より公開し、学生の専門的研究力の可視化を強化
していくようにしている。
　一方で、学修及び教育改善を進める中で、浮かび上がってきた問題もでてきている。その一つが、学修ポー
トフォリオであるNIFSpassにおける運用の問題である。具体的には以下のような問題や課題がでてきている。
・学生の学修成果に対する振り返り作業の二極化（回答の早い学生と遅い学生、充実した内容と不十分な内容）
・管理部門及び指導教員のフォローアップの煩雑さ
・学修ポートフォリオシステム上の脆弱性への対処
　各種の学修成果の可視化を Web により進める際に、現時点ではデータの集約を手作業で行う必要がある。
そのため、データ開示の遅延や人為的なミス等が少なからず生じている。今後は、教学システムの大規模な
更新作業を通じて、手作業による教学データの集約を少なくし、より学生個人データの管理を効率的かつ分析・
評価できる体制・環境整備を行う予定である。

②DPで目指す 12の資質・能力の修得に向けた教育改善：教育課程改訂に対する提言
　令和 3 年度からの教育課程改訂（資料 8 参照）に向け、
平成 26 年度より始まった現行の教育課程の分析・評価
を本取組で明らかにしてきた学修成果や学修行動の可視
化データより行った。教育企画・評価室では、資料 8 の
下段の図の【情報収集・分析】を担当した。
　具体的には右図のよう可視化データを用いて、下図の
ような提案を行った。
　なお、このような取組を進めるにあたって、教学 IR
の組織的な整備として「教学アセスメント・ポリシー」
も策定した（p17 参照）。

　

（CP関連提案）

学 の学ぶ，指導力や研究力の専門性をより明確にする．

【基本方針】
本学の人材養成上の「強み」「 色」の明確化を図れるように点検・改善する

【PROGテストの結果より】
 3年12月から4年2月の教育（ゼミナール・卒論＋教育実習・就活等）により，

コンピテンシー（対人基礎力，対自己基礎力，対課題基礎力）が大きく伸びてい
る．

→この期間の教育は，本学の教育の強み， 色といえる！

【提案】
 ゼミナールや卒業研究等での学びをより意識しやすいように，既存の学びの枠

組みを可視化して設定してはどうだろうか？

 学 の学ぶ，指導力や研究力の専門性をより明確にする．
・・専攻科目やゼミナールにおける○系の「系」の名称変更やコースの明確化 1

卒業後３年および10年を経過した卒業生（2005年度入学：22期生，2012年入学:29期生)を対象にした
「Ｈ30年度卒業後調査（2018年9月〜2019年1月実施）」を手がかりに, 以下のような分析が行われた．

※ [ グリーン棒は「本学の教育で不足している」，オレンジ棒は「社会に役立った」を示す． ]

卒業後調査の活用例
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（資料 8）

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2019 2030 2031 2032 2033

点検H26教育課程 点検R3教育課程

点検R9教育課程

第３期中期目標・中期計 第４期中期目標・中期計 第５期中期目標・中期計

中間評価
▼

中間評価
▼

中間評価
▼

2040年に向けた高等教育のグランドデザイン
（2018）

 普遍的知識・ 解と 的技能を文 横断的に修得
 論 的思考を持って，社会を改善していく資質の醸成
 「何を学び，身につけることができたのか」＋個々人の学修成果の可視化
 学修者が 涯学び続けられるための多 で柔軟な仕組みと流動性

【基本方針等】
 DP・CPを意識した科目配置
 学修成果の可視化の導入
 スポーツ指導実習の必修化
 授業振り返りサイクルの構築

■リカレント教育

■ 学 交流の推進（大学入学資格の年齢要件の緩和を含む）．

■学位等の国際的通 性の確保

■高等教育機関の国際展開

■学位プログラムを中心とした大学制度

■多様なバックグランドの教員の採 と質保証

■大学間の連携による教育プログラムの多様化

■情報通信技術（ICT)を活 した教育

2040年を意識した教育課程改訂のグランドデザイン：長期展望

【基本方針等】
 ・・・
 ・・・
 ・・・
 ・・・・・・

【基本方針等】
 ・・・
 ・・・
 ・・・
 ・・・・・・

「教育の質保証」の 境作り 「教育の質保証」の実質化(案)

多様な教育の質保証の展開（案）

2020.2.14

大学における「教育の質保証」として，以下の「教学アセスメント・ポリシー」を設定し，改

善等を図る．

鹿屋体育大学体育学部では、「ディプロマ・ポリシー」に即した学 の学修到達度の向
上のために、３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー及びアドミッショ
ン・ポリシー）に基づき、入学前・直後、在学中及び卒業時・卒業後において、機関レベル、

教育課程レベル及び科目レベルの3 段階で、学 の学修到達度を評価・検証する。
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（参考資料）

　以上のように、令和３年度からの教育課程改訂を目指して、継続的な教育の質保証に向けた教学マネジメ
ントの環境や取組が整備されつつある。
　なお、スポーツ指導者基礎力と称した指導者の判断力等の可視化を SCCOT で行ったものの、懸案の課題
であるスポーツ等の実技力、実践力、実技指導力及び事業マネジメント力の可視化部分については，概念図

（資料８参照）を示しただけで、組織的な大きな進捗が認められていない。次年度のフォローアップ期間を含
めて新教育課程改訂前までには学内調整をしながら、実質的な可視化が出来るようにする予定である。
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 （参考資料） 

 

以上のように、令和 3 年度からの教育課程改訂を目指して、継続的な教育の質保証に向けた教学マネジメント

の環境や取組が整備されつつある。 

なお、スポーツ指導者基礎力と称した指導者の判断力等の可視化を SCCOT で行ったものの、懸案の課題で

あるスポーツ等の実技力、実践力、実技指導力及び事業マネジメント力の可視化部分については，概念図（資料

8 参照）を示しただけで、組織的な大きな進捗が認められていない。次年度のフォローアップ期間を含めて新教

育課程改訂前までには学内調整をしながら、実質的な可視化が出来るようにする予定である。 

  

1984  1986  1988  1990  1992  1994  1996  1998  2000  2002  2004  2006  2008  2010  2012  2014  2016  2018  2020   2022

H26教育課程

第３期
中期目標・中期計画

▲

中間評価

【基本方針等】
 DP・CPを意識した科目配置
 学修成果の可視化の導入
 スポーツ指導実習の必修化
 授業振り返りサイクルの構築

開学以来の教育課程改訂の取組み

第２期
中期目標・中期計画

第１期
中期目標・中期計画

H19教育課程

H15教育
課程

H11教育
課程

H4教育課程

S
59
教
育
課
程

S61教育課程

②

⑥

⑦

④

④

⑦

⑥

国立大学法人化（2004〜）

ミッション再定義（2016〜）
『スポーツ実践を基にした経験
知の論述とその客観的な検証

を行うスポーツパフォーマンス
研究』

▲

再課程
認定

大学改革実行
プラン（2012〜）

2040年に向け
た高等教育の
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ
（2018〜）
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（資料 8）
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（資料 8） 

S
C

C
O

T
 



－ 42 －

Ⅳ．CHECK：評価

（出典：鹿屋体育大学大学教育再生加速プログラムに係る、令和２年度第１回外部評価委員会報告書より）

　ここでは、「鹿屋体育大学における学修成果の可視化と卒業時における質保証の取組の強化」の４年間の取
り組みの総合評価と今後の課題を検討するために開催された、外部評価委員会の議事内容の概要を示す。
　会議は、令和２年２月 18 日（火）　15:30 〜 17:30［東京サテライト及び鹿屋体育大学大会議室（東京サテ
ライト等との TV 会議）］に開催された。外部評価委員は、以下の専門家（敬称略）であった。
・會田 宏（筑波大学：体育系　教授）
・土屋　裕睦（大阪体育大学：学長補佐　体育学部　教授） 
・久保田 潤（独立行政法人日本スポーツ振興センター：スポーツ開発事業推進部研究員）

１．外部評価委員会における議事の概要
　　１）�外部評価の進め方� �

　提示した資料及び委員会での質疑等を参考に、本事業及び本学の教育の質保証に向けた取組に関
する評価表（案）を元に外部評価委員の合議により、會田委員が取りまとめ、後日報告頂くことが
確認された。なお、評価項目や評価基準は外部評価委員により適宜修正できることも確認された。

　　２）�外部評価委員から質疑� �
　外部評価委員より、１）卒業時の質保証に向けた取組（学修成果の可視化等）についての評価や
２）本学の教育改善に向けた取り組みについて、以下のような意見・要望・質問が出された。なお、
質問等については随時回答した。また、資料提示等の要望については最終報告書に反映した。

　　・ DP と科目間の整合性の確認、PROG テストやスポーツ指導力のテスト（SCCOT）の開発を含めた学
修成果の可視化など、着実な成果を得られていることが確認できる。そのような取組成果を報告書と
してまとめて発信して頂きたい。特に、取組成果の部分のエビデンス（データ）とその説明、分析と
考察、まとめを分かりやすく表記して頂きたい。

　　・ 報告書内での実技力、実践力、実技指導力、事業運営能力の違いや関係性が今ひとつ明瞭ではないので、
もう少し明瞭になるようにして頂きたい。

　　・ 教育の質保証と言う観点からも、体育系大学の卒業生の進路と保証すべき質保証との関係が就職先と
どのような質保証と考えているのかについても報告頂きたい。

　　・ DP と科目間の整合性の確認ができていることは教育の質保証をする上でも評価できる取組と評価でき
る。

　　・スポーツ指導力を可視化した点は、これまでにない大きなチャレンジとして高く評価できる。
　　・ 実施体制が整備されていった過程や背景についても時系列で報告されるとともに、さらに今後の教学

マネジメント体制の強化方向についても示されることが期待される。
　　・ 正課外の部活動の教育効果の可視化の方法として提案している「課外活動ポートフォーリオ」は、体

育系大学にとっては非常に有益で、参考になるものと評価できる。
　　・ 本事業の取組（学修成果の可視化等）前後で、学生の授業の取組や資質・能力の変化（伸びや停滞等）

についても報告書内で明示して頂きたい。数値的な変化とともに、学生個人や教員個人サイドの印象
等も含めて変化も記述されることが期待される。

　　・ 本取組が効果的に学内で周知・浸透できたのであれば、その取組や状況についても報告されることが
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期待される。また、今後の教育課程改訂に活用されていくのかについても詳述されるとよい。
　　・ 平均的な分析とともに、個別事例についても記述・分析することで、変化要因を明らかにできるので、

この点についても次年度も含めて分析されることが期待される。

　３）�鹿屋体育大学に対する今後の教育改善等の課題について
　　・ 文科省が 2040 年度を見通した高等教育のグランドデザインを提示しているが、体育大学としては現行

の DP 等をどのように変革していこうと考えているか？　その見通しを教示して頂きたい。
　　・ 10 年前よりも教育領域が幅広くなった体育・スポーツ系大学の教育の質保証を担保するためにも、今

回の教育の質保証に関する取組で先導する貴学が筑波大学とも連携しながら、概ね 10 年前に体育・
スポーツ系大学・学部長会議で作成した体育・スポーツ系大学の教育の質保証に関する参照基準のリ
ニューアルを進めて頂きたい。

　　・ 本取組が継続して実行されることを期待している。そのためにも、教育関連データの分析やステーク
ホルダーとのコミュニケーションを行う専任スタッフを雇用して継続して頂きたい。

２．外部評価委員における本事業に対する評価結果
　　 　令和２年度第１回外部評価委員会後、委員会で提示された資料及び委員会での質疑等を参考に、本事

業及び本学の教育の質保証に向けた取組に関して、以下の評価表を元に外部評価委員各自が評価し、そ
の後合議により會田委員が評価表を取りまとめ、以下のように報告された。
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ても報告書内で明示して頂きたい。数値的な変化とともに、学生個人や教員個人サイドの印象等も含めて変化も

記述されることが期待される。 

・本取組が効果的に学内で周知・浸透できたのであれば、その取組や状況についても報告されることが期待され

る。また、今後の教育課程改訂に活用されていくのかについても詳述されるとよい。 

・平均的な分析とともに、個別事例についても記述・分析することで、変化要因を明らかにできるので、この点につ

いても次年度も含めて分析されることが期待される。 

 

３） 鹿屋体育大学に対する今後の教育改善等の課題について 

・文科省が 2040 年度を見通した高等教育のグランドデザインを提示しているが、体育大学としては現行の DP 等

をどのように変革していこうと考えているか？ その見通しを教示して頂きたい。 

・10 年前よりも教育領域が幅広くなった体育・スポーツ系大学の教育の質保証を担保するためにも、今回の教育

の質保証に関する取組で先導する貴学が筑波大学とも連携しながら、概ね 10 年前に体育・スポーツ系大学・学

部長会議で作成した体育・スポーツ系大学の教育の質保証に関する参照基準のリニューアルを進めて頂きた

い。 

・本取組が継続して実行されることを期待している。そのためにも、教育関連データの分析 やステークホルダー

とのコミュニケーションを行う専任スタッフを雇用して継続して頂きたい。 

 

2．外部評価委員における本事業に対する評価結果 

 令和２年度第１回外部評価委員会後、委員会で提示された資料及び委員会での質疑等を参考に、本事業及

び本学の教育の質保証に向けた取組に関して、以下の評価表を元に外部評価委員各自が評価し、その後合議

により會田委員が評価表を取りまとめ、以下のように報告された。 
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＜総評＞
　本取組では、鹿屋体育大学の教育ミッション「スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおける実践的かつ
創造的で市民性、国際性を備えたリーダーを育てる」の実現ために、「卒業時における質保証の取組の強化」
が全学的に行われた。
　４年間に亘る教育改革の取組を詳細に検討した結果、ディプロマ・ポリシー（DP）を担保する「多様なスポー
ツリーダーとしての自覚と実践的なスポーツ指導力の養成」と「段階的かつ継続的なライフ・キャリアデザ
イン力と社会人基礎力（汎用的能力）の養成」の状況を、学修行動や学修成果を可視化することを通して確
認し、継続的に教育改善が行える教学システムを確立した点において大きな成果が得られたと評価できる。
　本取組では、具体的な成果として、鹿屋体育大学や我が国におけるスポーツ・健康に関する人材育成の状
況を踏まえ、客観的評価が容易ではない能力の数量化・可視化に挑戦し、一つのソリューションとして各種
テストを開発している。特に、科目成績（GPA）や汎用的能力（PROG）、スポーツ指導者基礎力（SCCOT）
の可視化は非常に高いレベルで達成されており、体育・スポーツ分野における大学教育の質保証への活用が
期待できる。また、本取組を通して学生のリテラシー領域、コンピテンシー領域の評価得点が向上している
ことから、学修成果等の可視化を元に、学生が主体的に学修改善を行えていること、大学が授業科目レベル
で教育改善を行えていることが実証されていることも高く評価できる。
　今後は、スポーツ実技力・実施指導力・事業運営力の可視化の方法について検討するとともに、大学とし
ての教育改善の状況について、教職員に対するヒアリング調査やアンケート調査等を通して評価・検討する
ことで、我が国の体育・スポーツ系大学・学部のモデルとなるような、より高い教育の質保証が達成される
ことが期待される。　　　

　　［文責：外部評価委員会委員長　會田宏（筑波大学）、2020/3/7］

【追補】
　大学教育再生加速プログラム委員会より令和 3 年 3 月 15 日に、「大学教育再生加速プログラム（ AP ）」の
事後評価結果」が示された（次頁参照）。
　総括評価として、「A：計画どおりの取組が行われ、成果が得られていることから、本事業の目的を達成で
きたと評価できる。」と示された。また、コメントには、本取組の評価点や今後の改善点も示された。

（出典：https://www.jsps.go.jp/j-ap/data/jigo_hyoka/kekka/r2-ap-jigokekka_63.pdf）
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の可視化を元に、学生が主体的に学修改善を行えていること、大学が授業科目レベルで教育改善を行えている
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が国の体育・スポーツ系大学・学部のモデルとなるような、より高い教育の質保証が達成されることが期待される。    

  ［文責：外部評価委員会委員長 會田宏（筑波大学）、2020/3/7］ 

 

【追補】 

大学教育再生加速プログラム委員会より令和 3 年 3 月 15 日に、「大学教育再生加速プログラム（ AP ）」の事

後評価結果」が示された（次頁参照）。 

総括評価として、「A：計画どおりの取組が行われ、成果が得られていることから、本事業の目的を達成できたと

評価できる。」と示された。また、コメントには、本取組の評価点や今後の改善点も示された。 
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Ⅴ．ACTION：今後の検討

１．AP助成期間終了後の本取組の継続について
　　 　AP 事業の助成最終年度にあたり、AP で推進してきた取組を、補助期間終了後にどのように継続する

かについて、「卒業時質保証」に関する成果の展開と定着に関するものを以下に整理した。
　　 　なお、AP 取組期間で未実施となった、就職先へのアンケートやディプロマ・サプリメントの発行は

総合的な教育の質保証を担保するためにも、早急に取り組むべき課題といえる。
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５．ACTION：今後の課題 

1．AP 助成期間終了後の本取組の継続について 

AP 事業の助成最終年度にあたり、AP で推進してきた取組を、補助期間終了後にどのように継続するかにつ

いて、「卒業時質保証」に関する成果の展開と定着に関するものを以下に整理した。 

なお、AP 取組期間で未実施となった、就職先へのアンケートやディプロマ・サプリメントの発行は総合的な教

育の質保証を担保するためにも、早急に取り組むべき課題といえる。 
取組項目 助成期間中の取組 助成期間後の取組（予定） 

ディプロマ・ 

サプリメントの

発行 

実施の有無（実施・未実施） 

発行時期：令和 2 年度からを予定 

記載内容：検討中 

実施内容の変更（有り・無し） 

 

ポートフォリオ

システムの開

発と運用 

実施の有無（実施・未実施） 

授業の科目区分別 GPA、ディプロマポリシ

ーで修得を目指す 12 の資質・能力別

GPA、汎用的能力（PROG テスト）、スポー

ツ指導者基礎力（SCCOT）について可視

化を行い、学生に明示し、自己の学修の振

り返りを行わせている。 

実施内容の変更（有り・無し） 

学生に示す学修成果の追加及び教員から

のフィードバックの実施について検討してい

るところであり、検討結果に応じて対応予定

である。 

推進体制 

人員配置：専従スタッフの人数 

【平成 28-30 年度】特任助教 1 名、特任研

究員 1 名、事務補佐員 1 名 

【令和元年度】特任助教 1 名、事務補佐員

1 名。学内組織：「教育企画・評価室」を中

心に AP 事業を推進している。 

実施内容の変更（有り・無し） 

人員配置：専従スタッフの人数の変更 

【令和 2 年度】特任助教 1 名、事務補佐員 1

名。学内組織：継続して「教育企画・評価室」

を中心に取り組みを進めて行く。 

卒業生への 

アンケート調査 

実施の有無（実施・未実施） 

卒業後調査を、卒後 3 年及び 10 年の卒業

生を対象に実施している。 

実施内容の変更（有り・無し） 

 

就職先への 

アンケート調査 

実施の有無（実施・未実施） 

実施の可否について検討中である。 

実施内容の変更（有り・無し） 

 

学修成果の 

可視化及び 

アセスメント 

実施の有無（実施・未実施） 

「鹿屋体育大学 教学アセスメント・ポリシ

ー」を制定し、可視化した学修成果等を基

に、本学の特色や現状把握、全学的な教

育改革・改善及び学修支援の改善等を行

っている。 

実施内容の変更（有り・無し） 

 

ジェネリックス

キルの計測 

実施の有無（実施・未実施） 

外部テストである「PROG テスト」により、１年

生・３年生・4 年生を対象に計測している。 

実施内容の変更（有り・無し） 
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２．学生が主体的に学修改善できる新たな指導者像の検討
　 　これまでの取組は、大学が主体となって教育改善を図るための環境整備に徹してきたところがある。し

かし、令和２年１月に示された「新たな教学マネジメント指針」を手がかりにすると、学生が主体となっ
て学修改善が行える教育改善の環境や仕組み作りが重要になると考える。

【鹿屋体育大学の教育目標】

⃝スポーツ，健康づくり，武道の科学的知識を身につけた実践的指導者の養成
⃝スポーツ，健康づくり，武道の振興と発展に寄与する人材の輩出
⃝創造性・協調性などを有した人材

　そのように考えると、開学以来の本学の教育目標、現在のディプロマ・ポリシー（DP）や DP で目指す 12

の資質と・能力の関係をより学生に理解されやすく、学生自らもいつでも点検・評価できる表現に置き換え
て示すようなことが第一歩と考える。さらに、本学の学生・教職員はもとより，受験生（高校生）や本学の
ステークホルダーの方々により理解しやすいものとして、本学が目指す「育てる人材」を平易な言葉で示し、
本学の目的や使命をより広く知って頂けるようにすることが重要と考える。以下は、その表現例である。
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2．学生が主体的に学修改善できる新たな指導者像の検討 

  これまでの取組は、大学が主体となって教育改善を図るための環境整備に徹してきたところがある。しかし、令

和 2 年 1 月に示された「新たな教学マネジメント指針」を手がかりにすると、学生が主体となって学修改善が行え

る教育改善の環境や仕組み作りが重要になると考える。 

【鹿屋体育大学の教育目標】 

 スポーツ，健康づくり，武道の科学的知識を身につけた実践的指導者の養成 

 スポーツ，健康づくり，武道の振興と発展に寄与する人材の輩出 

 創造性・協調性などを有した人材 
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により理解しやすいものとして、本学が目指す「育てる人材」を平易な言葉で示し、本学の目的や使命をより広く

知って頂けるようにすることが重要と考える。以下は、その表現例である。 

専門的な

知識・教養

科学的

支援力

科学的表

現力

運動

実技力

実技

指導力

事業

運営力

指導者

基礎力

課題

解決力

コミュニ

ケーション

能力

リーダー

シップ

一般教養・

倫理

キャリアデ

ザイン力

DP1 ● ● ●

DP2 ● ● ● ● ● ●

DP3 ● ● ● ● ● ● ● ●

DP4 ● ● ● ● ● ●

DP5 ● ● ● ● ● ●

DP6 ● ● ● ● ● ●

5．スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関

心をもち、主体的かつ計画的に、課題解決に

向かって取り組む意志をもっている。

6．スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけ

るリーダーシップとコミュニケーション能力をも

つとともに、社会の一員として適切に振る舞う

態度を身につけている。

1．国民各層のスポーツ・武道及び体育・健康

づくりを指導し、普及させるための基礎的な知

識及び豊かな教養を身につけている。

2．スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関

する実技力、科学的支援力及び表現力を身

につけている。

3．スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関し

て、年齢、目的等に応じた体系的な実技指導

力や事業運営力を身につけている。

4．スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関

する課題について、体育学の知識を総合的に

活用・応用し、説明することができる。

 

【DP と 12 の資質・能力】 

DP で 目指す12 の資質・能力

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門的な

知識・教養

科学的

支援力

科学的表

現力

運動

実技力

実技

指導力

事業

運営力

指導者

基礎力

課題

解決力

コミュニ

ケーション

能力

リーダー

シップ

一般教養・

倫理

キャリアデ

ザイン力

●●●1PD

●●●●●●2PD

●●●●●●●●3PD

●●●●●●4PD

●●●●●●5PD

DP6 ● ● ● ● ● ●

5．スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関

心をもち、主体的かつ計画的に、課題解決に

向かって取り組む意志をもっている。

6．スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけ

るリーダーシップとコミュニケーション能力をも

つとともに、社会の一員として適切に振る舞う

態度を身につけている。

1．国民各層のスポーツ・武道及び体育・健康

づくりを指導し、普及させるための基礎的な知

識及び豊かな教養を身につけている。

2．スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関

する実技力、科学的支援力及び表現力を身

につけている。

3．スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関し

て、年齢、目的等に応じた体系的な実技指導

力や事業運営力を身につけている。

4．スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関

する課題について、体育学の知識を総合的に

活用・応用し、説明することができる。
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３．今後の課題

　本事業を契機として充実してきた教育の質保証の取組とともに、スポーツ・武道及び健康づくり・体育分
野において「社会を変革する力と意欲を持った人材」の輩出に向け、第４期の中期目標・中期計画（令和４
年度からの６年間）では、以下の事項について取り組むことが期待される。

【学修成果の可視化の充実】
　⃝運動実技力、実技指導力、事業運営能力の可視化
　⃝�既 存 の 学 修 成 果 の 可 視 化 に 加 え て、 卒 業 研 究・ ゼ ミ ナ ー ル の 学 修 課 題 や 評 価 基 準 の 明 確 化 

（ルーブリックの作成と運用）
　⃝ 教育課程全体及び授業科目群毎に修得すべきミニマムな学修課題（評価ルーブリック等）を明確にし、

基礎学力の水準を確認する。
　⃝ 正課における学修成果とともに、将来のスポーツとの関わり方、ライフ・キャリアデザイン（職業選択

を含）、学生生活や運動部活動における思考や実績・成果を可視できるポートフォリオ（NIFSpass）を拡張・
充実させ、ディプロマ・サプリメントへと繋げ、運用する。

　⃝社会が要求する人材の輩出の確認　（就職先，就職先からの満足度で評価）
　　・社会（JSPO 等）が求める資格取得（取得状況で評価）
　　・多様で幅広いスポーツ・運動・健康分野での活躍　（表彰，役職，開発内容 ･･･ から評価）

【教育プログラムの改革・充実】
　⃝卓越・突出した人材の育成のための準教育プログラムの構築（個別学習と最適学習の充実・支援）
　⃝指導力専攻（系）の教育プログラム（スポーツ指導実習等）の改編・充実
　　・プレーヤー・学習者本意のスポーツ指導・支援ができる人材
　　・長寿社会を身心面から支える人材
　　・多様な運動実施を支援・指導できる人材（障がい者含む）
　　・DX・ICT に精通したスポーツリーダー（eSports 含む）
　⃝新しいアクティブラーニング型授業の検討：ブレテッド授業や反転授業の検討

【教育環境・組織の改革・充実】
　⃝�上記の計画を円滑・効果的に実施するために、教員組織の基本単位である系を残しながら、その中に機

能的なチーム（類）の編成を検討する。また、その際には小クラス担任教員や小クラス学生やゼミナー
ル学生とのメンタリング共同作業が促進される仕組みを検討する。

　⃝成績評価の標準化と厳格化の充実
　⃝�教学アセスメントポリシ－を活用した、平均的な教育・学修の分析とともに、個別分析（ヒアリング等）

をし、エビデンスに基づいた教育改革・改善を継続的に実施する。同時にその状況を学内外に公表する。
　⃝教育に関する外部評価の定期的な実施　
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学生一人ひとりの実践力、創
造的発見力、課題解決力を
最大限伸ばす教育及び学生
支援を組織的・体系的に展
開し、スポーツ、武道、体育
及び健康づくりの各領域に
おける中核的・リーダー的人
材の育成をめざします。

A.C.E. KANOYA
【活気ある（Active）
独創的な（Creative）
精鋭（Elites）】の育成

◦�スポーツ、武道、体育及び健康
づくりの各領域における、先導
的かつ即戦力となる人材の育成

◦�スポーツ界のオピニオンリー
ダーの育成

◦ �国際大会で活躍するアスリート
の育成

スポーツや武道を通して世界
とつながる人材の育成、研
究成果の世界への発信及び
我が国固有の身体文化のグ
ローバリゼーションを積極的
に推進することで、教育及び
研究における本学の国際化
をめざします。

世界とつながる教育と
研究の展開

◦��スポーツや武道を通して世界に
積極的に挑戦する人材の育成

◦�スポーツと武道の学術的・文化
的価値に関する研究成果の世界
への積極的な発信

◦�武道をはじめとする我が国固有
の身体文化のグローバリゼー
ションの推進

スポーツと武道の運動形式
の洗練及び学術的・文化的
価値の探究、ならびに「スポー
ツイノベーション」「スポーツ
パフォーマンス」「スポーツ
＆ヘルスプロモーション」に
関連する実践的・挑戦的・
領域横断的研究の展開によ
る、体力・健康づくり及びス
ポーツパフォーマンスの向上
に資する新たな研究ブランド
の確立をめざします。

我が国固有の
身体文化の洗練

◦�スポーツと武道の運動形式の洗
練による運動技術と競技力の高
度化

◦�スポーツと武道に関する学術的
及び文化的価値の創造と展開

イノベーションによる
限界への挑戦・

持続可能な未来社会の創造
◦�スポーツイノベーションによる
ヒューマンパフォーマンスの限
界への挑戦

◦�国民のウェルビーイング向上及
び健康寿命延伸の実現に向け
た基礎・実践研究の推進

◦�スポーツによる社会イノベーショ
ン・地域イノベーションに関する
研究知見の創出

◦ �体力・健康づくりに関連する政
策にインパクトを与え得る領域
横断的研究の推進

スポーツ＆
ヘルスプロモーションによる

社会イノベーション
◦�スポーツデジタルトランスフォー
メーション（スポーツDX）を推進
し、スポーツDXによる「スポーツ
×まちづくり＝スポーツ健康都
市」の具現化

◦�「スポーツ実施率日本一」「健康
寿命世界一」の地域社会の実現

スポーツ、武道、体育及び
健康づくりによる

持続可能な未来社会の創出
◦�地域社会のウェルビーイング向
上に向けた、持続可能なスポー
ツ環境の整備とスポーツ文化の
醸成

◦�地域と共にある大学として、ス
ポーツ振興及び健康増進の地域
課題解決に貢献するスポーツ健
康都市を実現し、鹿屋体育大学
モデルとして発信

鹿屋体育大学を拠点とする、
地域密着型のスポーツ＆ヘ
ルスプロモーションを積極的
に展開し、地域社会のウェ
ルビーイング向上・健康寿命
延伸の実現に貢献します。

スポーツの各領域を将来的に先導的役割を果たす大学として、2050年をターゲットイヤーとしたビジョン

教育・
学生支援

研究

国際化

社会連携・
社会貢献

ターゲットイヤー2050 鹿屋体育大学の挑戦

鹿屋体育大学ビジョン
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鹿屋体育大学ビジョン

4つのミッション
◦�教育・学生支援
◦�研究
◦�国際化
◦�社会連携・社会貢献

教育・学生支援
◦�A.C.E.Kanoyaの育成

研究
◦�我が国固有の身体文化の洗練
◦�イノベーションによる限界への
挑戦・持続可能な未来社会の
創造

国際化
◦�世界とつながる教育と研究の
展開

社会連携・社会貢献
◦�スポーツ＆ヘルスプロモーショ
ンによる社会イノベーション
◦�スポーツ、武道、体育及び健康
づくりによる持続可能な未来社
会の創出

目
標

ミ
ッ
シ
ョ
ン

期ごとの中期目標・中期計画

アクションプラン
NIFS�NEXT30のミッション全体の実現に向け、現行の中期目標・中期
計画（6年単位）をアクションプランとして策定し、2022年4月からの第
4期中期目標・中期計画を〝NIFS�NEXT30アクションプランVer.1＂とし
て位置づけます。また、第８期まで期ごとにバージョンアップを行い、
NIFS�NEXT30のミッション全体の実現をめざします。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

ターゲットイヤー2050
鹿屋体育大学の挑戦

ver.1 ver.2 ver.3 ver.4 ver.5
第５期

中期目標期間
2028年度～�
2033年度

第６期
中期目標期間
2034年度～�
2039年度

第７期
中期目標期間
2040年度～�
2045年度

第８期
中期目標期間
2046年度～�
2051年度

第４期
中期目標期間
2022年度～�
2027年度

〒891-2393�鹿児島県鹿屋市白水町1��https://www.nifs-k.ac.jp/

教育
・

学生
支援

研究

国際化

社会
連携
・

社会
貢献

連環

Ver.1〜Ver.5

Ver.1〜Ver.5



＜別添資料＞
平成 28 － 31 年度の外部評価委員会等
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＜別添資料＞
１．外部評価委員会
【平成 31（令和元）年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【平成 30年度】　
◆平成 30 年度第１回外部評価委員会：2018 年７月 10 日
本学にて開催いたしました。本会議では、外部評価委員
として、鹿屋市役所の内倉康孝様、株式会社東大阪スタ
ジアムの川南匡人様、かのや健康・スポーツクラブの永
江恒志様、NPO 法人 DREAM ウェルネスの幸福恵吾様
に参加いただきました。
　本学、教育企画・評価室金高室長から AP に関する取
り組みについて説明がされた後、取り組みについて多く
の意見をいただきました。また、スポーツの実践的指導
力を向上させるスポーツ指導実習の取り組みについても、
多面的に意見をいただくことができました。新たな気づ
きがあり、今後の課題・方向性を決める貴重な会となり
ました。
◆平成 30 年度第２回外部評価委員会：2019 年３月５日、
本学と東京サテライトキャンパスをテレビ会議システム
で結び、を開催いたしました。
　今回の会議では、AP 全体としての取組とスポーツ指導
実習における外部評価をしていただくため、AP の外部
評価委員である日本体育協会スポーツ指導者育成部育成
課　渡辺 丞様、日本スポーツ振興センタースポーツ開発
事業推進部　久保田 潤様、筑波大学　會田 宏教授、大阪

体育大学　土屋 裕睦教授、また、学生のスポーツ指導実習における外部評価委員の鹿屋市役所　内倉 康孝様、
株式会社東大阪スタジアム　川南 匡人様、かのや健康・スポーツクラブ　永江 恒志様、NPO法人DREAMウェ
ルネス　幸福 恵吾様の計８名の方々にご参加いただきました。
　本学、教育企画・評価室金高室長から AP に関する取り組みについて説明がされ、なかでも AP 始まって
以来開発をすすめてきたスポーツ指導コンピテンシーを可視化する客観的評価テスト（SCCOT：スコット） 
や今年度完成した新入生パンフレット（通称：忍者パンフレット）についてのご意見をいただきました。また、
スポーツ指導実習においても本学の学生にとって必要なリーダーシップや実技力に関することなど教育の質
保証の充実を図る本学の取組を多面的に評価していただき、貴重なご意見をいただくことができました。
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【平成 29年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆平成 29 年度第１回外部評価委員会：2018 年３月 13 日に本学と東京サテライトキャンパスにてが開催され

ました。前回と同様にテレビ会議システムにて、鹿屋と
東京を繋ぎ開催いたしました。
　外部評価委員会には、外部評価委員を担当いただいて
いる日本体育協会スポーツ指導者育成部育成課の渡辺 丞
様、日本スポーツ振興センタースポーツ開発事業推進部
の久保田 潤様、筑波大学の會田 宏教授に参加いただきま
した。また、スポーツ指導者評価テスト（仮称）の開発
に協力いただいている株式会社リアセック代表取締役 松
村直樹様、主任研究員 石川純一様にも参加いただきまし
た。
　本学、教育企画・評価室金高室長から AP に関する取
り組みの報告がされた後、参加いただいた先生方から多
くの意見を賜り、来年度に向けた取り組みの方向性が明
確になりました。外部からの評価をいただくことで、学
内だけの評価とは違った視点からご意見をいただけたこ
とは大変参考になりました。

【平成 28年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆平成28年度第１回外部評価委員会：2017年２月27日（月）、鹿屋体育大学・大学教育再生加速プログラム（AP）

に係るが開催されました。第１回となる今回は、本学と
東京サテライトキャンパスをテレビ会議システムで繋い
での開催となりました。外部評価委員に、岡達生様（日
本体育協会スポーツ：指導者育成部部長）、久保田潤様（日
本スポーツ振興センター：スポーツ開発事業推進部研究
員）、伊藤雅充様（日本体育大学：児童スポーツ教育学部
准教授）をお迎えして、本学、大学教育再生加速プログ
ラム（AP）の一つの柱でもある「スポーツ指導力テスト」
の開発について活発な議論が行われました。初めての外
部評価委員会となりましたが、本学の AP の取り組みに
ついても積極的に意見交換され、非常に有意義な会とな
りました。今回の外部評価委員会にて明らかになった課
題や改善点について再考・検討し、改革に取り組む足が
かりをえることができました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 55 －

２．体育・スポーツ系大学連絡協議会
【平成 31（令和元）年度】

◆令和２年２月 18 日（火）、本学と東京サテライトキャン
パスをテレビ会議システムで結び、令和元年度第１回スポー
ツ系大学連絡協議会を開催しました。本学が開発したスポー
ツコーチング・コンピテンシーテスト（以下、SCCOT）に
ついて、SCCOT を実際に受験してくださったスポーツ系

大学と本学、日本スポーツ協会の担当者を交えて今回のテスト結果に対するご意見やご感想、分析結果等を
話し合いました。

３．教育企画・評価室　
【平成 31（令和元）年度】　　　　　　　　　　　　　�【平成 30年度】

【平成 29年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成 28年度】
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授業以外でどう学んでいますか？
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2 / 4 ページhttps://toyokeizai.net/articles/-/207441

『週刊東洋経済』2月5日発売号
（2月10日号）の特集は「大学
が壊れる」です。書影をクリック
するとアマゾンのサイトにジャン
プします

2月5日発売の『週刊東洋経済』は、「大学が壊れる」を特集。資金不足で
疲弊する国立大学や、18歳人口の減少でいよいよ淘汰の時期を迎えた私立
大学の実情を追っている。子どもの数は減り続けているのに、大学数は右
肩上がり。1980年に446校だった大学は2016年には約1.7倍の777校へ
増加、学部の新増設は毎年のように続く。大学と学生の需給バランスがこ
れほど悪化しているのに、経営破綻した大学数は意外と少ないといえる
が、「予備軍」は着々と増えている。

「レッドゾーンは21法人、イエローゾーンは91法人」

2017年末、こんな衝撃的な見出しが新聞紙上に
踊った。私立大学の経営を指導している日本私立
学校振興・共済事業団が、私立の大学・短期大学
を経営する全国660の学校法人の2016年度まで
のデータを調べたところ、自力再生が極めて困難
な「レッドゾーン」、経営困難状態である「イエ
ローゾーン」の法人合計で全体の2割弱に上るこ
とがわかった。

同事業団の野田文克・私学情報室長は「過大な
設備投資をした年は運用資産が減るため、経営状
態が一気に悪化する。（上記のシミュレーション
は）あくまで大ざっぱなもので、赤字だから即破
綻ということではない」と指摘する。

ただ、私立大の本業である教育研究活動のキャッシュフローでみると、過
去2期赤字の私立大は週刊東洋経済2月5日号で編集部が試算した限りでも
約50法人に及ぶ。企業と異なって巨額の有利子負債を抱える法人は少ない
が、教育研究活動の収入に対するキャッシュフロー赤字の割合が数十％に
上る法人もいくつか存在する。

【3月9日15時33分追記】記事初出時に上の段落内にあった「地方の下位大学ばかりでは
ない。国際基督教大学のような都内の有名私大も含まれている」を削除しました。国際基督
教大学は、教育研究活動のキャッシュフローより基金運用を重視した財務モデルを採用して
いるためです。

次ページ 今の私立大学の財務状況とは？

週刊東洋経済の最新号

埋め込む Twitterで表示

@Toyokeizaiさんのツイート

■今人気の記事■【TOKIO緊急会見に見えた強
烈な4つの違和感】謝意や猛省は伝わるも､矛盾
を隠しきれず : toyokeizai.net/articles/-/219… #東
洋経済オンライン #TOKIO

東洋経済オンライン
@Toyokeizai

→

10年前の歴史常識が、今は
非常識。教科書は最新の研究
や学説を反映し、つねに書き
換えられている。蒙古襲来
｢嵐で沈没｣のウソ、江戸時代
｢鎖国｣はなかった…歴史の新
常識を凝縮。

目からウロコの
日本史再入門

STOREに行く

Amazonで定期購読

東洋経済の書籍 新刊 ランキング
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「鹿屋体育大学での4年間が充実する秘密の書」が完成!?

発行：鹿屋体育大学 教育企画・評価室発行：鹿屋体育大学 教育企画・評価室

VOL.VOL.552019.32019.3

教員から体育大生へのメッセージ
優れたコミュニケーターたれ！

英語を担当している国重です。みなさんに在学中に実行して欲しいことをお伝えします。それ

は、優れたコミュニケーターになるために必要な次の3つです。①快適ゾーンから出て、多くの人

と積極的に関わり、様々なことにトライする。②意義のある内容を修得し、分かりやすく伝える

。③正確な情報を見極め、それについての意見を発信する。

①については、同じ部活のメンバーだけでなく、他の学生や留学生、他大学の学生、地域の方

々、教職員など、様々な人と交わり、多様性を受け入れつつ、自分のアイデンティティーを確立

してください。また、実行前から「無理だ」と決めつけず、何事にもトライしましょう。

②の意義のある内容とは、例えば、スポーツ・武道に関する専門知識です。みなさんには英語

力も高めて欲しいですが、英語が流暢に話せても、意義のある内容を伝達できなければ意味があ

りません。スポーツ・武道の専門知識を学べる今を大切にしましょう。

③を実現するためには、情報を鵜呑みにせず、その出所の信頼性を確認し、批判的に読み、考

えることが必要です。その上で、世の中の事象を自分ごととして捉え、それに対する自分の意見

を言語化しましょう。

みなさんがこれらを実行し、身につけるべき12の資質・能力のうち、特にコミュニケーション

力、一般教養・倫理、専門的知識・教養、科学的表現力を修め、優れたコミュニケーターとして

社会に羽ばたくことを願っています。

学生の皆さん、こんにちは。スポーツ情報センターの和田です。授業では情報処理関連の科目

を担当しています。

このニュースレターを発行している教育企画・評価室では、本学の卒業生を対象に大学の教育

に関するアンケートを行っています。幸いこれまでの調査では卒業生の皆さんから大学の教育に

対して全体的に高い評価をいただいています。ただし、『本学の教育で不足しているものは？』

という質問に対しては評価が低い項目があり、その一つに『一般教養・倫理』があります。一般

科目を担当している私としては耳の痛い話です。私自身を振り返っても学生時代にもっと教養を

身につけておけばよかったと反省しています。ではどうすればこの状況を改善できるのでしょう

か。教養科目をたくさん開講して授業を充実すればよいでしょうか。ただし、よく考えてみると

教養を身につけるチャンスは授業だけというわけではなさそうです。

教養を身につけるためには「読み、書き、考える」ことが重要と言われます。特に「読む」こと

について、最近では苦手と公言する学生も多く見かけます。少しの間スマホを置いて本を読む機

会を増やしてはどうでしょう。授業のレポートもしっかり「考え」て「書く」ことができていま

すか？「頭を使って練習しないと普通に嘘つく（意味がない）」とダルビッシュ選手も言ってい

ます。また、本学ではいろんなセミナーや特別講義が毎週のように開催されています。面白そう

なものがあれば積極的に参加してみてください。4年間という短い期間ですが、学生の皆さんには

どん欲にいろんなことを学んで欲しいと願っています。

1

和田 智仁 准教授

国重 徹 教授

短い学生生活、どん欲に学びましょう。

2
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SCCOT（ Sports Coaching Competency Test ）の結果について

スポーツ人文・応用社会科学系
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上図は、学生の皆さまに受験してもらったSCCOT（ Sports Coaching Competency Test ）の結果です。2017年度入学生は、各項

目において、スコアが伸びていますが、2016年・2015年度入学生が前回よりもスコアが下がっています。

2017年度入学生のスコアが上がる原因としては、スポーツ指導実習概論やコーチ学概論等で「グッドコーチとはどのようなコーチ

か」を学修している成果と考えられます。

2016年・2015年度入学生のスコアが下がる原因として、次のことが考えられます。前回は理想の指導者像をイメージして、今回

は指導経験（3年次にスポーツ指導実習・4年次に教育実習）をふまえて回答しており、前回と今回では、回答する際に想定する場面が異

なっていることが考えられます。また、指導現場では理想と異なる判断や行動をとっていることが考えられます。

鹿屋体育大学での

4年間が充実する秘密の書

外伝-鹿屋体育大学マークの秘密 - 今回を含めて「NIFS-AP News」は、5回（Vol.5）

発行してきました。

これまでの内容をふまえて、よりわかりやすく鹿

屋体育大学での学びや大学生活に関する情報

を「鹿屋体育大学での4年間が充実する秘密の

書」として発行いたします（2019年3月末発行）。

これまでの内容を忘れた、そもそも読んでない

、捨てた人も（悲しいですが・・）、改めて大学での

学びについて考えることができる内容となってい

ます。かのや仙人と勘八くんのストーリー調で読

みやすくなっているので是非、読んでみてくださ

い。

（174名） （150名） （146名） （141名） （140名） （52名）

2017年度入学生 2016年度入学生 2015年度入学生
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「鹿屋体育大学での4年間が充実する秘密の書」が完成!?

発行：鹿屋体育大学 教育企画・評価室発行：鹿屋体育大学 教育企画・評価室

VOL.VOL.552019.32019.3

教員から体育大生へのメッセージ
優れたコミュニケーターたれ！

英語を担当している国重です。みなさんに在学中に実行して欲しいことをお伝えします。それ

は、優れたコミュニケーターになるために必要な次の3つです。①快適ゾーンから出て、多くの人

と積極的に関わり、様々なことにトライする。②意義のある内容を修得し、分かりやすく伝える

。③正確な情報を見極め、それについての意見を発信する。

①については、同じ部活のメンバーだけでなく、他の学生や留学生、他大学の学生、地域の方

々、教職員など、様々な人と交わり、多様性を受け入れつつ、自分のアイデンティティーを確立

してください。また、実行前から「無理だ」と決めつけず、何事にもトライしましょう。

②の意義のある内容とは、例えば、スポーツ・武道に関する専門知識です。みなさんには英語

力も高めて欲しいですが、英語が流暢に話せても、意義のある内容を伝達できなければ意味があ

りません。スポーツ・武道の専門知識を学べる今を大切にしましょう。

③を実現するためには、情報を鵜呑みにせず、その出所の信頼性を確認し、批判的に読み、考

えることが必要です。その上で、世の中の事象を自分ごととして捉え、それに対する自分の意見

を言語化しましょう。

みなさんがこれらを実行し、身につけるべき12の資質・能力のうち、特にコミュニケーション

力、一般教養・倫理、専門的知識・教養、科学的表現力を修め、優れたコミュニケーターとして

社会に羽ばたくことを願っています。

学生の皆さん、こんにちは。スポーツ情報センターの和田です。授業では情報処理関連の科目

を担当しています。

このニュースレターを発行している教育企画・評価室では、本学の卒業生を対象に大学の教育

に関するアンケートを行っています。幸いこれまでの調査では卒業生の皆さんから大学の教育に

対して全体的に高い評価をいただいています。ただし、『本学の教育で不足しているものは？』

という質問に対しては評価が低い項目があり、その一つに『一般教養・倫理』があります。一般

科目を担当している私としては耳の痛い話です。私自身を振り返っても学生時代にもっと教養を

身につけておけばよかったと反省しています。ではどうすればこの状況を改善できるのでしょう

か。教養科目をたくさん開講して授業を充実すればよいでしょうか。ただし、よく考えてみると

教養を身につけるチャンスは授業だけというわけではなさそうです。

教養を身につけるためには「読み、書き、考える」ことが重要と言われます。特に「読む」こと

について、最近では苦手と公言する学生も多く見かけます。少しの間スマホを置いて本を読む機

会を増やしてはどうでしょう。授業のレポートもしっかり「考え」て「書く」ことができていま

すか？「頭を使って練習しないと普通に嘘つく（意味がない）」とダルビッシュ選手も言ってい

ます。また、本学ではいろんなセミナーや特別講義が毎週のように開催されています。面白そう

なものがあれば積極的に参加してみてください。4年間という短い期間ですが、学生の皆さんには

どん欲にいろんなことを学んで欲しいと願っています。

1

和田 智仁 准教授

国重 徹 教授

短い学生生活、どん欲に学びましょう。

2
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SCCOT（ Sports Coaching Competency Test ）の結果について

スポーツ人文・応用社会科学系
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上図は、学生の皆さまに受験してもらったSCCOT（ Sports Coaching Competency Test ）の結果です。2017年度入学生は、各項

目において、スコアが伸びていますが、2016年・2015年度入学生が前回よりもスコアが下がっています。

2017年度入学生のスコアが上がる原因としては、スポーツ指導実習概論やコーチ学概論等で「グッドコーチとはどのようなコーチ

か」を学修している成果と考えられます。

2016年・2015年度入学生のスコアが下がる原因として、次のことが考えられます。前回は理想の指導者像をイメージして、今回

は指導経験（3年次にスポーツ指導実習・4年次に教育実習）をふまえて回答しており、前回と今回では、回答する際に想定する場面が異

なっていることが考えられます。また、指導現場では理想と異なる判断や行動をとっていることが考えられます。

鹿屋体育大学での

4年間が充実する秘密の書

外伝-鹿屋体育大学マークの秘密 - 今回を含めて「NIFS-AP News」は、5回（Vol.5）

発行してきました。

これまでの内容をふまえて、よりわかりやすく鹿

屋体育大学での学びや大学生活に関する情報

を「鹿屋体育大学での4年間が充実する秘密の

書」として発行いたします（2019年3月末発行）。

これまでの内容を忘れた、そもそも読んでない

、捨てた人も（悲しいですが・・）、改めて大学での

学びについて考えることができる内容となってい

ます。かのや仙人と勘八くんのストーリー調で読

みやすくなっているので是非、読んでみてくださ

い。

（174名） （150名） （146名） （141名） （140名） （52名）

2017年度入学生 2016年度入学生 2015年度入学生
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「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ。」

「「習（習い）、錬（実践）、工（工夫、改善）」の繰り返しを大切に！」
教員から体育大生へのメッセージ

◆教員からのメッセージ
◆学内での学びの時間を充実させよう
◆１年生のPROG得点の変化

（３ヵ年比較）

萩原 悟一 准教授

スポーツ人文・応用社会科学系

研究キーワード

コミットメント
アイデンティフィケーション
アイトラッキングマーケティング
広告価値測定

竹中 健太郎 准教授

スポーツ・武道実践科学系

研究キーワード

剣道 武道
指導法 稽古法

2019.10
VOL.6

　本学の学生の皆さん、こんにちは。剣道の授業を担当しています竹中健太郎です。
　私は実技系の教員として、競技力向上という視点で、皆さんへの期待を伝えたいと思
います。私の専門は、日本の伝統文化武道の一つ剣道ですが、実は剣術流派で有名な柳生
新陰流では、「三磨の位」という教えがあります。「習（習い）、錬（実践）、工（工夫、改善）
」の３つの過程を繰り返しながら、上達を目指すという教えです。これは今でいう
「PDCA」、つまり実践して、振り返り、改善するという一連のサイクルを繰り返すこと
です。今の時代に限らず、人は自己の向上、成長をはかる時、この作業を繰り返してきま
した。
　大学生になると、3 つ目の「工」の部分の充実度が、競技力の向上に大きく関わるも
のと思います。自ら考えて工夫する力が重要です。今や競技の分野においても科学的な研
究が充実していることから、様々な情報が拡散しています。したがって、自らが必要な情
報を適切に選択、収集する必要があります。
　高校までは、それらの作業をすべてコーチ（先生）が行っていたのかもしれません。
しかし、大学で飛躍する選手は自己のコーディネート力が高い選手であることは間違いあ
りません。競技の上達を目指す過程で、このサイクルが確立さえすれば、必然的に「実
践的で創造的なリーダー」となるための資質は保証され、社会で必要とされるでしょう。

　スポーツマネジメントに関する科目を担当しております萩原悟一（はぎわらごいち）で
す。スポーツマネジメントというとビジネス？みたいな印象を抱かれると思いますが、
スポーツチームに所属する人のマネジメントについても研究が行われています。皆さん
は将来、体育・スポーツ分野におけるリーダーとなり、わが国のスポーツ業界をけん引
していく存在となるでしょう。そこで重要なのは、いかに人を惹きつけマネジメントし
ていくかになると思います。在学中、教室での勉強はもちろんのこと課外活動でも活躍
されていると思いますが、ぜひ、本学での学びの中で「どうすれば人を惹きつけ、マネ
ジメントできるか？」についても考え経験していただければと思います。
　ところで、皆様はタイトルにある名言をご存知でしょうか？これは山本五十六という
海軍の軍人さんの残された言葉です。この言葉には続きがあり、「話し合い、耳を傾け、
承認し、任せてやらねば、人は育たず。」「やっている、姿を感謝で見守って、信頼せねば、
人は実らず。」と続きます。この一連の文章にはどうすれば人を惹きつけ、マネジメント
することができるか凝縮されています。まずは、タイトルにもあるように、自分自身がや
って見せること、人をきちんと評価することができているかを考えてみてください。皆様
の活躍を期待しています！
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2018年度には、学内での“学生の主体的な学び”の環境の充実を図るために、NIFSギャラリーのテーブル、
椅子、学生からの依頼の多かったコンセントなどを整備しました。

そして、2019年4月には大学図書館入口横の元事務室に「NIFSラコモ」ができました。自分のIT機器を活用し
ての学修や、ゆったりソファーに座って動画視聴や読書ができます。グループ学習やミーティングに使ったりと
利用方法はたくさんあります。１コマ空いた時など、積極的に有効活用してください！

NIFSギャラリー：ソファ入りました！

学内での学びの時間を充実させよう

NIFSラコモ：ホワイトボードやコンセントも使ってOK！

　左のグラフは、 １年次に受験した PROG

テスト （汎用的能力） の過去３ヵ年度の推

移を示したものです。 2017は 2017年度入

学生、 2018 は 2018 年度入学生、 2019

は 2019 年度入学生の課程毎のスコアの

平均値を示しています。

　本学学生の強みであるコンピテンシー

（課題解決をするための行動力） は、 全

国平均値よりかなり高く、 これまでと同じ

傾向を示しています。 一方、 入学年度で

少しずつ平均スコアに違いがあるようで

す。

　2019 年度はスポーツ総合課程のリテラ

シー （知識を活用した課題解決力） が全

国平均をはじめて上回り、 武道課程では

長所であるコンピテンシーがさらに高くなっ

ています。 それぞれの入学年度生に強み・

弱みがありますが、 それぞれの特性を意

識しながら自己の学修を改善して下さい。

　次のテストは３年次１１月、 ４年次２月実

施されます。 色々なチャレンジによって、

１年次の強みや弱みが改善されることを期

待します。
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「わかる」「できる」「上手くなる」は、ある日突然やってくる」

「関心を拡げることで、ポテンシャルを高めましょう」

教員から体育大生へのメッセージ

栗山 靖弘 講師

スポーツ人文・応用社会科学系

研究キーワード

教育社会学

進路形成

スポーツ推薦入試

前田 博子 教授

スポーツ人文・応用社会科学系

研究キーワード

スポーツ社会学

コミュニティ・スポーツ

ジェンダー フットボール

スポーツ社会学系の授業科目と、就職支援を担当している前田博子です。
みなさんの持つ若さの素晴らしさとは、競技力の高さでも、見た目の美しさでもありません。
それは、これからどの方向にも進むことができる、大きな可能性があることです。
将来の仕事について尋ねると、入学時点では教員になりたいと答える人が多いです。

「体育学」の専門知識を生かせる仕事として、他に思いつかないと考えている人もいるよう
です。
実は、スポーツの専門性が求められる場は、さまざまな分野に存在しています。現行の国

のスポーツ政策では、スポーツ振興の対象として「する」ことに加え、「みる」ことと「ささえる」
ことが含まれています。そこから、スポーツと関わる仕事の広がりが見えるでしょう。
体育大学への進路選択は、体育・スポーツへの関心からでしょう。その関心は、自分自身

が「する」スポーツから始まっているかもしれません。ですが、そこに留まらず、視野に入ってい
なかった分野にも関心の幅を広げてください。大学では、体育・スポーツに関する幅広い分
野の科目がおかれています。在学中は貪欲に学んで欲しいのですが、3年生、4年生になる
と、履修する科目を一気に減らす傾向がみられ、とても残念に思っています。幅広く学ぶこと
は、間違いなく将来の可能性を拡げることに繋がります。
本学の卒業生は、すでにさまざまな場で活躍しているのですが、みなさんも幅広い学びか

ら、さらに新しい道を拓いていってください。

教職科目を担当します、栗山靖弘(くりやまやすひろ)です。教職科目は、教育学をベースに
して、中学・高校の教員免許を取得するのに必要な知識や技能を伝達する科目です。
私自身、教育学を研究していて感じることは、何かが「わかる」、「できる」、「上手くなる」と

いうのは、ある日、突然やってくるということです。
例えば、教師という仕事は、子どもの成長を促す仕事ですが、そのためには非常に忍耐を要

します。「1つのことを教えたから、1つのことができるようになる」という印象を持っている方も
いるかもしれませんが、実際は「3つ教えて1つできるようになる」くらいなのだと考えています。
しかし、このことは、成長していないとか、停滞しているということではありません。一見すると停
滞しているように見えても、目に見えないところで経験をストックしています。その経験のストック
が、何かのきっかけで、突然、活性化することがあります。
みなさんにも経験があるのではないでしょうか。突然、数学ができるようになった。突然、プレ

ーが上達した。人間の成長は、階段を登るようなイメージではなく、溜めておいたエネルギーを
不定期に放出するようなものなのかもしれません。
「努力や継続が大事」と言われますが、それはきっと、不定期にやってくる突然の成長の幅を

最大化するための準備なのだと思います。
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NIFS passで、今 身につけている力を確認し、
次の学びの方向性（改善点）を決めよう！

Web Classからログイン☞
＜4／6（月）～4／19（日）まで＞

スポーツ総合課程 武道課程

【リテラシー】

【コンピテンシー】

【リテラシー】

【コンピテンシー】

体育大生のコンピテンシー
（下図）は、入学時から全国平
均値よりも高く、３年次でも高い
ことが特徴です。
一方、リテラシーは、これまで

低い傾向が続いていました
（上図）。しかし、新教育課程３
年目に入学した2017年入学
（新４年生）の３年次の平均値
は、初めて全国の値（大学３年
次）を上回りました。武道課程
の学生も初めて平均値に並び
ました。
これは、本学の教育や学修に

よって課題解決する資質・能力
が向上したことをを示していま
す。それ故に、本学学生は自
分たちの学びにもっと自信を持
ちましょう。

３年次のリテラシー、全国平均値を上回る︕
自分たちの学びに自信を持とう︕

（注）入学年によって3年次に伸びていないことも見受けられます。

それらはテスト実施の方法や時期、さらに受験者数が影響している可能性もあります。

3年間、お世話になりました。

2016年12月から始まった教育企画・評価室での職務も、3月で任期満了となりました。

学部・大学院時代をあわせると約10年間、鹿屋体育大学でお世話になりました。

僕のように一度外に出てから鹿屋に戻ってくると、自由で、自然豊かで、食べ物が本当に

おいしくて、学びやすい環境であることを実感します。 やりたいことがあれば、様々な経験が

できます。自分のやりたいこと、今できることを見極めて、将来に向けて鹿屋体育大学の環境を

フル活用してほしいと思います。 また、運動やスポーツ・武道から学んだことを自分の将来や社会に

活かしていってほしいと思います。

最後になりますが、4月からは兵庫県立大学総合教育機構の特任教員を務めることになりました。

鹿屋を離れることにはなりますが、これからも鹿屋体大生のみなさんを応援しています。

これからもがんばってください。

3年間、お世話になりました。

2016年12月から始まった教育企画・評価室での職務も、3月で任期満了となりました。

学部・大学院時代をあわせると約10年間、鹿屋体育大学でお世話になりました。

僕のように一度外に出てから鹿屋に戻ってくると、自由で、自然豊かで、食べ物が本当に

おいしくて、学びやすい環境であることを実感します。 やりたいことがあれば、様々な経験が

できます。自分のやりたいこと、今できることを見極めて、将来に向けて鹿屋体育大学の環境を

フル活用してほしいと思います。 また、運動やスポーツ・武道から学んだことを自分の将来や社会に

活かしていってほしいと思います。

最後になりますが、4月からは兵庫県立大学総合教育機構の特任教員を務めることになりました。

鹿屋を離れることにはなりますが、これからも鹿屋体大生のみなさんを応援しています。

これからもがんばってください。 教育企画・評価室 特任助教 近藤亮介
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「競技力向上」のその先へ

山本 一生 准教授

スポーツ人文・応用社会科学系

学校と教育の歴史や教師論などの教職科目を担当している山本一生（やまもといっせい）
です。本学の教職課程は、中学高校の保健体育の教員免許状を取得し、教師となることを目
指す課程です。
まず、教職課程履修者のみなさんに伝えたいことは、「先生を目指す」ことだけに絞るのでは
なく、教職での学びを幅広く活かしてほしい、ということです。部活動やアルバイト、今後の生
活などでぶつかる困難に対してヒントとなる学びが、教職科目にはあるはずです。教職を通じ
た教養教育こそ、教員養成系大学ではない本学教職課程の重要なポイントだと思います。
次に、本学学生のみなさんに伝えたいことは、「「生徒」から「学生」へ」「「教わる」から「学
ぶ」へ」「参加」から「参画」へ」という3点です。それぞれ似たような文言ですが、みなさんは
どう違うと考えますか？
私は、「指示を受けるという消極的な在り方から、主体的に行動するという積極的な在り方
へ」という点が重要と考えております。部活動においても、指導者の指示を受けるだけではな
く、自分たちで競技力向上のためにトレーニングやパフォーマンスを考えていくでしょう。さら
に様々な体験を言語化することを通して、「競技力向上」のその先を、自らの力で切り開きま
しょう。
ついでですが、「教授」などは職階名、「先生」は敬称です。レポートなどで「山本准教授」と
書かないようにしましょう。せめて、「山本先生」にして下さい。

研究キーワード

日本教育史・中国教育史・

都市史（中国青島）

「学生の皆さんへの期待」

小澤 雄二 教授

スポーツ・武道実践科学系

研究キーワード

武道

教材開発

柔道コーチング

柔道や武道学概論などの授業と柔道部の学生支援を担当している小澤雄二です。研究

の方は、安全な武道指導を目的とした用具の開発、柔道授業のための教材開発、柔道の

コーチングなどを主なテーマとしています。

さて、昨今のコロナ禍においてさまざまな制約があるなか、皆さんも苦労の多い学生生活

を過ごしていることでしょう。このような状況でありますが、大学生になって「自分のやりたい

こと」は見つかりましたか？　即座に「はい」と答えられる人は、本当に幸運かつ素晴らしいこ

とですから、迷わず、真っすぐに努力をしてください。

しかし、多くの人は想い、迷い、悩みながら、「自分のやりたいこと」を見つけていくのかもし

れません。たとえ今、それが明確でなくても、その時々に「そのためにやるべきこと」に向き合え

ること自体が幸せなことであり、かけがえのない日常なのではないでしょうか。

そんな日常において、心掛けてほしいことがあります。それは日々のさまざまな決断に際し

て、何事もまずは自分の頭でしっかり考えて判断し、そして行動することです。その先に、皆さ

んにしか見えない未来があるのかもしれません。

皆さんのかけがえのない学生生活が、充実したものになることを期待しています。

教員から体育大生へのメッセージ

2020年4月からの教育企画・評価室での業務について、3月で1年間の任期が満了となりました。
在任中は、これまでとは違った立場から鹿屋体育大学の教育に携わることで、本学の素晴らしさと魅
力を再確認することができました。また、業務を通して学生の修学のために多くの方々が動いてくだ
さっていることを実感することができました。学生の皆さんは、これからも鹿屋体育大学の素晴らしい先
生方や職員の方々からサポート受けながら、自己実現に向けて一生懸命活動して欲しいと思います。
私事ですが、4月からは本学のスポーツ・武道実践科学系の講師（コーチング学（野球））を務めるこ
とになりました。これからさらに鹿屋体育大学の学生の教育・研究に貢献できることを楽しみにしてい
ます。立場は変わりますが、これからもよろしくお願いします。

教育企画・評価室
特任助教 藤井雅文

１年間ありがとうございました

汎用的能力（PROGテスト）における1年次から3年次への経年変化
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在学生における学びの軌跡：汎用的能力編

　図は、体育大生の入学時（1年次）の4月から3年次の11月までの汎用的能力（PROGテスト）の入学年度ごとの変化を示したも
のです。また、リテラシーとは、知識（数的処理力や文脈理解力など）を使っての課題解決力を示します。コンピテンシーとは人と協力
しながら問題解決を行うことができる能力を示しています。
　体育大生のコンピテンシーは、入学時から全国平均値（赤いライン）よりも高く、3年次でも高いことが特徴です。現4年生の平均
的な学びの軌跡をたどると、過去の先輩と同様に3年次でも伸びており、特に武道課程の学生の伸びが大きいことがわかります。
　一方リテラシーは、両課程ともに1年次からの伸びが認められませんでした。この結果は、3〜10分程度でテストの回答を行った数
名の学生の得点が少しばかり影響していることもありますが、全体的に基礎学力や一般教養の学修、さらには課題解決に関わる演
習（例えば総合演習やゼミナールでの活動）が不足していることが考えられます。コロナ禍の影響で、対面でのグループワークや演
習が不十分なことが影響したかもしれませんが、この点の改善は、本年4月からはじまる新教育課程でも対応しますので、乞うご期待
を！　
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2019年前期と2020年前期の授業の理解度、満足度、授業時間外の学修時間

満足度は落ちなかったか？

講義科目を多く含む「一般科目」「専門科目」では、
WebClassやWebExを使った遠隔授業が大半を占めた。一

方、講義科目の中でも「キャリア科目」「教職科目」は対面が
半数の割合を占めた。また、実技を要する「専攻科目」や「関
連実践科目」の多くは対面形式であった。コロナ禍であるが、
体育大学としての授業の質を保証するためにも対面授業が
実施されたといえる。

今後は、対面と遠隔の両方を使いながらの授業形態が増
えていくと思われる。教職員が授業形態を工夫しながら授業
の質を保証するのは当然のことであるが、学生も如何なる授
業形態になっても自発的に学修できるように準備と態度の形
成が期待される。

2019年度と同様に2020年度の授業の理解度が維持された科目は、「一般科目」「専門科目」といった遠隔授業を多く実施し

た講義科目の授業であった。一方、少し低下した科目は対面授業で演習を多く行った「キャリア科目」「教職科目」、さらに低下
した科目は実技を多く含む「関連実技」「専攻科目」であった。

これらの違いの原因は、前述した科目群の授業形態が影響していると予想される。「一般科目」「専門科目」では、効果的に
遠隔授業が実施され、理解度の維持に繋がったと考えられる。一方、 「専攻科目」「関連実技」等では、感染予防の観点から、
十分に実習や演習ができなかったことが理解度を低下させたと考えられる。

また、授業の満足度は、理解度とよく似た傾向を示した。「一般科目」はほぼ維持、「専門科目」では向上していた。これらの
科目は、遠隔授業等が適切に実施され、学生の学びが充実し、満足度が維持・増加したと予想される。一方、「キャリア科目」
と「専攻科目」については、例年通りのグループワークや実技実習ができないこともあり、他の科目と比較して大きく低下したと
推察される。これらの科目については、対面形式、遠隔形式を含めて、なお一層の授業改善や学修の改善が求められている
と考えられる。

授業時間外学修時間は理解度や満足度とは異なり、全体的に僅
かではあるが増加傾向にあった。授業での課題等が増えたこと、
部活動の時間が制限され、不要不急の外出できない分、授業外で
の学修に時間を割けた可能性がある。
特に、「一般科目・専門科目」では5分以上長くなり、1科目当たり

平均20分の学修時間になった。1科目で60-80分の授業科目もあ

ることを考慮すると、予習や復習、さらには授業等で学んだことか
ら派生した調べもの学修や友人との三密を避けたディスカッション
などの時間が増加することが期待される。

2020年度は、当初東京オリンピック・パラリンピック大会を想定して、変則的な学事日程となっていました。そこに、春先よりコロ
ナ感染症の拡大により、入学式の中止や授業開始が約1ヶ月遅れ、例年とは異なる授業となりました。これまで誰も経験したこと
のない状況でしたが、どうにか2020年度予定されていた授業を概ね終えることができました。本学の事務職員並びに教職員の

臨機応変な対応もさることながら、学生諸君の協力・努力なくしては、この危機を乗り越えることができなかったことを実感します。
そこで、実際にコロナ禍にあった2020年度前期と、そうでなかった2019年度の前期授業でどのような違いがあったのかについて

検証してみました。どんな状況でも、「学び続けることをやめない」「学びの質を保つ・高めること」を念頭に取り組んできましたが、
その点をご確認下さい。

2020年前期の授業の実施方法：遠隔授業の実施率は？

理解度は落ちなかったか？

予習復習時間は増えたか？
(分)/1科目当たり

コロナ禍における授業の状況 2020年度入学時アンケート調査

【課程別】

【入学試験別①：全体】

【入学試験別②：スポーツ総合課程】

【入学試験③：武道課程】

全体・両課程に大きな傾向差はなく、競技が好きなうえで目的意識（全国大会で入賞など）がはっきりしていることが分かる。
入学時には、「自らの競技力を高める」と同時に「指導者になる」ことを意識して加入していることが注目される。また、自分自身
の「記録や技術の向上」にも大きな意味を見出している。この傾向は、2年生以上の在学生の入学時と同じ傾向を示した。

毎年、新1年生については、4月に志望動機や就職希望なども含む「入学時アンケート調査」をアドミッションセンターが実施し

ています。これまで、この調査結果について在学生や教員にはあまり公開されてきませんでした。しかし、「どんな思いを持って、
本学に入学してきたのか」「どうして運動部に入りたいのか」などを、教職員学生が相互に理解しておくことは、学修や教育・支援
を進める上で重要になると考えます。
色々なアンケート項目がある中、今回は新1年生の「大学でやりたいこと」「部活動所属の理由」について紹介します。2年生以

上にとっては、「どんな思いで体育大に入学してきたのか」を思い出し、初心に返る良い機会になるかもしれません。自分とは違
う思いや考えを持った仲間も居ることも意識しながら、データを観るとよいでしょう。

入学時においては、「勉強」よりも「部活動」をメインに考えていることが見て取れる。特に、大学であるにも関わらず、「勉強」と
回答しない学生が20％も居ることに注目したい。さらに、一般入試で入学した学生よりもAO入試や推薦入試で入学した学生の

方が「勉強」や「部活動」への意識が高いことがうかがえる。また、その他の項目で見ると、「友人をつくること」、「資格の取得」
については半数の学生が入学時の希望として掲げている。

大学でやりたいこと

部活動所属理由
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2019年前期と2020年前期の授業の理解度、満足度、授業時間外の学修時間

満足度は落ちなかったか？

講義科目を多く含む「一般科目」「専門科目」では、
WebClassやWebExを使った遠隔授業が大半を占めた。一

方、講義科目の中でも「キャリア科目」「教職科目」は対面が
半数の割合を占めた。また、実技を要する「専攻科目」や「関
連実践科目」の多くは対面形式であった。コロナ禍であるが、
体育大学としての授業の質を保証するためにも対面授業が
実施されたといえる。

今後は、対面と遠隔の両方を使いながらの授業形態が増
えていくと思われる。教職員が授業形態を工夫しながら授業
の質を保証するのは当然のことであるが、学生も如何なる授
業形態になっても自発的に学修できるように準備と態度の形
成が期待される。

2019年度と同様に2020年度の授業の理解度が維持された科目は、「一般科目」「専門科目」といった遠隔授業を多く実施し

た講義科目の授業であった。一方、少し低下した科目は対面授業で演習を多く行った「キャリア科目」「教職科目」、さらに低下
した科目は実技を多く含む「関連実技」「専攻科目」であった。

これらの違いの原因は、前述した科目群の授業形態が影響していると予想される。「一般科目」「専門科目」では、効果的に
遠隔授業が実施され、理解度の維持に繋がったと考えられる。一方、 「専攻科目」「関連実技」等では、感染予防の観点から、
十分に実習や演習ができなかったことが理解度を低下させたと考えられる。

また、授業の満足度は、理解度とよく似た傾向を示した。「一般科目」はほぼ維持、「専門科目」では向上していた。これらの
科目は、遠隔授業等が適切に実施され、学生の学びが充実し、満足度が維持・増加したと予想される。一方、「キャリア科目」
と「専攻科目」については、例年通りのグループワークや実技実習ができないこともあり、他の科目と比較して大きく低下したと
推察される。これらの科目については、対面形式、遠隔形式を含めて、なお一層の授業改善や学修の改善が求められている
と考えられる。

授業時間外学修時間は理解度や満足度とは異なり、全体的に僅
かではあるが増加傾向にあった。授業での課題等が増えたこと、
部活動の時間が制限され、不要不急の外出できない分、授業外で
の学修に時間を割けた可能性がある。
特に、「一般科目・専門科目」では5分以上長くなり、1科目当たり

平均20分の学修時間になった。1科目で60-80分の授業科目もあ

ることを考慮すると、予習や復習、さらには授業等で学んだことか
ら派生した調べもの学修や友人との三密を避けたディスカッション
などの時間が増加することが期待される。

2020年度は、当初東京オリンピック・パラリンピック大会を想定して、変則的な学事日程となっていました。そこに、春先よりコロ
ナ感染症の拡大により、入学式の中止や授業開始が約1ヶ月遅れ、例年とは異なる授業となりました。これまで誰も経験したこと
のない状況でしたが、どうにか2020年度予定されていた授業を概ね終えることができました。本学の事務職員並びに教職員の

臨機応変な対応もさることながら、学生諸君の協力・努力なくしては、この危機を乗り越えることができなかったことを実感します。
そこで、実際にコロナ禍にあった2020年度前期と、そうでなかった2019年度の前期授業でどのような違いがあったのかについて

検証してみました。どんな状況でも、「学び続けることをやめない」「学びの質を保つ・高めること」を念頭に取り組んできましたが、
その点をご確認下さい。

2020年前期の授業の実施方法：遠隔授業の実施率は？

理解度は落ちなかったか？

予習復習時間は増えたか？
(分)/1科目当たり

コロナ禍における授業の状況 2020年度入学時アンケート調査

【課程別】

【入学試験別①：全体】

【入学試験別②：スポーツ総合課程】

【入学試験③：武道課程】

全体・両課程に大きな傾向差はなく、競技が好きなうえで目的意識（全国大会で入賞など）がはっきりしていることが分かる。
入学時には、「自らの競技力を高める」と同時に「指導者になる」ことを意識して加入していることが注目される。また、自分自身
の「記録や技術の向上」にも大きな意味を見出している。この傾向は、2年生以上の在学生の入学時と同じ傾向を示した。

毎年、新1年生については、4月に志望動機や就職希望なども含む「入学時アンケート調査」をアドミッションセンターが実施し

ています。これまで、この調査結果について在学生や教員にはあまり公開されてきませんでした。しかし、「どんな思いを持って、
本学に入学してきたのか」「どうして運動部に入りたいのか」などを、教職員学生が相互に理解しておくことは、学修や教育・支援
を進める上で重要になると考えます。
色々なアンケート項目がある中、今回は新1年生の「大学でやりたいこと」「部活動所属の理由」について紹介します。2年生以

上にとっては、「どんな思いで体育大に入学してきたのか」を思い出し、初心に返る良い機会になるかもしれません。自分とは違
う思いや考えを持った仲間も居ることも意識しながら、データを観るとよいでしょう。

入学時においては、「勉強」よりも「部活動」をメインに考えていることが見て取れる。特に、大学であるにも関わらず、「勉強」と
回答しない学生が20％も居ることに注目したい。さらに、一般入試で入学した学生よりもAO入試や推薦入試で入学した学生の

方が「勉強」や「部活動」への意識が高いことがうかがえる。また、その他の項目で見ると、「友人をつくること」、「資格の取得」
については半数の学生が入学時の希望として掲げている。

大学でやりたいこと

部活動所属理由
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「競技力向上」のその先へ

山本 一生 准教授

スポーツ人文・応用社会科学系

学校と教育の歴史や教師論などの教職科目を担当している山本一生（やまもといっせい）
です。本学の教職課程は、中学高校の保健体育の教員免許状を取得し、教師となることを目
指す課程です。
まず、教職課程履修者のみなさんに伝えたいことは、「先生を目指す」ことだけに絞るのでは
なく、教職での学びを幅広く活かしてほしい、ということです。部活動やアルバイト、今後の生
活などでぶつかる困難に対してヒントとなる学びが、教職科目にはあるはずです。教職を通じ
た教養教育こそ、教員養成系大学ではない本学教職課程の重要なポイントだと思います。
次に、本学学生のみなさんに伝えたいことは、「「生徒」から「学生」へ」「「教わる」から「学
ぶ」へ」「参加」から「参画」へ」という3点です。それぞれ似たような文言ですが、みなさんは
どう違うと考えますか？
私は、「指示を受けるという消極的な在り方から、主体的に行動するという積極的な在り方
へ」という点が重要と考えております。部活動においても、指導者の指示を受けるだけではな
く、自分たちで競技力向上のためにトレーニングやパフォーマンスを考えていくでしょう。さら
に様々な体験を言語化することを通して、「競技力向上」のその先を、自らの力で切り開きま
しょう。
ついでですが、「教授」などは職階名、「先生」は敬称です。レポートなどで「山本准教授」と
書かないようにしましょう。せめて、「山本先生」にして下さい。

研究キーワード

日本教育史・中国教育史・

都市史（中国青島）

「学生の皆さんへの期待」

小澤 雄二 教授

スポーツ・武道実践科学系

研究キーワード

武道

教材開発

柔道コーチング

柔道や武道学概論などの授業と柔道部の学生支援を担当している小澤雄二です。研究

の方は、安全な武道指導を目的とした用具の開発、柔道授業のための教材開発、柔道の

コーチングなどを主なテーマとしています。

さて、昨今のコロナ禍においてさまざまな制約があるなか、皆さんも苦労の多い学生生活

を過ごしていることでしょう。このような状況でありますが、大学生になって「自分のやりたい

こと」は見つかりましたか？　即座に「はい」と答えられる人は、本当に幸運かつ素晴らしいこ

とですから、迷わず、真っすぐに努力をしてください。

しかし、多くの人は想い、迷い、悩みながら、「自分のやりたいこと」を見つけていくのかもし

れません。たとえ今、それが明確でなくても、その時々に「そのためにやるべきこと」に向き合え

ること自体が幸せなことであり、かけがえのない日常なのではないでしょうか。

そんな日常において、心掛けてほしいことがあります。それは日々のさまざまな決断に際し

て、何事もまずは自分の頭でしっかり考えて判断し、そして行動することです。その先に、皆さ

んにしか見えない未来があるのかもしれません。

皆さんのかけがえのない学生生活が、充実したものになることを期待しています。

教員から体育大生へのメッセージ

2020年4月からの教育企画・評価室での業務について、3月で1年間の任期が満了となりました。
在任中は、これまでとは違った立場から鹿屋体育大学の教育に携わることで、本学の素晴らしさと魅
力を再確認することができました。また、業務を通して学生の修学のために多くの方々が動いてくだ
さっていることを実感することができました。学生の皆さんは、これからも鹿屋体育大学の素晴らしい先
生方や職員の方々からサポート受けながら、自己実現に向けて一生懸命活動して欲しいと思います。
私事ですが、4月からは本学のスポーツ・武道実践科学系の講師（コーチング学（野球））を務めるこ
とになりました。これからさらに鹿屋体育大学の学生の教育・研究に貢献できることを楽しみにしてい
ます。立場は変わりますが、これからもよろしくお願いします。

教育企画・評価室
特任助教 藤井雅文

１年間ありがとうございました

汎用的能力（PROGテスト）における1年次から3年次への経年変化

＜発行＞

鹿屋体育大学 教育企画・評価室

〒891-2393 鹿児島県鹿屋市白水町1番地
大学院棟１階

TEL&FAX : 0994-46-5082
E-MAIL: kyoumu-ap@nifs-k.ac.jp

＜企画・編集＞
藤井雅文・岡田あゆみ・金高宏文

教育企画・評価室のHPもご覧ください

http://ap.nifs-k.ac.jp/

在学生における学びの軌跡：汎用的能力編

　図は、体育大生の入学時（1年次）の4月から3年次の11月までの汎用的能力（PROGテスト）の入学年度ごとの変化を示したも
のです。また、リテラシーとは、知識（数的処理力や文脈理解力など）を使っての課題解決力を示します。コンピテンシーとは人と協力
しながら問題解決を行うことができる能力を示しています。
　体育大生のコンピテンシーは、入学時から全国平均値（赤いライン）よりも高く、3年次でも高いことが特徴です。現4年生の平均
的な学びの軌跡をたどると、過去の先輩と同様に3年次でも伸びており、特に武道課程の学生の伸びが大きいことがわかります。
　一方リテラシーは、両課程ともに1年次からの伸びが認められませんでした。この結果は、3〜10分程度でテストの回答を行った数
名の学生の得点が少しばかり影響していることもありますが、全体的に基礎学力や一般教養の学修、さらには課題解決に関わる演
習（例えば総合演習やゼミナールでの活動）が不足していることが考えられます。コロナ禍の影響で、対面でのグループワークや演
習が不十分なことが影響したかもしれませんが、この点の改善は、本年4月からはじまる新教育課程でも対応しますので、乞うご期待
を！　

1年次 3年次 全国平均（1年） 全国平均（3年）
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「知恵と知識 ～2つの三角形と魔法の呪文～」

「知る」楽しさ，「分かる」楽しさ，「学ぶ」楽しさ

下底

上底

高
さ

教員から体育大生へのメッセージ

　保健体育科教育関連科目やダンスの授業を担当している栫 （かこい） ちか子です．体育や
保健等の授業づくりや学修成果 ・ 評価等を，研究 ・ 教育のテーマにしています．
　私が小学校に入学する前，アニメ「ドラえもん」を見ていた際，いつものようにのび太くんが，
“ 宿題が嫌だ～，勉強なんて大嫌いだ～ ”，とドラえもんに，“ 何とかして～ ” と泣きついている
場面がありました．その時， 一緒にテレビを見ていた母が， ボソッと「本当は勉強って楽しいの
よ．新しいことを知ったり，知らなかったことが分かったりすることって，結構面白いのよ．」と独り
言のように呟きました．当時は「ふーん」としか感じなかったのですが，小学校に入学し，授業が
始まると，事あるごとに母のその言葉が頭に浮かび，「知る」こと，「分かる」こと，「学ぶ」ことが
「楽しい」と思えるようになりました．
　もちろん， 苦手な教科もありました．受験勉強も本当に辛かったです．いつも勉強することが
楽しいわけではありませんが， それでもどこか自分の根っこの部分に， 知って分かって学ぶこと
は「楽しい」ことだという感覚があります．特に大学は，自分の興味 ・ 関心に従って，ひたすら探
求できる貴重な場所です．知的な刺激に溢れたこの場所が私は大好きです．皆さんも， 是非，
大学で「知る」「分かる」「学ぶ」楽しさを実感してください． 
　ちなみに母は，現在，「私，そんなこと言ったっけ？」と，まるで覚えていません ・ ・ ・ ．

スポーツ人文・応用社会科学系

栫　ちか子 講師

研究キーワード

  体育：保健等の授業づくり

  学修成果・評価

　主にスポーツバイオメカニクス関係の授業を担当している村田宗紀です．
研究では，様々な身体運動の機序解明や，分析手法の開発などを行っています．

　さて，皆さんは小学校で台形の面積の求め方を学んだと思います．
台形は三角形（青色と赤色）の組み合わせなので「赤い三角形の面積＋
青い三角形の面積＝（上底×高さ÷２）＋（下底×高さ÷２）＝（上底＋下底）×高さ÷２」となること
がわかります．つまり，三角形の面積計算ができれば台形の面積計算もできます．このことに気が
付いた瞬間は，私にとって出所がよくわからない魔法の呪文（ジョウテイタスカテイ…）が，確かなイ
メージ（2つの三角形）と結びついた瞬間であり，とても記憶に残っています．そして，苦労して覚え
た魔法の呪文は忘れても，このイメージは今でも消えません． 
　ここで言いたいことは，理解せずに何かを覚えることは苦行ですし，時間と共に知識も失われる
でしょう（投資対効果最悪です）．一方，理解することは楽しく，一生残る知恵になるということです．
近年では，インターネットの普及に伴い，“誰でもいつでもアクセスできる知識”に価値が見出しにく
く，他の誰かができないことを実現する知恵が求められているのかもしれません．大学は教育研究
機関であり，答えの定まっていない問題に得られた知識を前提に議論することで，知恵を得るのに
最適な場です．是非，どんな課題も答えを他者に求めるのではなく，自分なりの解釈や主張を一生懸命考えてみてください．
そして，皆さんの大学生活が，卒業後のはるかに長い人生を豊かにする知恵を得る機会になることを願っています． 

スポーツ生命科学系

村田 宗紀 講師

研究キーワード

  スポーツバイオメカニクス

  動作分析 シミュレーション

  分析手法の提案
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＜企画・編集＞
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新教育課程の理解度：指導力に加え，研究力を高める！

教育企画・評価室
特任助教 山口 大貴
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　あとがき（10月末退職のご挨拶）

　2018年11月から約5年間,教育企画・評価室で勤務させていただきました岡田と
申します.普段は皆さんにお目にかかることはなかったのですが,PROGやSCCOTの
テスト,NIFSpass等で関わってくるお母さん的な立場の人です.笑（しつこいメー
ル等すみませんでした・・・）
　大学教育再生加速プログラム（AP）というプロジェクトで学修行動の可視化,
皆さんが学びを得やすい環境を考えたり,ニューズレターを作ったり,また何より
SCCOTのテスト開発・運営に携われたことは,私にとって特別な経験でした.
　多岐にわたる仕事を通して皆さんの成長を間近で感じることができ,本当に幸
せです.これからも家族とともに１番のファンとして皆さんを応援しています.

半年間、お世話になりました

　2021年 4月から半年間,教育企画・評価室で業務に携わらせていただきました.
本業務では , 教育の質保証に向けて , 学修行動およびその成果の可視化に取り組んで参
りました . これらの業務を通して私は , 学生の皆さんが学業に集中できる環境が整って
いるのは多くの先生や職員の方々の支援のおかげであることに気がつきました.
学生の皆さんは,本学の環境を最大限活用し,目標を達成できるようにして欲しいです.
　私事ですが,9月からは本学のスポーツ武道・実践科学系の講師（コーチング学（自転車
競技））を務めることになりました . 教育企画・評価室からは離れますが , 鹿屋体育大学
の学生の教育・研究に貢献できることを楽しみにしています.
　今後ともよろしくお願いします.

■本年4月より教育課程が，本学の教育研究のミッション，
学修の現状，将来を見通して7年ぶりに変更されました．
大きな変更のポイントは，これまでの専攻科目を中心とした
「指導力専攻」によるスポーツ等の指導力の修得に加えて，
応用科目・ゼミナール科目を中心とした「専門研究領域」
による研究力の専門性を高めることを強化しました．学生
は「指導」と「研究」において，自らが目指す「専攻」と「領
域」を選択し，修めることが明確になりました（右図）．
■この変更に伴う科目履修について，2021年前期にどれ
ほど理解されているかについて調査したところ，指導専攻
に関わる「生涯スポーツ系の履修（左下図）」と研究領域
に関わる「応用科目の履修（右中図）」においての理解不
足が認められました．

■１年生の調査（右図）からは， ２割前後の学生で必要な
単位数や科目についての理解不足があるようです．大学と
しては，全学生が理解できるように，オリエンテーションのあ
り方や説明をさらに改善する必要があるといえるでしょう．
★研究力も高めようとしている新教育課程では，授業以外
でも学修の支援をするために 「体育 ・ スポーツ教育強化
プログラム」 を立ち上げました．興味のある人は教務課へ
相談してください．
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「常に疑問を持ち、探求する心」

廣津 匡隆 准教授

スポーツ生命科学系

スポーツ医学を担当している廣津匡隆です。
私が皆さんに伝えたいことは “常に疑問を持ち、探求する心”を持つことです。
アスリートが自分の信じられるものを信じ続けていくことは大事ですが、信じるだけでなく今

の自分に疑問を持つことも同様に大事だと思います。
私は整形外科医となって20年以上経ちますが、医療において20年前と現在で変化したこ

とは山ほどあります。スポーツ界においても、トレーニング方法や考え方など変化したことは多
いと思います。このような変化はなぜ起こったのか？ まさしく、誰かが疑問を持ち、探求し、解
明していった証です。
そう考えると、現在の傷害予防やパフォーマンス向上のトレーニング法などは最良の方法な

のでしょうか？ もっと良い方法があるかもしれません。“常に現状に疑問を持ち、更に良い方
法などを探求する”ことが、皆さん自身の成長だけでなく、今後のスポーツ界全体の成長に繋
がるのではないでしょうか。
スポーツは集中すると、周りが見えにくくなりがちです。体育大学に入学し、スポーツについ

て勉強する機会を得たわけですので、有効に学生生活を利用し、もう一度自分の競技スポー
ツを客観的に見つめ直してほしいと思います。
大学生活はあっという間です。漫然と過ごせば、楽しい大学生活にはなるでしょう。しかし、

身になる大学生活にしてほしいと私は願っています。要は、自分のやる気次第です。教職員は
全力でサポートします。みなさんの頑張りを期待しています。

研究キーワード
膝関節
整形外科

「大学は大人の小学校」

関 朋昭 教授

スポーツ人文・
応用社会科学系

研究キーワード
組 織 クラブ
チーム 部活動

スポーツマネジメントなどを担当している関 朋昭（せき ともあき）です。私は、クラブやチーム
などの組織の問題を主に研究対象としていますが、研究の守備範囲は広い方です。さて、そもそ
も研究とは何でしょうか？ そのヒントは小学校にあるのではないでしょうか。
まずは小学校の頃を一緒に想い出してみましょう。私は好きだった女の子のことを真っ先に思
い出しました。なぜ想い出したのか？ 本気でその子のことを考えていたからです。「覚えたこと
は忘れるが、考えたことは忘れない」ある偉い学者が言っていたような。スポーツの話をします。
小学校時代、私はサッカー少年団に入っていました。そこそこ強いチームでしたが、全国大会の
一歩手前で必ずライバルチームに負けていました。その時に考えていたことは「ライバルチーム
はなぜ強いんだろう」逆説的に「自分たちはなぜ弱いんだろう」と真剣に考えていました。これは
立派な研究テーマです。この疑問を当時の先生（監督）へ聞いてみたところ、先生は「相手チー
ムはウチ（自分たち）よりもたくさん練習しているからだ」と答えました。「嘘だ」と思いました。
小学校の話へ戻りましょう。授業中、先生の説明が理解できない時には、私も友達も素直に

「わかりません！！」と言える雰囲気でした。「わからない」ということを真面目に考えていた小学
校の授業は、楽しかった想い出しかありません。皆さんも授業中に関わらず、先生の説明がわか
らない時は「わかりません」と堂々と言ってみてはいかがでしょうか。ちょっとの勇気が自分や周
りを変えるはずです。皆さんの大学生活を応援しています。

教員から体育大生へのメッセージ

授業振り返りアンケートの結果は教員顕彰にも活用されています！

優秀授業科目担当者

2021年９月から半年間、教育企画・評価室の業務に携わらせていただきました。学部・大学院・実業団選手

時代を合わせると約10年間、鹿屋体育大学でお世話になりました。

本業務を通して、体育・スポーツを中心とした鹿屋体育大学の熱心な教育に、ハッとさせられることが多くあ

りました。学生の頃は、当たり前のように大学の授業や教育を受けていました。しかし、職員の立場で学生のこ

とを考えると、多くの場面で学生生活が充実するよう工夫されていることを実感しました。学生のみなさんは、

自分のやりたいこと、今できることを見極め、鹿屋体育大学の地の利を生かして充実した学生生活を送られるこ

とを願っています。最後になりますが、室長の金高宏文先生、室員の先生方、業務を共にした日髙嘉代子さん、

教務課の皆さん、ご迷惑をおかけしながらも半年間ご指導いただき、ありがとうございました。
教育企画・評価室
特任研究員 青柳唯

教育企画・評価室
特任研究員 大澤啓亮

＜発行＞

鹿屋体育大学 教育企画・評価室
〒891-2393 鹿児島県鹿屋市白水町1番地

大学院棟１階
TEL&FAX : 0994-46-5082
E-MAIL: kyoumu-ap@nifs-k.ac.jp

＜企画・編集＞
青柳唯・大澤啓亮・日髙嘉代子・金高宏文

＼忍者パンフレットが新しくなりました／

半年間ありがとうございました

よろしくお願いします

2022年4月より、教育企画・評価室に配属になりました大澤啓亮と申します。

出身は東京で昨年の9月から鹿屋体育大学に着任し、半年が過ぎました。鹿屋市に来ることは初めてでしたが、

ようやく慣れはじめ、自然が豊かで食べ物が美味しくとても恵まれた環境だと日々感じております。

筑波大学大学院を卒業後は約5年間、日本スポーツ振興センター（JSC）で働き、国内外における競技力向上に

関する情報の配信や競技団体の競技力の分析といった、競技力向上に関わる業務に携わっておりました。大学教

育に関わることは初めてですが、皆さんの学生生活がより充実したものになるようサポートできればと思います。

　令和元年度より、授業履修者による「授業振り返りアンケート」の授業得点から優秀授業科目を決定しています。優秀
授業科目の担当教員は、教員表彰規則に基づく優秀授業賞候補者として推薦されています。下記は、令和2年度の授業に
おいて優秀授業賞で顕彰された教員の一覧です。「授業振り返りアンケート」は、受講学生のより充実した学びを促進す
るとともに、教員の授業改善の取組を加速させることにも寄与しています。毎学期のアンケートは大変かも知れませんが、
学生自身の率直な振り返りが本学の教育の質を向上させることにも繋がっていることを理解し、取り組んでいただければ
と思います。

◆教員からの授業メッセージ
◆卒業後アンケート集計報告
◆SCCOTテスト・PROGテストの経年変化
◆教員表彰

教員から体育大生へのメッセージ

講義・演習科目

青木 竜 教職実践演習
（中・高） 幾留 沙智 スポーツカウンセリング論

荻田 太 運動生理学 栫 ちか子
教職実践演習（中・高）
保健体育科教育法Ⅲ
特別活動論
保健体育科教育法Ⅱ
保健体育科教育法Ⅰ

金高 宏文 キャリアセミナー 国重 徹 キャリアセミナー

栗山 靖弘
教職実践演習（中・高）
教育方法・技術
国語・文章表現法

小森 大輔 教職実践演習
（中・高）

坂中 美郷 教職実践演習
（中・高） 隅野美砂輝

スポーツマーケティング論
スポーツ産業論
キャリアセミナー

髙井 洋平 トレーニング科学概論 竹中健太郎 教職実践演習
（中・高）

田巻 弘之 運動生理学 中村 勇 武道史

中本 浩揮 教職実践演習
（中・高） 濱田 幸二 教職実践演習

（中・高）

浜田 幸史
教職実践演習（中・高）
保健体育科教育法Ⅲ
特別活動論
保健体育科教育法Ⅱ
保健体育科教育法Ⅰ

松村 勲 教職実践演習
（中・高）

森 克己 教職実践演習（中・高）
国語・文章表現法 山本 一生 教職実践演習

（中・高）

山本 正嘉 トレーニング科学概論 吉田剛一郎 運動生化学

実技科目

青木 竜 ソフトボール① 瓜田 吉久 陸上・体操・水泳②

栫 ちか子 ダンス② 小森 大輔 陸上・体操・水泳②

坂中 美郷 バレーボール①
卓球① 塩川 勝行 バドミントン②

下川 美佳
専修武道論・実習Ⅳ－剣道
専修武道論・実習Ⅱ－剣道
なぎなた

竹中健太郎 専修武道論・実習Ⅳ－剣道
専修武道論・実習Ⅱ－剣道

永原 隆 陸上・体操・水泳② 濱田 幸二
バレーボール①
卓球①
ソフトボール①

前阪 茂樹 専修武道論・実習Ⅳ－剣道
専修武道論・実習Ⅱ－剣道 松村 勲 陸上・体操・水泳②

三浦 健 バドミントン②
ソフトボール① 村上 俊祐 卓球①

村田 憲亮 陸上・体操・水泳②
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卒業後アンケート５年分 （2017年度～2021年度） PROGの経年変化 （2014〜2021年度入学生を対象に）

卒業後アンケートは、本学学生が卒業後にスポーツ・武道・健康づくりにどのように関わっているのかなどを調査しているもの
です。2017年度から5年間に渡り、卒業後3年・10年経過した卒業生を対象にアンケートを実施しています。教職員や在学生が
卒業生の状況を相互に理解しておくことは、大学における教育や進路・キャリアデザインを考える上で重要になると考えます。

様々なアンケート項目がある中、今回は卒業後、スポーツ・武道・健康づくりに「どのように関わったことがあるか」「どのよ
うな目的で関わってきたか」「今後、関わりたいか」について紹介します。

Q．卒業後、スポーツ・武道・健康づくりにどのように関わったことがありますか？

「スポーツ・武道・健康づくりの関わり方」を調査した結果、「する」や「支える」スポーツで関わっている人が多いことがわ
かりました。特に、プライベートで「自分がする」人が増加していました。しかし、仕事で「関わったことはない」人も微増して
いました。

Q．どのような目的で関わってきましたか？

「どのような目的でスポーツ・武道・健康づくりに関わってきたか」をみると、競技力向上や心身の健康づくり、地域振興を目
的に関わっている人がほとんどでした。しかし、5年間で、地域振興を目的として関わっている人が減っていることがわかりまし
た。本学の卒業生は、卒業時よりも実際に関わっている人が多くいること、仕事やプライベートでの競技力向上や心身の健康づく
りを目的として「する」スポーツに関わっている人が増えている傾向にあるといえるでしょう。一方、本学の理念のスポーツ・武
道文化の振興・発展への関わりである「地域振興」は、少なくなってきているので、教育改善が期待されます。

Q．今後、スポーツ・武道・健康づくりに関わりたいですか？

SCCOTの経年変化 （2018〜2021年度入学生を対象に）

右の図は、本学を卒業後の回答（ ）と卒業する
際に回答した結果（ ）を比較したものです。

卒業後3年・10年経過した卒業生は、「今後、スポー
ツ・武道・健康づくりに関わりたいか」という問いに対
して、仕事としては約68％以上、プライベートとして
は約83％以上の人が「関わりたい」と答えていまし
た。
　一方、卒業時に「関わりたい」と答えた人（ ）は約
89％、卒業後、仕事やプライベートで実際に関わって
いる人（ ）は約91％以上いることから、卒業時よ
りも実際に関わっている人が多くいました。

では、「関わりたい」と答えた人はどのように関わっ
ているのか以下で見ていきましょう。
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（文責 青柳）

4年次

2年次

3年次

1年次

PROGは、社会で求められる汎用的な能力・態度・志向（＝ジェネリックスキル、社会人基礎力）を測定するテストのことです。
リテラシーは知識を活用して問題を解決する力（情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力）、コンピテンシーでは自分にベス
トな状態をもたらそうとする力（対人基礎力、対自己基礎力、対課題基礎力）を測定しています。 本学では、1年次前期と3年次後
期に2つのテストを、4年次の卒業論文提出後にコンピテンシーのテストを実施し、それらの能力が本学の学びによりどのように伸長
しているかを確認しています。下図の横線は全国の大学生の1年次（実線）と3年次（破線）の平均値を示しています。

コンピテンシーは、両課程、学年ともに全国平均値を大きく上回っています。4年次の卒業論文提出後にテストを実施するように
なった2015年度以降では、3年次後期から大きな伸びを示していることを確認しております。卒業研究による教育効果を実感してい
るところです。一方、リテラシーについては2018年度入学生以降、3年次での伸びがあまり観られないのが気になるところです。コ
ロナ禍によりWebでのテスト実施などが影響しているのかも知れません。今後詳しく分析し、対応策を検討します。  （文責 金高）

（文責 金高）

※ 2019年度以降よりWeb版でのテスト実施となった（〇印）
※ 2019年度以降よりWeb版でのテスト実施となった（〇印）

　SCCOT（スコット）は，日本のスポーツ界が目指している 「プレーヤー中心の考えに基づいたコーチングを行うための行動・ 判断力」
を可視化するテストです。2015年度に本学が開発し，2018年度までテストの実施時期を含め，試験的・段階的に実施してきました。現
4年次生（上図の3年次生）からは，1年次：6-7月，2年-4年次：1-3月と実施時期も固定され，スポーツ指導に関わる専門的知識・技
能・態度の修得度，実習の体験により，この行動・判断力をどのように変化させているかを経年的に把握できるようになりました。
　2019年度入学生以降では，学年進行とともに上昇する傾向が確認できます。特に，専門的知識の学びが増える2年次，スポーツ指
導実習を終えた3年次に大きな伸びがあることが確認できております。また，5ポイント（赤破線）は，スポーツ指導歴を3年以上有す
る指導者の平均レベルを示します。そのレベルにも到達するようになっています。今後は，“コーチのコーチ”と言われるコーチデベ
ロッパー（日本スポーツ協会指導者養成講習会の講師の名称）の平均値である6-7ポイントにもなれるように，学びや教育の充実を図
ります。
　なお，SCCOTは山梨学院大学・スポーツ科学部でも1年次と3年次に実施され，徐々に体育系大学やスポーツ指導者が関わる団体で
も活用されてきています。今後，色々な場面で耳にするテストになるかも知れません。「鹿屋体育大学発のテスト」ですので，各自の
結果とともに，その意味についてもより深く理解し，行動・広報できるようになることを期待します。　　
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卒業後アンケート５年分 （2017年度～2021年度） PROGの経年変化 （2014〜2021年度入学生を対象に）

卒業後アンケートは、本学学生が卒業後にスポーツ・武道・健康づくりにどのように関わっているのかなどを調査しているもの
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卒業生の状況を相互に理解しておくことは、大学における教育や進路・キャリアデザインを考える上で重要になると考えます。

様々なアンケート項目がある中、今回は卒業後、スポーツ・武道・健康づくりに「どのように関わったことがあるか」「どのよ
うな目的で関わってきたか」「今後、関わりたいか」について紹介します。

Q．卒業後、スポーツ・武道・健康づくりにどのように関わったことがありますか？

「スポーツ・武道・健康づくりの関わり方」を調査した結果、「する」や「支える」スポーツで関わっている人が多いことがわ
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的に関わっている人がほとんどでした。しかし、5年間で、地域振興を目的として関わっている人が減っていることがわかりまし
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Q．今後、スポーツ・武道・健康づくりに関わりたいですか？

SCCOTの経年変化 （2018〜2021年度入学生を対象に）

右の図は、本学を卒業後の回答（ ）と卒業する
際に回答した結果（ ）を比較したものです。

卒業後3年・10年経過した卒業生は、「今後、スポー
ツ・武道・健康づくりに関わりたいか」という問いに対
して、仕事としては約68％以上、プライベートとして
は約83％以上の人が「関わりたい」と答えていまし
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る指導者の平均レベルを示します。そのレベルにも到達するようになっています。今後は，“コーチのコーチ”と言われるコーチデベ
ロッパー（日本スポーツ協会指導者養成講習会の講師の名称）の平均値である6-7ポイントにもなれるように，学びや教育の充実を図
ります。
　なお，SCCOTは山梨学院大学・スポーツ科学部でも1年次と3年次に実施され，徐々に体育系大学やスポーツ指導者が関わる団体で
も活用されてきています。今後，色々な場面で耳にするテストになるかも知れません。「鹿屋体育大学発のテスト」ですので，各自の
結果とともに，その意味についてもより深く理解し，行動・広報できるようになることを期待します。　　
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「常に疑問を持ち、探求する心」

廣津 匡隆 准教授

スポーツ生命科学系

スポーツ医学を担当している廣津匡隆です。
私が皆さんに伝えたいことは “常に疑問を持ち、探求する心”を持つことです。
アスリートが自分の信じられるものを信じ続けていくことは大事ですが、信じるだけでなく今

の自分に疑問を持つことも同様に大事だと思います。
私は整形外科医となって20年以上経ちますが、医療において20年前と現在で変化したこ

とは山ほどあります。スポーツ界においても、トレーニング方法や考え方など変化したことは多
いと思います。このような変化はなぜ起こったのか？ まさしく、誰かが疑問を持ち、探求し、解
明していった証です。
そう考えると、現在の傷害予防やパフォーマンス向上のトレーニング法などは最良の方法な

のでしょうか？ もっと良い方法があるかもしれません。“常に現状に疑問を持ち、更に良い方
法などを探求する”ことが、皆さん自身の成長だけでなく、今後のスポーツ界全体の成長に繋
がるのではないでしょうか。
スポーツは集中すると、周りが見えにくくなりがちです。体育大学に入学し、スポーツについ

て勉強する機会を得たわけですので、有効に学生生活を利用し、もう一度自分の競技スポー
ツを客観的に見つめ直してほしいと思います。
大学生活はあっという間です。漫然と過ごせば、楽しい大学生活にはなるでしょう。しかし、

身になる大学生活にしてほしいと私は願っています。要は、自分のやる気次第です。教職員は
全力でサポートします。みなさんの頑張りを期待しています。

研究キーワード
膝関節
整形外科

「大学は大人の小学校」

関 朋昭 教授

スポーツ人文・
応用社会科学系

研究キーワード
組 織 クラブ
チーム 部活動

スポーツマネジメントなどを担当している関 朋昭（せき ともあき）です。私は、クラブやチーム
などの組織の問題を主に研究対象としていますが、研究の守備範囲は広い方です。さて、そもそ
も研究とは何でしょうか？ そのヒントは小学校にあるのではないでしょうか。
まずは小学校の頃を一緒に想い出してみましょう。私は好きだった女の子のことを真っ先に思
い出しました。なぜ想い出したのか？ 本気でその子のことを考えていたからです。「覚えたこと
は忘れるが、考えたことは忘れない」ある偉い学者が言っていたような。スポーツの話をします。
小学校時代、私はサッカー少年団に入っていました。そこそこ強いチームでしたが、全国大会の
一歩手前で必ずライバルチームに負けていました。その時に考えていたことは「ライバルチーム
はなぜ強いんだろう」逆説的に「自分たちはなぜ弱いんだろう」と真剣に考えていました。これは
立派な研究テーマです。この疑問を当時の先生（監督）へ聞いてみたところ、先生は「相手チー
ムはウチ（自分たち）よりもたくさん練習しているからだ」と答えました。「嘘だ」と思いました。
小学校の話へ戻りましょう。授業中、先生の説明が理解できない時には、私も友達も素直に

「わかりません！！」と言える雰囲気でした。「わからない」ということを真面目に考えていた小学
校の授業は、楽しかった想い出しかありません。皆さんも授業中に関わらず、先生の説明がわか
らない時は「わかりません」と堂々と言ってみてはいかがでしょうか。ちょっとの勇気が自分や周
りを変えるはずです。皆さんの大学生活を応援しています。

教員から体育大生へのメッセージ

授業振り返りアンケートの結果は教員顕彰にも活用されています！

優秀授業科目担当者

2021年９月から半年間、教育企画・評価室の業務に携わらせていただきました。学部・大学院・実業団選手

時代を合わせると約10年間、鹿屋体育大学でお世話になりました。

本業務を通して、体育・スポーツを中心とした鹿屋体育大学の熱心な教育に、ハッとさせられることが多くあ

りました。学生の頃は、当たり前のように大学の授業や教育を受けていました。しかし、職員の立場で学生のこ

とを考えると、多くの場面で学生生活が充実するよう工夫されていることを実感しました。学生のみなさんは、

自分のやりたいこと、今できることを見極め、鹿屋体育大学の地の利を生かして充実した学生生活を送られるこ

とを願っています。最後になりますが、室長の金高宏文先生、室員の先生方、業務を共にした日髙嘉代子さん、

教務課の皆さん、ご迷惑をおかけしながらも半年間ご指導いただき、ありがとうございました。
教育企画・評価室
特任研究員 青柳唯

教育企画・評価室
特任研究員 大澤啓亮

＜発行＞

鹿屋体育大学 教育企画・評価室
〒891-2393 鹿児島県鹿屋市白水町1番地

大学院棟１階
TEL&FAX : 0994-46-5082
E-MAIL: kyoumu-ap@nifs-k.ac.jp

＜企画・編集＞
青柳唯・大澤啓亮・日髙嘉代子・金高宏文

＼忍者パンフレットが新しくなりました／

半年間ありがとうございました

よろしくお願いします

2022年4月より、教育企画・評価室に配属になりました大澤啓亮と申します。

出身は東京で昨年の9月から鹿屋体育大学に着任し、半年が過ぎました。鹿屋市に来ることは初めてでしたが、

ようやく慣れはじめ、自然が豊かで食べ物が美味しくとても恵まれた環境だと日々感じております。

筑波大学大学院を卒業後は約5年間、日本スポーツ振興センター（JSC）で働き、国内外における競技力向上に

関する情報の配信や競技団体の競技力の分析といった、競技力向上に関わる業務に携わっておりました。大学教

育に関わることは初めてですが、皆さんの学生生活がより充実したものになるようサポートできればと思います。

　令和元年度より、授業履修者による「授業振り返りアンケート」の授業得点から優秀授業科目を決定しています。優秀
授業科目の担当教員は、教員表彰規則に基づく優秀授業賞候補者として推薦されています。下記は、令和2年度の授業に
おいて優秀授業賞で顕彰された教員の一覧です。「授業振り返りアンケート」は、受講学生のより充実した学びを促進す
るとともに、教員の授業改善の取組を加速させることにも寄与しています。毎学期のアンケートは大変かも知れませんが、
学生自身の率直な振り返りが本学の教育の質を向上させることにも繋がっていることを理解し、取り組んでいただければ
と思います。

◆教員からの授業メッセージ
◆卒業後アンケート集計報告
◆SCCOTテスト・PROGテストの経年変化
◆教員表彰

教員から体育大生へのメッセージ

講義・演習科目

青木 竜 教職実践演習
（中・高） 幾留 沙智 スポーツカウンセリング論

荻田 太 運動生理学 栫 ちか子
教職実践演習（中・高）
保健体育科教育法Ⅲ
特別活動論
保健体育科教育法Ⅱ
保健体育科教育法Ⅰ

金高 宏文 キャリアセミナー 国重 徹 キャリアセミナー

栗山 靖弘
教職実践演習（中・高）
教育方法・技術
国語・文章表現法

小森 大輔 教職実践演習
（中・高）

坂中 美郷 教職実践演習
（中・高） 隅野美砂輝

スポーツマーケティング論
スポーツ産業論
キャリアセミナー

髙井 洋平 トレーニング科学概論 竹中健太郎 教職実践演習
（中・高）

田巻 弘之 運動生理学 中村 勇 武道史

中本 浩揮 教職実践演習
（中・高） 濱田 幸二 教職実践演習

（中・高）

浜田 幸史
教職実践演習（中・高）
保健体育科教育法Ⅲ
特別活動論
保健体育科教育法Ⅱ
保健体育科教育法Ⅰ

松村 勲 教職実践演習
（中・高）

森 克己 教職実践演習（中・高）
国語・文章表現法 山本 一生 教職実践演習

（中・高）

山本 正嘉 トレーニング科学概論 吉田剛一郎 運動生化学

実技科目

青木 竜 ソフトボール① 瓜田 吉久 陸上・体操・水泳②

栫 ちか子 ダンス② 小森 大輔 陸上・体操・水泳②

坂中 美郷 バレーボール①
卓球① 塩川 勝行 バドミントン②

下川 美佳
専修武道論・実習Ⅳ－剣道
専修武道論・実習Ⅱ－剣道
なぎなた

竹中健太郎 専修武道論・実習Ⅳ－剣道
専修武道論・実習Ⅱ－剣道

永原 隆 陸上・体操・水泳② 濱田 幸二
バレーボール①
卓球①
ソフトボール①

前阪 茂樹 専修武道論・実習Ⅳ－剣道
専修武道論・実習Ⅱ－剣道 松村 勲 陸上・体操・水泳②

三浦 健 バドミントン②
ソフトボール① 村上 俊祐 卓球①

村田 憲亮 陸上・体操・水泳②
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　金久博昭学長には、３年もの年月を経て本事業の報告書の印刷・広報となりましたことにご理解と後押
しを賜りましたことに深く感謝申し上げます。
　また、AP 補助事業及びその後の本学の教育の質保証に関する取組について、教育企画・評価室の特任
助教の近藤亮介さん（現、兵庫県立大学・特任助教）、藤井雅文さん（現、鹿屋体育大学・講師）、山口大
貴さん（現、鹿屋体育大学・講師）、特任研究員の濱中良さん（現、鹿児島国際大学・助教）、青柳唯さん（現、
鈴鹿工業高等専門学校・助教）、大澤啓亮さん、非常勤事務補佐の岡田あゆみさん、日髙嘉代子さん、玉
山由佳さんのご協力を得ながら粛々と進めることができました。
　さらに、いつも本室を支えて頂いてる教務課課長の元明勇二さん、副課長の鈴木拓朗さん、教務課教育
企画係、支援係の皆様にもここに記して感謝申し上げます。ありがとうございます。

2023 年３月
教育企画・評価室長 金高 宏文

［学長補佐 ( 教育担当 )］
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体育系大学における学修成果の可視化と
卒業時における質保証の取組の強化
：鹿屋体育大学における４年間の教育改革の取組みと今後の課題


